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あ なたの'．
μちが沁メダダＺ

●

SannichiYBS Group

山日ＹＢＳグループ

山梨日日新聞社

山梨放送

アドブレーン社

サンニチ印刷

ＹＢＳ Ｔ＆Ｌ

山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

も
つ
と
も
つ
と
、
ド
キ
ド
キ
さ
せ
た
い
Ｉ
・
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
た
い
！

そ
の
「
！
＝
ビ
ッ
ク
リ
マ
ー
ク
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、

Ｓ
（
山
日
）
と
Ｙ
（
Ｙ
Ｂ
Ｓ
）
の
ど
ち
ら
で
も
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
フ
ォ
ル
ム
で
す
。

「
あ
な
た
の
、
い
ち
ば
ん
メ
デ
ィ
ア
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

次
か
ら
次
へ
、
新
鮮
な
驚
き
と
、
新
し
い
感
動
を
、

お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

甲府市北口2-6-10(〒400-8505)
電話番号案内055-231-3000

山梨ニューメディアセンター

タウン企画

山梨文化学園

日本ネットワークサービス

デジタルデビジョン

フアーストビジョン

ウインテック コミュニケーションズ

新聞センター

山日リース

山梨文化会館



想
し
、
水

素
に
紡

ぐ
。

～
桜
り
膠
９
、
四
ワ
栞
り
望
み
～
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目
次

甲

府
中
学

校
校
歌

・
甲

府
第

一
高
等

学
校

校
歌
・
応

援
歌

…
…

ご
挨
拶
　

甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
同
窓
会
会
長

甲
府
第
一
高
等
学
校
校
長

金

丸

信

吾

…
…
……
４

堀

井
　

昭

…
…
……
５

第
１
３
８
周
年
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
同
窓
会
実
行
委
員
長

鈴
木

浩
文

…
…
……
６

特
集
Ｉ

探

し
求

め

る

特
集
２

青

春
の
昧

日

新

カ

レ
ー
を
求

め
て

…
…
……

特
集
３
　
一

高

あ

る
あ

る

特
集
４

英

語
科

か
ら
探

究
科

へ

恩
師
寄
稿

広
告
目
次

広
告
（

広
告

ベ
ー
シ

ー
～
ｍ

）

第
１
３
８

周
年

甲
府

中
学

・
甲
府

一
高
同

窓
会

協
賛

者
ご
芳
名

…
…
…

第
１
３
８
周
年
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
同
窓
会
学
年
協
賛
者
氏
名

第
１
３
８
周
年
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
同
窓
会
実
行
委
員
会
組
織

編
集

後
記
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静
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甲

府
中

学

校

校

歌

我
等
は
日
本
に
生
ま
れ
た
り

神
の
御
代
よ
り
一
系
の

皇
統
戴
く
我
國
に

生
れ
し
こ
と
の
う
れ
し
さ
よ

星
國
の
螢
え
は
天
地
と

共
に
窮
リ
な
か
る
べ
し

甲

府

第
一
高

等

学

校

校

歌

甲
斐
の
國
　
み
中
に
建
ち
て

古
へ
ゆ
　
雄
心
傅
へ

新
し
き
　
世
の
鑑
と
し

勉
め
て
む
　
こ
の
學
舎
に

二
、

日
に
新
た
　
ま
た
日
に
新
た

珊
高
き
　
の
ぞ
み
を
も
ち
て

其
な
る
　
理
究
め

勣
み
な
む
　
若
人
我
等磨

き
て

第138 周年 甲府中学･甲府一高同窓会記念腿
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起
て
撃
て
勝
て

希

望

の
光

く

と

も

鶴

城
に

お
御
崎
さ
ん

第138 周年甲府中淮
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・・濡
篇
個
個
習
習
驚
言
言一………匹…………

ａ

ｌ

ｙ

士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…

……
－
－
－

…
…

エ
タ

一
］
・”

ｙ

怒

に
（
ｒ

感

謝

を

こ

め

て
　

哺

平
成
3
0年
度
の
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
同
窓
会
の
総
会
、
並
び
に
懇
親

会
に
御
参
加
い
た
だ
い
た
先
輩
、
後
輩
の
皆
様
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

又
、
平
素
か
ら
の
同
窓
会
の
運
営
、
活
動
に
対
す
る
同
窓
生
の
皆
様
の

心
温
ま
る
御
協
力
、
そ
し
て
力
強
い
御
支
援
、
御
指
導
に
、

心
か
ら
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
母
校
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
は
、
時
に
学
校
名
の
変
更
は
あ
り
ま

し
た
が
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
の
時
代
を
歩
み
、
来
年
度
は
新
た

な
年
号
を
迎
え
ま
す
。
本
午
で
創
立
－

３
８
周
年
を
迎
え
る
、
県
内
で

最

も
長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
名
門
校
で

あ
り
ま
す
。
幾
多
の
先
輩
達
が
築

き
上
げ
、
受
け
継
い
で
き
た
こ
の
歴
史
と
伝
統
は
、
我
々
同
窓
生
の
誇
り

で
あ
り
、
叉
日
々
の
自
信
と
な
っ
て
、
同
窓
生
一
人
ひ
と
り
の
生
活
の
心

の
拠
り
所
と
し
て
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
同
窓
会
の
テ
ー
マ
は
、
「
想

い
、
未
来
に
紡
ぐ
。
～
桜
の
誇

り
、
四
葉
の
望
み
～
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
の
下
、
同
窓
会
活
動

に
お
い
て
は
、
学
生
達
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
向
上
の
為
、
学
校
設
備

の
充
実
、
奨
学
金
制
度
の
実
施
、
又
学
生
達
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
に
対
す

る
日
新
基
金
の
継
続
、
そ
し
て
強
行
遠
足
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
行
事
へ

の
積
極
的
な
支
援
等
を
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
同
窓
会

会
長

金

丸

信

吾

又
、
２
年
後
に
は
創
立
－

４
０
周
年
の
記
念
事
業
を
実
施
す
べ
く
、
本

年
度
か
ら
そ
の
準
備
に
入
り
ま
し
た
。
学
校
側
、
生
徒
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ

し
て
同
窓
会
の
皆
様
の
御
意
見
を
集
約
し
て
、
有
意
義
な
記
念
事
業
に
す

る
為
に
は
、
多
く
の
同
窓
会
の
皆
様
の
御
支
援
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
記
念
事
業
協
賛
会
か
ら
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
本
年
度
の
総
会
を
も
っ
て
、
私
は
同
窓
会
会
長
を
退
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
役
員
と
し
て
４
年
、
会
長
と
し
て
３
期
６
年
そ
の
任
に

あ
た
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
私
自
身
の
力
不
足
で

皆
様
方
の
御
期
待
に
充

分
お
応
え
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
役
員
そ

し
て
先
輩
、
後
輩
の
皆
様
方
の
温
か
い
御
支
援
に
よ
り
、
何
と
か
そ
の
責

務
を
果
す
こ
と
が
出
来
た
と
自
負

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
永
年
に
亘
る
御

指
導
、
御
協
力
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
総
会
の
為
、
大
変
な
御
苦
労
と
御
努

力
を
い
た
だ
い
た
、
鈴
木
浩
文
実
行
委
員
長
を
中
心
と
す
る
昭
和
6
1年
と

平
成
1
5年
卒
業
の
当
番
幹
事
の
皆
様
方
全
員
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
生
各
位
の
益
々
の
御
繁
栄
と
、
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
同
窓
会
の

更
な
る
発
展
を
祈
り
ま
す
。



こ ‥ｆ

/Ｊ ＼

歴
史
と
伝
統
の
重
み

平
成
3
0年
度
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
同
窓
会
総
会
が
、
「
想
い
、
未
来
に
紡

ぐ
。
～
桜
の
誇
り
、
四
葉
の
望
み
～
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
こ
と
を

心
よ
り
御
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
常
日
頃
よ
り
同
窓
会

の
皆
様
方
に
は
母
校
へ
の
御
理
解
と
物
心
両
面
に
わ
た
る
御
支
援
を
賜
り
ま

し
て
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

甲
府
一
高
は
来
年
の
改
元
に
よ
り
明
治
1
3年
創
立
以
来
５
番
目
の
元
号
の

時
代
に
入
っ
て

い
き
ま
す
。
校
舎
内
の
壁
面
に
は
、
沿
革
や
校
是
、
石
橋
湛
山

を
は
じ
め
各
界
で

活
躍
う
れ
た
偉
大
な
先
輩
達
の
業
績
、
強
行
遠
足
の
記
録

な
ど
数
多
く
の
パ
ネ
ル

が
設
置
さ
れ
て
お
り
歴
史
と
伝
統
の
重
み
を
感
じ
う

せ
ま
す
。
ま
た
外
部
の
方
々
が
来
校
さ
れ
た
折
に
足
を
止
め
展
示

物
を
興
味

深
く
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
場
面
を
見
か
け
る
と
同
窓
生
の
一
人
と
し
て
誇
ら
し

く
思
い
ま
す
。

さ
て
、
母
校
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
平
成
３
年
に
設
置
う
れ

山
梨
の
英
語
教
育
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
英
語
科
は
こ
の
３
月
で
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
2
5期
生

と
な
る
最

後
の
生
徒
達
も
立
派
な
成
果
を
残
し
本
校
を
巣

立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
『
こ

かゝ
ら
は
探
究
科
が
そ
の
使
命
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

５
年
目
と
な
る
文
科
省
指
定
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
（

イ
ス

ク
ー
ル
）
の
活
動
で

は
、
従
来
の
教
科
指
導
の
枠
を
超
え
、
各
種
の
体
験
行

事
や
探
究
活
動
を
通
し
て
知
識
や
技
能
を
身

に
つ
け
、
班
ご
と
に
設
定
し
た

甲
府
第
一
高
等
学
校

校
長

堀

井

昭

社
会
課
題
の
解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
最
終
年
と
な
り
ま

す
が
、
培
っ
た
資
質
や
能
力
は
生
徒
個
々
の
財
産
と
し
て
将
来
必
ず
役
立
つ

も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

部
活
動
に
目
を
向
け
る
と
、
普
通
科
、
探
究
科
と
も
に
文
武
両
道
を
実
践

し
て
い
る
生
徒
が
多
く
、
全
国
大
会
や
関
東
大
会
に
駒
を
進
め
る
部
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
文
化
局
各
部
は
本
校
周
辺
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
も
頻

繁
に
参
加
し
街
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
様
子
が
た
び
た
び
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
行
事
の
強
行
遠
足
は
、
昨
年
も
多
方
面
か
ら
の
支
援
を
受
け
引
回
目

を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
男
子
の
距
離
が
1
0
0
k
m
超
に

復
活
し
て
か
ら
５
年
が
経
ち
運
営
体
制
も
安
定
し
て
き
て
い
ま
す
。
昭
和
5
6

年
卒
か
ら
昭
和
6
1年
卒
の
同
窓
生
の
皆
様
に
は
小
諸
を
は
じ
め
小
海
よ
り
先

６
ヵ
所
あ
る
検
印
所
の
業
務
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

甲
府
一
高
は
1
3
8
周
年
を
迎
え
、
節
目
と
な
る
1
4
0
周
年
が
間
近
と

な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
、

御
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
益
々
の
御
発
展
と
御
健
勝
を
祈
念
し
ま

し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第138 周年 甲府中学･甲府一高同窓会記念誌
５
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「
想
い
、
未

来
に
紡
ぐ

。

第
－

３
８

周
年

甲
府
中

学
・

甲
府
一

高

同
窓
会

～

桜
の
誇
り
、
四
つ
葉
の
望
み
～
」

第
－

３
・
Ｏ
周
年

甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
同
窓
会
総
会
お
よ
び
懇
親
会

開
催
に
あ
た
り
、
本
年
度
の
当
番
幹
事
（
昭
和
6
1年
卒
・
平
成
1
5年
卒
）

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
、
同
窓
会
が
こ
の
よ
う
に
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
ひ
と
え

に
金
丸
信
吾
同
窓
会
長
を
は
じ
め
、
同
窓
会
関
係
者
の
皆
様
方
か
ら
の
温
か

い
ご
指
導
並
び
に
、
こ
の
記
念
誌
へ
の
広
告
・
協
賛
金
・
会
員
券
等
で
多
大

な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
賜
物
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

母
校
一
高
を
卒
業
し
て
3
2年
が
経
ち
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
仲
間
と
協
力

し
実
行
委
員
会
を
運
営
し
て
い
く
中
で
、
甲
府
中
学
・
甲
府

二
局
の
伝
統

と
重
み
を
再
認
識
し
、
先
輩
達
と
接
し
て
い
く
中
で
、
あ
ら
た
め
て
母
校

愛
に
目
覚
め
、
当
番
幹
事
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
の
同
窓
会
の
テ
ー
マ
は
「
想

い
、
未
来
に
紡
ぐ
。
～
桜
の
誇
り
、

四
つ
葉
の
望
み
～
」
と
う
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

桜
は
甲
府
中
学
、
四
つ
葉
は
甲
府
一
高
を
意
味
し
ま
す
。
7
0年
前
に
甲

府
中
学
か
ら
甲
府
コ
局
に
な
っ
た
時
、
こ
れ
か
ら
の
平
和
や
明
る
い
未
来

へ
の
期
待
を
込
め
て
校
章
や
校
旗
・
校
歌
が
作
ら
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
甲
府
中
学
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

い
つ
ま
で
も
活
き
活
き
と
し
た
明

る
い
甲
府

こ
員
て
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
「
我
々

実
行
委
員
長

鈴
木

浩

文

同
窓
生
も
、
い
つ
ま
で

も
、
は
フ
ら
っ
と
元
気
に
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と

の
願
い
を
込
め
、
テ
ー
マ
と
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
と
の
絆
を
深
め
る
の
が
小
中
学
校
時
代
と
す
れ
ば
、
親
友
と
い
う

個
々
の
人
間
関
係
を
築
く
の
が
高
校
時
代
だ
と
思

い
ま
す
。
「
聞
い
た
こ

と
は
忘
れ
る
。
見
た
こ
と
は
覚
え
る
。
や
っ
た
こ
と
は
理
解
で

き
る
。
」

と
高
校
時
代
に
教
わ
り
ま
し
た
。
当
番
幹
事
と
し
て
久
し
ぶ
り
に
色
々
な

こ
と
で

甲
府

二
局
に
関
わ
り
、
同
窓
会
の
実
行
委
員
会
を
担
う
こ
と
で
、
5
0

歳
に
な
っ
て
ま
た
同
級
生
そ
れ
ぞ
れ
の
絆
や
友
情
が
深
ま
り
、
お
互

い

に
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

昨
年
、
伝
統
の
法
被
を
受
け
継
ぎ
私
た
ち
な
り
に
準
備
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
不
行
き
届
き
の
点
等
多
々
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
母
校
に
免
じ
て

お
許
し
い
た
だ
き
、
県
下
随
一
の
伝
統
校
、
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
の
同

窓
会
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
甲
府
一
高
な
ら
び
に
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
、
本
日
ご
参

集
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
来
賓
、
同
窓
生
の
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を

祈
念
申
し
上
げ
、
実
行
委
員
長
と
し
て
の
挨
拶
と
う
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「
桜

の
誇

り
」
と

「
四
つ
葉

の
望
み

る　　

我々昭和61 年卒業生の卒業 己

じ:

校歌を刻んだ石碑である。

甲府中学から甲府一高へ、時代は移りゆく中で

校是は校歌の中に歌詞として織り込まれ、脈々と受け継がれています。

今年2018 年は､甲府一高の校歌が生まれ70 年の節目にあたります。

校歌に込められた､新しい時代への希望と､受け継ぐ伝統の想いを噛みしめるため

今年度の同窓会のテーマは

「想い、未来に紡ぐ。～ 桜の誇り、四つ葉の望 み～」 としました。

二人の卒業生にスポットをあて､甲府中学から甲府一高に受け継がれる、

誇りと望みとは何かを探し求めます。

卜

・ 萄日新 目口新 又日新

(萄に口に新たに、目口に新たに、見目に新たな①

・ Ｈ 人丿地 之 化 育（ 人地 之 化 育をｎ く）

’Ｂｏys ，be ambitio ｕs! （ 少 年よ 人 志 を抱け ）

・ Ｂｅ Ｇｅｎtｌｅｍａｎ（ 紳|: たれ ）

昭和２３年１０月２２日に開催された新

校歌発表会の様子。

在校生｡ 卒業生､ 職員から歌詞を募軍

した結果､ 職員たった上條馨氏の作詞

に決足。

審 査委 面談は俳人の飯田蛇笏 氏が務

めた］乍曲は東 京大字 の高菜担当で

あった小松清教授か担当した｡ 発表会

はソプラノ浅野千 鶴子、ピアノ安倍和

子さんを招いて盛大に開催された

第138 周年 甲府中学･甲府一高同
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甲府中学 × 内藤博文
内 藤 博 文

(1931 年～2013 年)

甲府中学(学制改革により1948 年より甲府 一高)1948 年卒｡ 在学中は野球部で活躍｡ 読売

ジャイアンツが初めて開いた入団テストを受け｡ 第一号の合格者となる。小兵ではあったが、

好守･ 俊足の選手として巨人､近鉄などで活躍した。当時は珍しかったジャンピングスローを

得意とするなど守備力には定評があった。

引退後は､ サンケイ､国鉄( 現在のヤクルトスワロ ーズ)､ 巨人などでコーチを歴任､1982 年

から1986 年までヤクルトで二軍監督を務めるなど､若手選手の育成に情熱を燃やした。

栗山英樹(北海道日本ハムファイターズ監督) は入団時に二軍監督だった内藤を野球人生

最大の恩師として慕っておりご訃報の際には｢あの人がいなければ､ 今の俺はなかった。野球

観､生き方､すべてが俺のペースになっている｣とコメントしている。

第138 周年 甲府中学･甲府一高同窓会記念誌
８
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「
棒

で

球

を

た

た

い
て

ば

か

り

い

る
・：

」
。

少

年

の

祖

母

は

近

所

の

人

々

に

い

つ

も

こ

う

も

ら

し

て

い

た

。
少

年

の

名

は

内

藤

博

文

。
祖

母
の

心
配
と

は
裏
腹

に
、
後
に
甲

府
中

学
（
甲

府
一
高

）
か
ら

プ
ロ
野
球

選

手
と

な
り

、
野
球

界
の
発

展
に
尽

く
す
こ

と
に
な

る
。

内
藤

が
甲

府

中

学

に
入

学
し

た

こ

ろ
、
日

本

は
大

き

な
戦

争

を
し

て

い
た

。
上

級

生

達

は
学

舎
を

後
に
、
軍

需
工
場

へ
動

員
（
学
徒

動

員
）
さ
れ

、
ま
た
戦

場
へ
と
赴

い
た
者

も
い
た
。

そ
ん

な
時

代

を

経
て

、
内

藤

は
甲

府

中

学

野

球
部

で
名
内

野
手

と
し

て
活
躍

。
そ
の
後
、

巨

人
軍

へ
入

団

、
選

手

と
し

て

十
三

年

間

活

躍

し

た

後
、
コ

ー
チ

、
監

督

を
歴

任

、
優

れ
た

指

導
者

と
し

て

多
く
の
選

手
を
育

成
し

た

。

内

藤

が

育

て
た

選

手

の
中

の

】
人

に

、
北

海

道

日
本
ハ

ム
フ

ァ
イ

タ
ー
ズ

の
栗

山

英
樹

監

督
が

い
る
。

栗
山

英
樹

は
プ

ロ
野

球

選
手
に

な

る
こ

と

を

夢

見

て

、
ヤ

ク

ル
ト

ス
ワ

ロ
ー
ズ

の
入

団

テ

ス
ト

を
受

け

た

。
プ

ロ

野
球

選

手

と
し

て

小

柄
で

体
格

的
に
不
利

な
栗

山

選
手

の
入
団

を

進
言

し

た

の

は
、
当

時

ス
ワ

ロ
ー
ズ

で

二

軍

監

督
を

務

め
て

い
た

内

藤

で

あ
っ
た

。
内

藤

は
、
い
っ
た

ん
不

合

格

と
な

っ
た
栗

山
選

手

に
つ
い
て
「

ひ
ょ
っ
と
し

た

ら
モ
ノ

に

な

る

か

も
し

れ

な

い
。
俺

に
預

け

て

く

れ
」
と

フ

ロ
ン

ト

を
説

得

し

、
プ

ロ
野

球

の

門

を

開

い
た
の
だ
っ
た
。

ヤ
ク

ル
ト

入

団

後

も

、
選

手

と
し

て

な
か

な

か
芽

の
出

な

か

っ
た
栗

山

選

手

。
精

神

的

に

も
追

い
詰

め
ら
れ

野
球

を

あ
き
ら

め
が
け

た
栗

山
選

手
に
内

藤
は

こ
う

語
り
か
け
た

。

『
ク
リ

、
プ

ロ
野

球
は
競

争
社

会
だ

。
だ
が
、

そ

ん
な

こ

と
は

ど
う
で

も

い
い

。
お

ま
え

が

人

と
し

て
ど
れ

だ
け
大

き

く
な

れ
る

か
の
ほ

う

が
よ
っ

ぽ
ど
大

事

だ

。
だ

か
ら
、
周

り
が
ど

う

あ
ろ

う
と
関

係
な

い
。
明

日
お

ま
え
が
、
今

日

よ

り
ほ

ん
の

ち
ょ
っ
と

で
も

う

ま
く

な
っ

て

い
て

く

れ
た
ら
、
オ
レ
は
そ
れ

で
満

足

だ

。

人

と
比

べ
る
な
。
』－

こ
の

言

葉
に

栗

山
選

手
は

奮

起
、
内

藤
は

プ
ロ
野
球
に
生
き
る

内

藤

博
文

の

生

き
様

特

集Ｏ

練

習

時

間

後

も

マ
ン

ツ

ー

マ
ン
で

彼
を

指
導

し

た

。
二

人

は
二

人

三

脚

で

努

力

を

続
け

、
つ
い
に
栗

山

選
手

は

一
軍

の

レ

ギ

ュ

ラ

ー

ポ

ジ

シ
ョ
ン

を
獲

得

、
人

気
選

手

と
し

て

活

躍

す

る
ま

で

に

成
長
し

て

い
く
。
栗

山

監
督

は
「

今

の

自

分

が

あ

る
の

は

内

藤

さ

ん

の

お

か

げ

だ

」
と

今

で

も
内

藤

を

恩

人

と
し

て

、
そ
の

エ
ピ
ソ

ー

ド
を
著

書
に
記
し

て

い
る
。

甲

府

中
学

に
学
び

、
現
在

の

プ

ロ

野

球

の

発

展

に
尽

く

し

た

内

藤

博

文

と

は

ど

ん

な
人

物
だ

っ
た
の

か
。
今

回

、
内

藤

博
文

の

長

女

、
内

藤

里

砂

さ

ん
の

協

力

を
得

て

、
彼
の
人

生
を
追

っ
た

。

「
甲

一
魂

」

甲府中学野球部　 戦後開幕当時　 優勝記念／後列左端が内藤氏

第138 周年 甲府中学･甲府一高同窓会記念誌
９



の
あ

る
方

は
御
一
読

さ
れ
た
い

。
こ
の
著

書
の

中
に

は
母
校
で

あ
る
甲

府
一
高

も
登
場
し
、
三

神
吾

朗

の
挑

戦
の
原

動
力

は
、
甲

府

二
局
（
当

時

は

甲

府

中

学

）
の

教

え

で

あ

る
「

回
Ｏ
ｌ

｀

ｇ

Ｑ
ヨ
耳
一
〇
⊂
巴
」
の
精
神

に
よ

る
も
の
で

あ

る
と
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

と

も

か
く

、
日

本

人
最

初

の

プ
ロ

野
球

選

手

と

日

本

人

最

初

の
メ

ジ

ャ
ー
・
リ

ー
ガ

ー

が

甲

府

中

学

の

卒

業

生

と
な

る
と

こ

ろ
で

あ
っ
た
と
は
興

味
深

い
話

で
あ
る
。

指
導
者
と
し
て
野
球
道
を
貫
く

入

団

以

来

１０
年

間

を

巨
人

で

プ
レ

ー
、
そ

の
後

、
先

輩

と

し

て

慕

っ
て

い
た

千

葉

茂

の

監

督
就

任

に

合

わ
せ

近
鉄

へ
移

籍

。
移

籍

の

際

に
は

、
当

時

巨

人

の

監
督

を

務

め
て

い
た

水
原

茂

が
「

お

金
の

問

題

な

ら
、
こ
れ

を

使

え
」
と
自
分

の
貯

金
通

帳

を
出
し

て

内
藤

を

引

き

と
め
た
と
も

い
わ

れ
て
い
る
。

現

役

を

引

退

後

は

国

鉄
・
サ

ン

ケ

イ

の

コ

ー
チ
を

は
じ

め
、
巨

人
軍

コ

ー
チ

、
ヤ

ク
ル

ト
ニ

軍

監

督

な
ど

を
歴

任

し
、
指
導

者

と
し

て
そ
の
才

能
を
開
花

さ
せ

た
。

内

藤
は

、
酒

を
飲

ま

な
い

。
し

か
し

、
二

軍

の
若

手

選

手

な

ど
を

家

に
招

い
て

は

、
酒

や

料

理

を

ふ
る

ま
っ
た

。
巨
人

軍

コ

ー
チ

時

代

に
は

、
当
時

二
軍

選
手
だ

っ
た
岡
崎

郁
、
定

岡

正

二
、
中

畑
清

ら
、
後
の
主

力
選

手
と

な
る
若

手

達

が

毎
晩

の

よ

う
に

集

ま
っ
た

。
料

理

は

妻

の
邦

子

さ

ん
の

手

料
理

。
来

る

も
の
を

拒

ま
な
い
タ

イ
プ
の
邦
子

さ
ん
は
、
イ
ヤ
な
顔
ひ

と
つ
せ

ず
若
手

選
手
達

を
も
て
な
し

た

。

皿
Ｏ
瓢

Ｆ
や

お
ら

甲
府
中
学
×
内
藤
博
文

長女 里砂さんと奥様と

酒

に
酔

っ
た
選

手

達
を

寮

に
送
っ
て

い
く

の
は

内
藤

の

役
目

。
内

藤

自

ら
が

運

転
し

ピ

ス
ト
ン

輸
送
で

選
手

ら
を
送

る
。
コ
ー
チ
と
い

う
立

場

の
人

間

が
、
そ
の
よ

う
な

こ

と
を

す

る
の

は

い
さ

さ
か

滑

稽
な

気

も

す

る

が
、
門

限

に
聞

に
合

う

よ

う
、
何

往

復
し

て

で
も

選

手
た

ち
を

送
っ
て
い
っ
た

。

多
少

門

限

を
過

ぎ
て

し
ま

っ
て

も
コ
ー
チ

が
一
緒
と

な
れ

ば
寮

長

も
大

目
に
見

ざ

る
を

得

な

い

。
こ
れ

も
内

藤

流

の

優
し

さ
で

は

な

か
っ
た
か
。
内

藤

の
傍
に

は
、
い
つ

も
若
手

選

手
が

い
た

。

家

族
が
こ

う
尋
ね
た
こ

と
が

あ
る
。
「
な
ぜ

一
軍

の
コ

ー
チ

を

や
ら
な

い
の
か
」
と
。
そ

の

時
内

藤
は
、
若

い
選
手

を
育
て

る
の

が
、
も
の

す

ご
く
楽
し

い
と
答
え
た
と
い
う
。
若
い
選
手

を

育
て

る
の
が
好

き

だ
と

。
そ
れ
は

、
厳
し

い

プ

ロ
野
球

の
世
界

を
生

き
抜

い
て

き
た
内

藤

の
「

野
球

道
」
で

あ
っ
た
と
思
う
。

こ
ん
な

話

も
あ
る
。
実

は
内

藤
に

は
、
ヤ

ク

ル
ト

ス
ワ

ロ
ー
ズ

の
一
軍

監

督

就
任

の
依

頼

が
あ
っ
た

。
し

か
し

そ
の

時
、
内

藤
は

こ
れ

を

断
り

、
自

ら
は

身

を
引

く

代

わ
り

に
後

輩

の

武
上

四

郎

に
一
軍

監

督
を

任

せ

て

い
る
。
そ

の
真

意
は
家

族

に
し

か
知

ら
さ

れ
て

い
な
い

が
、
内

藤
自

身

の

哲

学

に
基

づ

い
た
行

動

で

あ
っ
た

。
人

の
悪

口

を
言

わ
な
い

。
上

か
ら
も

の
を

言

わ
な

い
。
そ
ん

な
優

し

さ

を

持
つ

父

ら
し

い

行
動

で
あ

っ
た
と

、
家

族
は

感

じ

て

い
る
と
い
う
。

結

果
、
内
藤
は

ヤ
ク
ル

ト
ス
ワ

ロ
ー
ズ

の
二

軍

監

督

と
な

り

、
そ

こ
で

多

く
の

選

手
の

育

成

に
あ
た
っ
た

。
そ
し

て
栗

山

英
樹

選
手
（

現

日
ハ
ム
監
督

）
に
出

会
う
こ

と
に
な

る
の
だ

。
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二

軍
の
練
習

場
へ
は
、
自
宅

か
ら
片

道
２
時

間

を
か
け
て
の
「
自

動
車

通
勤
」
。
毎
日

熱

心

に

若

手

指
導

に

あ
た

っ
た

。
練

習

時
間

以

外

に

も
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で

選
手

を

指
導

す

る
こ

と
も
多

く
、
そ
ん
な
時
は

、
邦
子

さ
ん

が
内

藤

の
分

だ
け
で

な
く

選

手
の

分
の

お
弁

当

も

Ｉ

緒
に
つ
く
っ
て
持
た
せ
て

い
た

。

そ

う

や
っ
て

育
て

た

選
手

が
一
軍

で

活

躍

す

る
姿

を
見

る
の
は

、
内

藤

に

と
っ
て

最

高

の
喜
び
で

あ
っ
た
に
違

い
な
い
。

栗

山

監

督

が

北

海

道

日

本

ハ

ム

フ
ァ

イ

タ

ー
ズ
監

督

就
任

の
あ

い
さ
つ
に
内

藤
の

元

に

来
た

と

き

に

は

、
手

元

に
あ

っ
た

第
を

片

手
に
、
熱

く
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
理

論
を
語
っ
た
と

い

う
。
そ
し

て

こ
ん

な

ア

ド
バ

イ

ス
を

し

た

そ
う
だ

。

「
監

督
に

な
る
と

、
色

々
な
人

が
、
色

々
な

こ

と

を
言

っ
て

く

る
と
思

う

け

れ

ど
、
そ
ん

な

こ

と
は

か

ま
わ
ず

、
栗

山

流

を
貫

き

な
さ

い

。
ク
リ
の
チ

ー
ム
を
作
れ

よ
」
と
。

そ

の
年

、
栗

山
フ

ァ

イ

タ

ー

ズ
は

監

督

一

年

目
に

し

て
見

事
リ

ー
グ
優

勝
を

遂
げ
て

い

る
。
そ
の
後

も
パ
リ
ー
グ
の
強

豪
チ
ー
ム
の
名

将

と
し
て
現

在

も
戦
い
続
け
て

い
る
。

暴
れ
ん
坊
の
甲
府
中
学
時
代

そ
ん

な
内

藤
の
甲

府
中

学

時
代

は
ど
ん

な

青
春
で

あ
っ
た
の

か
。

意
外

に

も
甲
府

中

学
時
代

は
腕
白

坊
主

で

有
名

だ

っ
た

。
畑
の
モ

ノ
を

盗
ん
だ

り

、
リ

ヤ

カ

ー
で

店
に

飛

び

込

ん
だ

り

、
と

に

か
く
暴

れ
ん
坊
だ

っ
た

と
い
う
。

自

宅

は
旧

境
川

村

に
あ

っ
た
た

め

、
甲

府

市

美
咲

町
の

甲
府

中

学
ま

で

は
歩

い
て

一
時

間
以

上

の
道

の

り

。
内

藤

は
リ

ヤ

カ
ー
に

乗

り

込

み
、
そ
れ

を

後
輩

達

に
ひ

か
せ

て

通

っ

て

い
た

。
校
舎

か
ら

校

庭
に

向

か

っ
て
立

ち

小

使
を

し
て

い
る
姿

を
目

撃
さ

れ
た
話

も
あ

る
。
そ
し

て

、
毎

日
の
よ

う

に
ケ
ン

カ
に
明
け

暮

れ

た

。
「
ケ

ン

カ
の

強

い
内

藤
は

お
ま
え

か
Ｉ
こ

校

門

に

は
、
よ

く

誰

か
が
待

ち
構

え

て

い
た
。
も
ち

ろ
ん

内
藤

は
逃

げ
な

い
。
ケ
ン

カ
の
前

に
は

、
「

に

や
り
」
と
笑

う
。
周

り

の

者
は
そ
れ
が
す

ご
く
怖

か
っ
た
ら
し

い
。

そ

の
様

子

は

、
あ

の
ク
ラ

ー
ク

博

士

が
赴

任

し

た
当

時
の
札

幌
農

学

校
の
生

徒
と
似
て

い
る
。
ク
ラ

ー
ク

博
士

は
、
腕

白
だ

っ
た
札
幌

農
学
校

の
生

徒

達
に
「

ぽ

Ｏ
の
⊃
宗

ヨ
当
（
紳

士

た

れ
）
」
と

諭
し

、
そ
れ

を
唯

一
の
校

則

と

し

た

。
甲

府
中

学
に

は
、
そ
の
ク
ラ

ー
ク
博
士

に
、
直

接

教

え
を

受
け

九

大

島
正

健

か

校
長

二本線は甲中のシンボル。学帽の甲府中学時代。

と

し

て

赴

任

。
現

在

で

も

甲

府

二

局

の

教

え

と

な

っ

て

い

る

、
「

印
Ｏ
ｌ

｀

ｇ

Ｑ
ヨ

耳
1
1
0
呂

一（

少

年

よ

大

志

を

抱

け

）
」

と

「

Ｂ
ｅ
 

Ｇ
ｅ

⊃
↓一
ｅ
rｎ
ａ
コ
（

紳

士

た

れ

）
」

の

言

葉

を

残

し

た

。

「

印
の
　

（
Ｊ
の
⊃｛
一
の
ヨ

当

（

紳

士

た

れ

）
」

と

は

何

か

。
そ

れ

は

、
自

分

で

自

分

を

律

す

る

こ

と

が

出

来
る

も
の
が
紳
士

。
規
則
に

縛
ら
れ
る
の
で

は

な
く

、
自

ら
を
律

す

る
こ

と

が
で

き

る
人
間

で
あ
れ
と
い
う
教
え

で
あ
る
。

腕
白

坊

主

の
内

藤
は

、
甲

府

中
学

時

代

に

こ
の

言
葉

に
触

れ
大

人
へ

と
成

長
し

て

い
っ

た

。
後
に
持

論
と
な

る
「
人

と
比

べ
る
な
」
は

こ
の
教
え
の
中

で
育
ま
れ
た

も
の
で

あ
ろ
う

。

ま

た
甲

府

中

学

時

代

に

は
、
ロ
マ
ン

ス

も

あ
っ
た
。
妻

で
あ
る
邦
子

さ
ん
と
の
出
会

い
で

あ
る
。

邦
子

さ
ん

は
東
京

か
ら

疎
開

の
た

め
甲

府

で
暮

ら
し
、
県

庁
に

勤
務
し

て

い
た

。
甲

府
中

学
へ
向

か
う
内

藤

と
は

毎

朝
す

れ
違

っ
て

い

た

。
い
つ
し

か
二
人

は

言

葉

を
交

わ

す
よ

う

に

な
り

、
や
が
て
お
付

き
合
い
が
始

ま
っ
た

。

野
球

の
こ

と
を

全
く

知

ら
な
か

っ
た
と

い
う

邦

子

さ

ん

、
こ

の
時

は

ま

さ
か

自

分

が
プ

ロ

野
球

選
手

の
妻

と
な

る
と

は
想

像
も

し

て
い

な
か
っ
た
。
内

藤
か
ら
「
巨
人
軍

に
入

る
」
と

い
う

話

を
聞

い

た
時

は

、
ど

こ

か
の

軍

隊

の

兵

隊

に

な

る
の

か

と
勘

違

い
し

、
た

い

そ
う

驚

い
て

心
配

し

た
と
い
う
。

そ
の

後

二

人

は
人

生

の
「

戦

友

」
と

な

り

、
料
理

好

き
で
明

る
い
邦
子

さ
ん
は

、
選
手

達

へ
の

ま

か
な

い
も

惜
し

ま
ず

、
内

藤

の
野

球

人
生

を
影

か
ら
支

え
続
け

た
。

我
が
家
の
子
供
達
は

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

内

藤

も
プ
ロ
野

球

と
い
う
厳
し

い
世
界

に

い
て

も
、
家

庭
で

は

家
族

思
い
の
夫

で
あ
り

、

良
き
父

で
あ
っ
た

。
妻

と
一
男
一
女
の

四
人

家

族
。
と
に
か

く
家

が
一
番

好
き

。
コ
ー
チ

時

代

に
は

、
球
場

か
ら
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
の
ま
ま

シ
ャ

ワ

ー
も
浴
び

ず
、
ま
っ
す
ぐ
帰

っ
て

き
た

。

負
け

た
か
ら
機

嫌
が
悪

い
と

い
う

よ

う
な

こ

と
は

な

か

っ
た

。
家

に
は

仕

事

は

持
ち

込

ま
な

い

。
野

球

の
話

を

す

る

こ

と
は
ほ

と

ん

ど
な

か
っ
た
と

い
う

。

二
人

の
子

供
達

は
内

藤

か
ら
怒

ら
れ
た
と

い
う
記

憶
が
な
い

。
「
何
か

あ
っ
て

も
相

談
し

な

さ
い

。
俺

が
全

力

で

守

る

か

ら
」
と
励

ま

し

た

。
あ
あ
し

ろ
、
こ

う
し

ろ
と
い
う
こ

と
も

な
い

。「

自
分

の
や
り
た
い
よ
う

に
や
り
な
さ

い

。
そ
れ

を

全

力

で
サ

ポ

ー
ト

す

る

か

ら
」

と

、
い
つ
も
見
守

っ
て

く
れ
て

い
た

と
い
う
。

テ
ス

ト
の

成

績

が
悪

く

て

も

、
そ

れ
自

体

を

怒

る

こ

と

は

な
か

っ
た

。
「
人

と
比

べ
る

必
要

な

い

ぞ
」
。
子

供

達

に

は

い
つ

も

そ
う

言
っ
て
い
た

。

内

藤

に

と
っ
て

、
自

分
の

子

供
達

は

常

に

ナ

ン

バ
ー
ワ

ン

。
人

に
劣

っ
て

い
る
と

か
、
何
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を
し

て

は
ダ

メ
だ

と

か
で

は
な

く

、
大

切

な

の
は
自
分

が
い
か
に
生

き
る

か
だ
と
教
え

た
。

家

族

思

い
の
内

藤
な

ら
で

は
の

エ
ピ
ソ

ー

ド
が

あ
る
。
内
藤

は
、
プ

ロ
野
球

選
手

と
し

て

現
役

を
引

退

す
る
と

、
野
球
界

を
離

れ
、
山

梨

に
戻
り
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経

営
し
て

い
る
。

当
時

、
長

女

里

砂

さ
ん
が

誕
生

。
邦
子

さ

ん

が
大

病

の

後
だ

っ
た

た

め

、
内

藤

は

た
い

そ
う

喜

ん
だ

と

い
う
。
さ

ら
に
、
男

の
子

だ
と

思

っ
て

い
た

と
こ

ろ
に

生
ま

れ
た
の

は
待

望

の
女

の
子

。
ふ
だ
ん

酒
を

飲
ま

な
い
内

藤
が

、

こ
の

時

ば

か
り
は

祝
杯

を

あ
げ

ベ

ロ
ン

ベ
ロ

ン
に
酔
っ
た
と
い
う
。

好

き
な

野
球

と
離

れ
て

も
家

族

と
一
緒

に

い
た

い

。
レ
ス
ト
ラ

ン
経

営
は

、
家

族
と

ゆ
っ

く
り
過

ご

す

時
間

を
作

る
た

め
の

も
の

だ
っ

た
の
だ

。

甲

府
駅
近
く
で
営
ん
で
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の

名
は
「
か
い
し

ゅ
う
」
。
今

と
な
っ
て
は
、
か
い

し

ゅ
う
の
漢
字
は

不
明
だ

が
、
お
そ
ら
く
「

海

舟
」
で
あ

ろ
う
。
船
乗

り
に
な
り
た

か
っ
た
若

き
頃

の
夢
を
託
し

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ふ
た
た
び
野
球
界
へ

し

か
し

野
球

界

が
そ
の

ま
ま

彼
を
放

っ
て

お
く
こ

と
は
な
か

っ
た

。

内

藤

は
、
間

も
な

く
サ
ン

ケ

イ

ア
ト

ム

ズ

の
コ
ー
チ

と
し

て

野
球

界

に
復
帰

。
以

後
、
再

び

野
球
人

と
し

て
多
忙

な
日

々
を
過

ご

す
こ

と

に
な

る
。
も

ち
ろ
ん

、
家

族
へ
の
愛

情

は
変

わ

ら
ず

に

い
た

。
家

族

が

球
場

に
観

戦

に
来

甲
府
中
学
×
内

藤
博
文

る
と

、
コ

ー

チ

ャ
ー

ボ
ッ

ク

ス
に

い

る
内

藤

は
、
人

知

れ
ず
家

族

に
サ

イ
ン
を
送

っ
た

。
子

供
達

は

そ
れ

が
と

て

も
う

れ
し

く

て

、
試

合

は
そ

っ
ち
の

け
で

ユ
ニ
フ

ォ

ー
ム
姿

の
父

を

見

つ
め
て
い
た
。

野

球

評

論

家

時

代

は

新

聞

で

の

連

載

を

持
っ
て
い
た

。
映
画

を
見

な

が
ら
、
片

耳
で
ラ

ジ
オ

の
野
球

中

継

を
聞

く
の

が
決

ま
っ
た
ス

タ

イ
ル

。
し
か
し
、
目
の
前

の
原
稿

は
い

つ
ま

で

も
白

紙
の

ま

ま
。
子

供
達

は

心
配

し

な

が

ら
床

に

就

く

の
だ

が
、
朝

に

は
き

ち
ん

原

稿

が
仕

上
が

っ
て
い
た

。

里

砂

さ
ん

が
小

学

校

の
時

、
夏

休

み
の

宿

題

の

作

文

を

書

い
て

と

頼

ん
だ

こ

と

が

あ

る
。
内

藤

は

、
そ

れ

を
叱

る

ど

こ

ろ

か
「
わ

か
っ
た
Ｉ
・
」
と

ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
を
快

諾

。
し

か
も
、
な
ん
と
そ
の

作
文

が
見

事
に
入

賞

。
こ

の

時

ば

か
り
は
ピ

ン
チ
ヒ

ッ
タ

ー
の
ク
リ

ー

ン
ヒ

ッ
ト
に

親

子
で

冷

や
汗

を

か
い
た

と
い

う
。
日
本

各

地

で
試

合

を

す

る
プ

ロ
野
球

選

手
は
、
一
年

の
半
分
し

か
家

族
と
一
緒

に
い
ら

れ
な
い

。
内

藤

は
、
そ
の
分

の
愛

を

二
倍

に
し

て
家
族

に
向
け
て
い
た
の
か
も
知

れ
な
い
。

受
け
継
が
れ
る
内
藤
イ
ズ
ム

家

族

へ
の
愛

情

は
若

い
選
手

に

も
向

け
ら

れ

て
い
た

。
「
一
軍
は

い
い
と
こ

ろ
だ

ぞ
」
と

若

手

選

手

を
励

ま
し

つ

つ
、
自
分

は

そ

こ
に

送

り
出

す
立

場
を
貫

い
た
。

内

藤

は

、
自

分

の
一
軍

で

の

初
打

席
の

感

想

を
こ

う
語

っ
て

い

る
「
ス

タ
ン

ド
全

て
が

真
っ
白
に
見
え
た
」
ｉ

。
そ
ん
な
緊
張
感
と

経
験
を
多
く
の
選
手
に
味
合
わ
せ
た
か
っ
た

に
違
い
な
い
。
内
藤
が
愛
情
を
持
っ
て
育
て

た
選
手
達
は
、
今
は
指
導
者
と
な
り
「
内
藤

イ
ズ
ム
」
を
継
承
し
て
い
る
。

今

、
教
え
子

で
あ

る
、
栗

山
英

樹
は

監
督

と

し

て
フ

年
目

の
シ
ー
ズ
ン
を
戦
っ
て
い
る
。
そ

の
愛

弟
子
で

あ
る
大
谷

翔
平

は
、
海

を
渡
り

、

内
藤

が
プ

レ

ー
し

た
か
も

し
れ

な
い
ア

メ
リ

カ
で
新
た

な
野
球
人

生
に
挑

戦
し

て
い
る
。

運

命
の
イ

タ

ズ
ラ

が
内
藤

を
野
球

界

に
導

き

、
そ

し

て

そ
の
こ

と

が
多

く
の
人

々
に

影

響

を
与

え
た

。
家

族
を

愛
し

、
選

手

を
愛

し
、

野

球

を
愛

し

か

内
藤

博

文

。
そ
の

精

神
は

次

の
世
代

へ
と
引

き
継
が

れ
、
こ
れ
か
ら
も
プ

ロ

野
球

界

に
生

き
続

け
る
こ

と
だ
ろ
う

。

お話しをいただいた内藤里砂さんと御主人の大悟さん。
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庁
レ

内
藤
博
文
さ
ん
は

ど
の
よ
う
な
人
で
し
た
か
？

一
言

で

い
え

ば
「
愛

」
の
イ

メ

ー

ジ
で

す

ね

。
当
時
は
、
私

も
必
死
だ
っ
た
し

、
助

け
て
も

ら

っ
た
と

い
う
思

い
し

か
な

か
っ
た
で

す

け

ど

、
今

、
自
分
自
身

が
監
督
の
立
場
に
な
っ
て

、

二

軍
の
選
手

に
、
あ
れ
だ
け
の
愛

情
を
持

っ
て

接
し

て

い
た
だ

い
た
と
い
う
の
は
、
た
だ

た
だ

感

謝
し

が
な
い
で
す
。

本
当
に
温

和
で
や
さ
し

い
方
だ

っ
た

。
無
条

件
の
愛
を
も
っ
て
接
し
て

く
れ
た
と
感
謝
し

て

い
ま
す
。

当
時
の
プ

ロ
野
球

は
、
二
軍
選

手
の
中
で
も

一
軍
に
上
が

る
可
能

性
の

あ
る
選
手
が
何

も
か

も
優
先

さ
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
中
、
一
日
の
練
習

が

終
わ
っ
て
誰
か
ら
も
声

を
掛

け
ら
れ
な
い
私

に
、
内

藤
さ
ん
は
「
さ
あ
　

ク
リ
や
る
ぞ
～
」
と

言

っ
て
ノ
ッ
ク
や
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
練

習
に
付
き

合

っ
て

く
れ
ま
し

た

。
そ
れ
は
も
う
本

当
に
う

れ
し

か
っ
た

。
当
時
は
人

と
し

て
潰

れ
そ
う
に

な
っ
て
い
た
時
な
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
救
わ
れ
ま

し

た

。
毎

日
暗
く
な

る
ま

で
練
習
に
付

き
合

っ

て

く
れ
ま
し

た
。
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

栗
山
監
督
は
、
内
藤
さ
ん
か
ら
「
人
と
比

べ
る
な
」
と
い
う
言
葉
で
奮
起
し

た
と

著
書
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
の
心
境
な

ど
を
教
え
て
下
さ
い
。

ヤクルトスワローズ入団当時

(著書より)

内

藤
監

督
か
ら
は
、
色

々
な
言
葉

を
掛
け
て

も

ら
い
ま
し

た
が
、
言
葉

は
い
ず
れ
も
印
象
的

で
し

た

。
当

時
は
、
同

級
生

の

ド
ラ
フ

ト

ー
位

の
高
野

光
選
手
が
開
幕

投
手

と
な

る
中
、
自
分

は
二
軍
で
も
試
合
に
出
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況

で
し
た

。
そ
ん
な
中
、
監
督
に
呼
ば
れ
「
人

と
比

べ
る
な
、
お
ま
え

が
人

と
し
て

ど
れ
だ
け
大
き

く
な
れ

る
か
の
方

が
よ
っ
ぽ
ど
大

事
だ
」
と
言

わ
れ
た
ん
で
す
。

プ
ロ
野
球
は
、
も
ち
ろ
ん
誰

か
に
勝
た
な
け

れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
競

争
社
会

で
す
が
、
そ

ん
な
こ

と
は
ど
う
で
も
よ
く

て
、
自

分
が
ど
れ

だ
け
成
長
す
る

か
と
い
う
こ
と

が
大
切
な
の
だ

と

い
う

新
し

い
価

値

観
み

た
い
な

も
の
を

教

わ
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
の
で

、
そ
れ
で

、
す
ご
く
楽

に

な
っ
た
し
、
怖
く
な
く
な
り
ま
し

た
。

そ
こ
か
ら
野
球

が
す

ご
く
変
わ
り
ま
し

た
。

自

分
が
こ
こ
に
い
て
い
い
の
か
？

と
悩
み
な
が

ら
野
球

を
す

る
よ

り
、
「
今
の

自
分

が
、
少
し

で

も
う
ま
く
な
れ
ば
い
い
」
と
思
え

る
よ

う
に

な

っ
て

か
ら
は
、
自
分
の

進
む
べ
き
方
向

性
み

た
い
な
も
の
を
持
つ
こ
と

が
出

来
ま
し

た
。

甲
府
一
高
に
は
「
紳
士
た
れ
」
と
の
教
え

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ク
ラ
ー
ク
博
士
の

言
葉
で
、「
自
分
で
自
分
を
律
せ
よ
」
と
の

教
え
な
の
で
す
が
、「
人
と
比
べ
る
な
」
と

の
言
葉
の
根
底
に
は
、
こ
の
教
え
の
精
神

が
流
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
内
藤
さ
ん

と
の
思
い
出
の
中
に
、
我
が
校
の
校
風
を

感
じ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

そ
う
で
す

ね
、
内
藤
さ
ん
は
決
し

て
無
理
強

い
す
る

こ
と
は
な

か
っ
た
で

す
ね
。
こ

う
し

ろ

と

か
、
あ
あ

し

ろ

と

か
、
ル

ー
ル

で

縛

る
と

か

…

僕
が
今
や
っ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
ん
な
内

藤

さ
ん
の
影

響
を
受
け
て
い
ま
す

。
選
手
達
に

は
「
規
則

に
縛

ら
れ
る
よ

う
な
、
か

っ
こ
悪

い

選
手

に
な

る
な
」
と
言

っ
て

い
ま
す

。
「

自
分

で
決
め
て
、
自
分
で
行
動

す
る
選
手

に
な
っ
て

ほ
し

い
」
と

。
だ

か
ら
こ
ち
ら
は
ル

ー
ル

を
定

め
な
い
。
内

藤
さ
ん
は
ま

さ
に

そ
う
い
う
考
え

の
人
で
し

た
ね

。
決
し

て
人
を
縛

る
よ
う
な
こ

と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た

。

私

は
、
人

間
力
が
上
が

れ
ば

野
球
も

う
ま
く

な
る
と
考
え

て
い
ま
す

。
内

藤
さ
ん
か
ら

も
直

接

言
葉

で
言

わ
れ

た
わ
け
で

は

あ
り
ま

せ

ん

が
、
結
局
　

内

藤
さ
ん
が
や
ろ
う

と
し

た
こ

と

は
そ
う
い
う
こ

と
だ

っ
た
の
だ

ろ
う

と
思
っ
て

い
ま
す
。

内藤監督と出会った頃(著書より)
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人

と
し

て

成
長

す

れ

ば
、
野
球

は

も

ち

ろ

ん
、
人

生
の
荒
波
に
の
み

込
ま
れ
る
こ
と
な
く

、

何

か
新
た
な

も
の
を
つ
か
み
取

れ
る
ん
だ
っ
て

感
じ
さ
せ

る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
か
ら
…

今

は
自

分
が
体

験
と
し

て
感

じ
て

き

た
こ

と
を
、
言
葉
と
し
て
選
手

達
に
伝
え
て
い
ま
す

。

栗
山
監
督
は
、
尊
敬
し
て
い
る
三
原
脩
監

督
の
座
右
の
銘
で
あ
る
「
日
々
新
た
な

り
」
を
ご
自
身
の
信
条
の
ひ
と
つ
と
し
て

い
ま
す
が
、
実
は
甲
府
一
高
も
、「
日
に
新

た
」
を
校
是
の
ひ
と
つ
と
し
て
お
り
、
校

歌
の
歌
詞
の
一
節
に

も
な
っ
て
い
ま
す

。

監
督
に
と
っ
て
「
日
に
新
た
」
の
言
葉
に

は
、
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

１

友

む

北海道日本ハムファイターズ　鎌ヶ谷スタジアム

そ

う
な
ん
て

す
か
。
「
日

に
新
た
」
の
教
え

が
あ
る
ん
で
す
ね
。

反

省
す
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
す

が
、
同

時
に
「
し
ょ
う
が
ね
え
Ｉ
・
明
日
は
ま
た
日
が
昇

る
¶・
」
と
ス
パ

ツ
と
割
り
切
っ
て
し
ま
う
こ

と

も
人
間
に
は
大
切
で
す
ね
。

３
６
５

日
、
毎
日
が

お
正
月

、
毎
日

が
１
月

１

日

と
い
う

気
持

ち
で
一
年
間

を
過

ご
せ
た

ら
、
人
間
は

良
い
方
向
に
変
わ
り
ま
す

。

「

今

年
レ

ギ

ュ
ラ

ー
を

と
っ
て

や

る
」
と

思
っ
て
い
て

も
、
毎

日
を
漫
然

と
過
ご
し

て
い

る
人
間
は
徐

々
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
落
ち
て

き

て
し
ま
う

。
で

も
毎
日

が
「
お
正

月
」
だ

と

思
っ
て
、
日

々
新
た
な
気

持
ち
で
い
る
こ
と

が

で

き
た

ら
、
き
っ
と
そ
の
人
間

は
前
進
し

て
い

く
と
思

い
ま
す
。

特
に
プ

ロ
野
球

は
、
年
間

の
試
合

も
多
く

、

練
習

も
キ
ャ
ン

プ
な

ど
も
長
い
。
だ
か
ら
、
そ
う

い
う
気

持
ち
に

な
れ
る
か
ど
う
か
が
、
と
て
も

重
要

な
ん
で
す
ね
。

言
い
換
え

る
と
「

前
後
裁
断
」
と
も
言
え
ま

す

。
そ

の
日

を
命
が

け
で

、
今
が

す
べ
て
だ

と

思
っ
て
生
き
て
い
く
。

人

生
は
「
今
こ
の
瞬
間

を
が
ん
ば

る
」
と
い

う
そ
の
繰
り
返
し
し

か
あ
り
ま
せ
ん

。
そ
れ
が

出
来
る
選

手
は
確
実
に
進
歩
し
て
い
き
ま
す
。

大

谷
翔
平
は
そ
の
点
が
長
け
て
い
る
選
手
で

す
。
や
る
べ
き
こ
と
を
、
そ
の
日
に
キ
チ
ン
と
や

る
と
い
う
こ

と
を
徹
底
し

て
い
ま
す
。
技
術

力

だ
け
で

は
な
く
、
す
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
と

や
れ
る
人
間
だ

か
ら
「
二
刀
流
」
も
可

能
だ
ろ

う
と
判
断
し
ま
し

た
。

大

谷

選
手

は
、
ど
ん
な

に
疲

れ
て
い
て

も
、

朝
１０
時
に

は
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
に
行
っ
て
ウ
ェ

イ
ト
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
こ
な
し
て

い
る
。
感
心

す
る
く
ら
い
、
し
っ
か
り
と
こ

な
し

て
い
ま
す
。

大

谷
選
手
ば

か
り
で
な
く
、
結

果
を
残
す
選

手
と
い
う
の
は
、
皆
、
そ
う
い
う
こ
と

が
出
来

る

選
手
達
で
す
。

栗
山
監
督
は
「
一
塁
ま
で
全
力
疾
走
」
の

プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
が
大
事
だ
と
し
て
い
る

の
も
、
そ
の
意
味
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
？

大

切
な
の
は
「
習
慣
」
で
す
。
逆
に
そ

れ
を

や
ら
な
い
と
気
持
ち
が
悪
い
と
か
、
野
球
を
や
っ

て
い
る
気
が
し
な
い
と
か
、
い
い
選
手
は
、
最
高

の
「
習
慣
」
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

プ
ロ
野
球
選

手
が
そ
れ
を
普
通
に
で

き
な
け

れ
ば
、
意
味

が
な
い
で
す
よ
ね
。

だ

け
ど
、
毎
日
漫

然
と
や
っ
て

い
る
と
そ

れ

が
だ

ん
だ

ん
ル

ー
ズ
に

な
っ
て

き
て
し

ま
う
。

そ
れ
を
今

も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
し

て
き
た
と
こ

ろ

で
す
。

来
シ
ー
ズ
ン
は
新
人
と
し
て

清
宮
選
手
が
入
団
し
ま
す
ね
。

木
田

Ｇ
Ｍ

補

佐

が
良
く
引

き
当
て

て

く
れ

ま
し

た
。
で
も
同
時
に

と
て

も
大

き
な

責
任
も

感
じ

て
い
ま
す
。

大

谷
選

手
の
御

両

親
に

も
よ

く
話

す
の
で

す
が
、
僕
が
監
督
じ
ゃ
な

か
っ
た
ら
、
も
っ
と
す

ご
い
選
手
に
し
て
あ
げ
ら
れ
た

か
も
し
れ
ま
せ

ん
と
言
っ
て
い
ま
す

。

大
谷

選
手
に
は
「
将
来
、
ア

メ
リ

カ
に
行

く

つ
も

り
な

ら
日

ハ

ム
に
来

い
」
と

誘

っ
た
の
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で

、
少
な
く

と
も
こ
の
５
年
間

は
そ
の
こ
と
を

目
標
に
や
っ
て
き
ま
し

た

。
だ

か
ら
、
メ
ジ
ャ
ー

挑
戦
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
ホ
ッ
と
し

て
い
ま

す

。
翔

平

の
た

め
に

少

し
は

チ

ー

ム
が

役

に

立
っ
た
と
思
い
た
い
で
す
ね

。
で

も
、
こ
れ
ば
っ

か
り

は
翔

平
が
引

退

す
る
時

に
答

え
が
出

る

こ
と
な
ん
で
し

ょ
う
け
ど
ね
。

大
谷
選
手
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

、
日
本

八

ム
で
プ
レ
ー
で
き
た
こ
と
は
、
遠
ま
わ
り

で
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
あ

と
数
年
経
て
ば
高
額
契
約
が
可
能
な
の

に

、
あ
え
て
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
の
メ

ジ
ャ
ー
挑
戦
と
い
う
の
も
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
ね
。

翔
平
は
お
金
の
こ
と
は
一
切

言
わ
な
か
っ
た

で

す
ね

。
翔

平
と
は
メ

ジ
ャ
ー
挑

戦
に
つ
い
て

は
何
度

も
話
を
し
ま
し

た
が
、
私

も
「
お
金
の

た
め

だ
け

な

ら
行

く
な

」
と
言

っ
て

い
ま

し

た
。
彼

も
メ
ジ
ャ
ー
に
行
く
の
は
そ
ん

な
理

由

で
は
な
い
と
ハ
ッ
キ
リ

言
っ
て
い
ま
し
た
し
、
ほ

ん
と
に
最

後
ま
で
お
金
の
こ
と
は
言
わ
な
か
っ

た
。
そ
れ
が
か
っ
こ
い
い
で
す
し
、
野
球
を
志
す

少
年
達
に
も
夢
を
与
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し

た
「
か
っ
こ
よ
さ
」
が
あ
い
つ
に
は

あ
り
ま
す
ね
。
で
も
、
今
年

は
少
し
心
配
で
す

。

向
こ
う
に
行
っ
て
も
大
丈
夫

か
な
～

つ
て
（
笑
）

監
督

と
な
っ
た
今

、
内

藤
さ
ん
の
教
え

が
、
活
き
て
い
る
な
と
感
じ
る
こ
と
や
、

内
藤
さ
ん
か
ら
の
影

響
を
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

皿
Ｏ
探

し
や

お
ら

一
番
は
、
人

の
想
い
と

か
、
人
の
愛
情
が
大
を

救
う

と

い
う
こ

と
を
教

え
て

い
た
だ

い
た

こ

と
で
す
。

そ
れ
は
私
が
実
際
に
体

験
し

た
こ

と
で
す

。

内
藤
さ
ん
が
い
な
け
れ
ば
私
は
壊
れ
て
い
た
と

思
い
ま
す
か
ら
。

だ

か
ら

監
督
と
し
て

、
そ
の
教
え
の
実
践

を

心
掛

け
て

い
ま
す

。
今

ま
で
の
６
年
間

で
き
て

い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
で
す
が
、
で

き
る
限

り
選
手

に
は
声
を

か
け
て
何

か
出

来
る
こ
と

、

手
伝

え

る
こ
と
は
な
い
か
と
、
背

中
を
押
し

て

あ
げ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
内
藤

さ
ん

に
し
て

も
ら
っ
た
こ

と

な
の
で

。
私

も
監
督
と
し

て
そ

れ
を

や
っ
て
い

る
だ
け
で
す

。

内藤博文氏との思い出が登場する著書の数々

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
×
栗

山
英
樹

栗
山
監
督
も
、
著
書
で
何
回
も
選
手
一

人
一
人
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
す
る
な

ど
、
と
て
も
選
手
を
大
切
に
し
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

選

手
達
は
、
迷

惑
と
思
っ
て

い
る
か
も
し

れ

ま
せ

ん
け
ど
ね
～
（
笑
）

で

も
選

手
に

ど
う
思

わ

れ
よ

う
が
関

係
な

い
ん
で
す

よ
。
そ
れ
は
私
に

と
っ
て

ど
う
で
も

い
い
ん
で
す

。
そ
れ
を
考
え

て
い
た
ら
で

き
な

く
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
か

ら
ね
。
一
方

通
行

で

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

選
手
一
人
一
人
に
対
し

て

、
僕
の
で

き
る
こ

と

を
や
り

尽

く
す

と
い
う
こ

と
の
方

が

私
に

と
っ
て
は
重
要
だ
し
、
む
し

ろ
、
そ
れ
が
で

き
て

い
る

か
ど
う
か
を
私

は
気
に
し
な
け

れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す

。

選
手
に

よ
っ
て
は
、
長

々
話
を
さ
れ
る
こ

と

が
嫌
な
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
今
が
話
す

タ
イ

ミ
ン
グ
だ

な
と
思

う
時

は
迷

惑
だ

ろ

う

と
何

だ

ろ

う

と
「

と

に

か
く

俺

の
話

を

聞

け
」
つ
て

、
遠

慮
な
く
話
を
し
ま
す

。

選
手
に

は
「
片
思

い
」
だ
と
言
っ
て

い
ま
す

が
、
僕
は
自

分
の
考
え

を
ち
ゃ
ん
と
伝

え

る
と

い
う
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

選
手
に
は
そ
れ
し

か
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん

か
ら
・：

栗
山
監
督
の
お
話
に
は
、
監
督
と
い
う

よ
り
企
業
の
経
営
者
の
よ
う
な
一
面
を

感
じ
ま
す
。

組
織
を
活

か
す

た
め
に
、
選

手
を
喜
ば
せ
て

あ
げ

た
い
、
活

躍
さ
せ
て

キ
ラ

キ
ラ

さ
せ
た
い

と
思

っ
た

時
に
、
ヒ
ン

ト
に
な

る
こ
と
は
実

は

野
球
の
世
界
に
は
少
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す

。

私

は
自

分
を
指
導
者
と
は
思

っ
て
い
な
い
ん

で

す

。
マ
ネ

ー

ジ
ャ

ー
だ

と
思

っ
て

い
る
。
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
す
る
側
な
の
で

ど
う
い
う
発

想
で
選
手
を
演
出
し

て
あ
げ
る

か
、
練

習
さ
せ

て
い
く
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す

。

そ
れ
っ
て

組
織

論
で
あ
っ
て

、
歴
史

の
中

に

し

か
そ

の
答

え

は

な
い

の
で

、
当

時

は

ど
う

や
っ
て
い
た
ん
だ
ろ

う

と
か
、
あ
の
時
は

こ

う

や
っ
て
い
た
の
か
み
た
い
な
こ
と
ば
か
り
勉
強

し
て
い
ま
す
。

選

手
達
に
は

、
日
頃

か
ら
よ
く
本
を

読
め
と

言

い

ま
す

。
そ

の
中

の

ど

こ

か
に

ヒ
ン

ト

や

チ
ャ
ン
ス
が

あ
り
、
答

え
は
歴
史

の
中

に
ち
ゃ

ん
と

あ
る
の
で
す

。
野
球
界

の
中
だ
け
で
探

そ

う

と
す
る
と
幅
が
狭
す
ぎ
ま
す

。
僕
自
身
も
本

で
救

わ
れ

る
こ
と

が
多
い
で
す

。
幅
広
く
知
識

を

広
げ

る
こ

と

が
人
間

力

を
高

め
て
い
く

こ

と
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す

。

栗
山
監
督
は
ち
ょ
う
ど
5
0
歳
の
時
に
監

督
に
就
任
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
幹
事
を

務
め
る
我

々
も
ち
ょ
う
ど
今
5
0歳
な
の

で
す
。
5
0歳
か
ら
の
挑
戦
に
つ
い
て

、
当

時
の
心
境
な
ど
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

今
思

え

ば

、
5
0歳

か
ら

挑

戦

が
出

来
て

良

か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

実
は
そ
の
時
は
5
0歳
と
い
う
感
覚

も
な
か
っ

た
ん

で
す
。
や
っ
と
来

た
か
と
い
う
思
い
が
強

か
っ
た
で
す
ね
。

監
督

に
な

ろ

う
と

い
う
気

持
ち
は

全
く

あ

り
ま
せ

ん
で

し

た

。
た
だ

、
プ
ロ
野
球

を
引

退

後

ず
っ
と
勉
強

を
続
け
て
い
た
の
で

、
も
し

か
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し

た

ら

、
い

つ

か

こ

の

経

験

を

活

か
し

て

勝

負

す

る

時

が

く

る

か

も

し

れ

な

い
と

は

思

っ
て

い

ま

し

た

。

だ

か
ら

、
今

ま

で

学

ん

で

き

た

こ

と

、
考

え

て

き

た

こ

と

、
や

り
た

い
と

思

っ

て

き

た

こ

と

が

評

価

さ

れ
る

時

な
の
だ

と

い
う

意

味
で

、
さ

あ
い

よ

い
よ
勝

負

の

時
が

来

た
と

思

っ
た
ん

で

す

。

だ

か

ら

年

齢

を

気

に

す

る

こ

と

は

な

か

っ
た

で

す

ね

。
こ
こ

か
ら

が

ス
タ

ー
ト

だ

と
思

い

ま
し

た

。
大

学

に
入

っ
た
ぐ

ら

い
の
自

分

の

気
持

ち

で

し

た

。
よ
し

命

が
け

で
や

る

ぞ
１
・
つ
て
ね

。（
笑

）

た

だ

、
今

、
監

督

に

な

っ

て

６

年

経

っ
て

思

う

こ

と

は

、
僕

ら

の

世

代

っ
て

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

だ

と

す

る
と
5
0
歳

代

は

終

盤

の

時

で

あ

り

、
監

督

へ

の
挑

戦

が
人

生

最

後

の

挑

戦

で

あ

っ
て
よ

か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す

。

こ

れ
が
3
0歳
、
4
0歳

だ
っ
た
と
す

る
と

、
ま

だ
次
の
こ

と
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
自

分
の
こ
と
を
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
じ
ゃ

な

い
で

す
か

。
と

こ

ろ

が
5
0歳

だ

っ
た

こ

と

で
、
自

分
が
こ
の
後

ど
う

す
る

か
と
い
う
こ

と

を
考
え
な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
か
ら
。

僕
は
、
今
、
明

日

ク
ビ
に

な
っ
て
も
球

団

に

感
謝
し
て
辞

め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

自
分

の
評
価
な
ん
か
よ
り

、
私
か
選
手

達
の

た
め
、
ど
れ
だ

け
の
こ

と
が
で

き
た

か
の
方

が

大

切
だ

と

。
そ
う
思

え

る
年

代

に
監

督

を
で

き

た

こ

と
が

す
ご

く
幸

せ
だ

な
と
思

っ
て

い

ま
す
。

「
人
生
に
遠
ま
わ
り
は
な
い
」
と
い
う

の
も
努
力
家
の
栗
山
監
督
の
持
論
で
す

が
、
5
0歳
と
い
う
年
齢
が
い
い
タ
イ
ミ
ン

グ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

僕

に
と
っ
て

は
そ
う
で
し

た

。
周

り
の
評
価

な
ど
一
切
気
に
す
る
必
要
が
な
い
の
で

。

た
だ

、
そ

れ
は
今
思

え
ば
で
す

。（

監
督
就
任

当
時

は
）
自
分
の
感

覚
で
い
え

ば
3
5歳
ぐ
ら
い

の
つ
も
り
で
し

た
よ
。

「
さ
あ
行
く
ぞ
Ｉ
・
」
み
た
い
な
ね
。

私
は

、
自

分
が
能
力

が
な
い
人
間

だ
と
思

う

ん
で
す

。
人

が
１
年
、
２
年
で
や
れ
る
こ

と
が
、

１０
年
ぐ
ら
い
か
か
る
タ
イ
プ
な
の
だ

と
思
っ
て

い
る
ん
で
す

。
だ

か
ら
、
ポ
ン
ド
は
3
5歳
で
勝
負

す
る
こ

と
を

、
5
0歳

ま
で

か
か

っ
ち

ゃ
っ
た
み

た
い
な
感
じ
も
あ
り
ま
す
ね
。

色

々

な

こ

と

を

長

い

時

間

を

か

け

て

勉

強

し

て

き

た

ん

だ

け

ど

、
さ

あ

、
そ

れ

が

活

か

せ

る

の

か

、
始

め
て

勝

負

さ

せ

て

も

ら

え

た

っ
て

い

う
感

覚

だ
っ
た

の

か

も

し

れ
ま

せ

ん

。

そ

う

い
う

意

味

で

は

、
お

も

し

ろ

い

勝

負

が

出

来

る

の

は
5
0
歳

か

ら
で

す

Ｉ
・
こ

の
世

代

の
人

達

に

は

、
思

い
切

っ
て

、
勝

負

を
し

て

ほ

し

い

と

思

い
ま

す
ね

。
チ

ャ

レ

ン

ジ

し

て

い

た

ら

１０

年

ぐ

ら

い

は

あ

っ
と

い

う
間

に
過

ぎ

て

し

ま

い

ま

す

。
皆

さ
ん

も

、
い

つ

で

も
「

さ

あ
来

た

Ｉ
・
こ

れ

か

ら

だ

っ
」

と

い
う

気

持

ち

で

チ

ャ
レ

ン

ジ

を

続

け

て
ほ

し

い
と

思

い
ま

す

。

栗
山
監
督
の
こ
れ
か
ら
の
夢
は

な
ん
で
す
か
？

夢
は

な
い
か
な
～
（
笑
）
。
夢
は

も
う
叶
っ
て

し
ま
っ
た
気
が
し
て
い
ま
す

。

夢
で

は
な

い
で
す
け

ど
　

あ
る
と
す

れ
ば

、

こ
れ
か
ら
も
一
人
で
も
多
く
の
人
に
役
立

ち
た

い
な
っ
て
い
う
こ
と
し
か
な

い
で

す
ね

。

野
球

界
は
ま
だ
ま
だ

良
く
な
る
は
ず
で
す

。

そ
の
為

に
何

か
で

き
る
こ

と
を
や
り
た
い
っ
て

い
う
の
が
夢
で
す
か
ね
。

一
番
は

、
若

い
選
手

達
の
夢
を
叶

え

る
た

め

に
役
に
立
て
た
ら
う
れ
し

い
で
す
ね

。

彼

ら
に
「
監
督

あ
り

が
と
う
っ
ス
ー・
」
つ
て

言
わ
れ
た
と

き
に
、
少
し

で
も
私
が
や
っ
て

き

た
こ

と
に
意
味

が
あ
っ
た
の

か
な

と
思

え

る
。

人
が
喜

ん
で

も
ら
え

る
の
が
一
番

う
れ
し

い

。

人

が
喜

ぶ
顔
が
見

ら
れ

る
よ

う

な
こ
と

を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

栗
山
監
督
の
も
と
で
育
っ
た
選
手
は
す

ば
ら
し
い
指
導
者
に
な
っ
て
い
く
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

社
長

の
仕

事
は
、
次
の
社
長

を
育
て

る
の
が

仕
事
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
私

は
そ
こ
ま
で

は
ま

だ
で

き

て
な

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ

、
僕

み
た
い
に

な
っ
た

ら
ダ
メ
だ

ぞ
っ
て
い
う
の
は

あ
り

ま
す
ね

。
反

面

教

師
み
た

い
な
。
コ
ー
チ

た

ち
に

は
よ

く
僕

の
失

敗
を
見

て
い
て

く
れ

と
言
っ
て
い
ま
す

。
傍
ら

か
ら
見

て
い
る
と
僕

の
よ

う
な
タ

イ
プ
の
人

間

は
不

安
だ

ら
け
だ

と
思
い
ま
す
よ
。
た
だ

、
ひ

ょ
っ
と
し

た
ら
「
こ

の
人
を
手
伝

っ
て
あ
げ
な

き
ゃ
っ
て
」
と
い
う

の
は
あ
る
と
思

い
ま
す

。
そ
れ

も
自

分
ら
し

さ

な
の
で
変
え

る
気
は
あ
り

ま
せ

ん

。
逆
に
「
監

督
の
や
り
方
で

は
ダ
メ
だ

と
思
っ
だ
の
で
私
は

こ

う
し

ま
し

た
」
つ
て
言

っ
て

く
れ

る
こ

と

は
、
僕
は
す

ご
く
う
れ
し

い
で
す

。

甲
府
一
高
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

若
い
時
に
、
難
し

い
こ
と
や
出
来

な
い
こ

と

が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
実
は
幸
せ

な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す

。
そ
う
い
う
場
面

に
直
面
し
な

い

と
智

恵

も
生

ま
れ
な

い
し

努

力

も
生

ま
れ
な

い
。
プ

ロ
野
球
の
世
界
に
い
る
と
、
逆
に
「
出
来

て
し

ま
う
こ
と
」
の
難
し

さ
を
、
す
ご
く

感
じ

て
い
ま
す

。
最
初

か
ら
出
来
て
し
ま
う
と
、
そ
こ

で
成
長
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
場

合
が
多
い
か
ら

で
す

。
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探
し
″
爪
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
×
栗

山
英
樹

19

の
物
語
は
今
で
も
続
い
て

い
る
。

樹

監
督
、
運

命
の
出
会
い

か
ら
始

ま
っ
た
二
人

北
海

道
で
プ
ロ
野
球
チ

ー
ム
を
率
い
る
栗
山
英

て
現

在
、
ク
ラ
ー
ク
博
士

ゆ

か
り
の
地
で

あ
る

府
中

学
出
身
の
内
藤
監

督
に
見

出
さ
れ
、
そ
し

ク
ラ

ー
ク
博
士

の
教
え

を
校

是
と

す
る
甲

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

「
夢
は
正

夢
」
の
言
葉
に

は
、
大

き
な
人

生
の

夢

を
追
い
続
け
た
栗

山
監
督

。
い
た
だ
い
た

高

校
生
の
時

は
、
色

々
な

壁
に
ぶ
ち

あ
た
る

と
思

い
ま
す

。
で
も
そ
れ
を
乗
り

越
え

よ
う

と

す

る
時
、
智
恵

が
生

ま
れ

、
何

か
大

き
な

も
の

が
生

ま

れ
て

く

る
の
で
す

。
だ

か
ら
、
何

か
出

来
な
い
こ

と
や
困
難

に
ぶ
つ
か
っ
た
時
は
む
し

ろ
「
ラ
ッ
キ

ー
」
と
思

っ
て

、
そ

れ
を
克
服

す

る
た
め
に
、
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
と

、
僕
の
よ
う
な
力

の
な

い
選

手
が
今

で
も
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て

い
る
こ

と
を
思

う

と
、
世
の
中
に
は
何
に
で

も
「
可
能
性
」
と
い
う

も
の
が
あ
り

、
何

か
思

い
も
し
な

い
こ

と
が
起

こ

る
と
い
う
「
夢
」
が
あ
る
の
だ

と
い
う
こ

と

も
忘

れ
な
い
で

ほ
し

い
と
思

い
ま
す
。
あ
き
ら

め
た
ら
そ
の
時

に
終
わ
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す

が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
最
後
ま
で
思
い
続

け
て
い
れ
ば
「
何
か
」
が
起
こ

る
か
も
し
れ
ま

せ

ん

。
自
分
が
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ

と
を
い

つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

） ｙ･２ ｔｆ．

９

耳
一－・
今

貸

ぷ1

栗 山 英 樹 （日に）ＥＯ　 ｋＵＨＩＹ八Ｍ八）

1961 年生まれ｡東京 都出身｡創価高等学 校､東京学芸大学を経てヤクルトスワロ ーズ(1984 年-1990

年) 現北海道日本ハ ムフ ァイターズ監督。

創価高校から東京学芸大学に進学､教員を 目指していたが､プロ野球への夢をあきらめきれず入団

テストを受け1984 年にド ラフト外でヤクルトスワローズに入団し た。

入団当 初はプロのあまりのレベルの高さに強い衝撃を受け､精神的にも肉体的にも追い詰められて

い たが､当時のヤクルトの二軍監督であった内藤博文との猛特訓により､やがてレギュラーポジション

を勝ち取る。

俊足巧打タイプ の選手で､華麗なダイビングキャッチなど闘志あふれるプレースタイルでフ ァンを魅

了した｡一方､三半規管の難病であるメニエール症候群に悩 まされ､闘病を続けながら試合に出場してい

たが､1990年､29歳の若さで現役を引退した。

引退後は､野球解説者に転身｡理 論的な解説でラジオ･テレビ･新聞など多方面で活躍した｡2012 年

から北 海道日本ハムファイターズの監督に就任｡22年ぶりの現場 復帰の上､それまでに指導者の経験

は無く、メニエール病も完 治したわけではなかったため､精神面､ 体力面で監督業ができるのか不安 視

する声もあったが､若手を積極的に抜擢するなど巧みな 選手 起用によって監督就任1年目でチームを

リーグ優勝に導いた｡2016 年にはチームを日 本一に導き､現在7年 目のシーズンを迎えている。
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呵

-

甲府一高 × 筒井真理子

筒 井 真理 子-

(1960年~)

甲府一高1979 年卒｡甲府一高から青山学院大学へ進学するも､その後同大学を中退リft 稲

田人学へ入学。人学時代に演劇の吐界に魅了され､当時７稲田人学演劇研究会で旗揚げした

ばかりの第三舞台に人団｡ 本番中にも関わらず楽屋を訪れて入団を直訴したとの逸話がある。

現在は､映画･ 舞台･ＣＭ･バラエティと多方面で活躍している｡悪 女から心優しい母親まで

様々な人物を演じることができる女優として､その演技力は高く評価されている。2010年から

は､ 山梨県の観光大使としても活躍している。カンヌ国際映両 祭で審査員賞を受賞した映画｢

淵に 収つ｣ では､毎日映画コンクール･ヨコハマ映両祭･高崎映画祭の1{ 演女優賞三冠を達成

する｡代表作は映|由i｢淵に 収つ丿 かぐらめ｣､ 舞台｢ そして僕は途方に暮れる｣､ＴＶドラマ｢ 花

ｆとアンプ 監獄のお姫さま｣､ＮＨＫ人河ドラマ｢八重の桜｣など多数。
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荒
し

／

が

で

筒井真理子

う
Ｌ
Ｖ

と

レ

ｈ

‥
｀

祠

ぴ

『

お

待

た

せ

し

ま

し

た

～

』

待

ち

あ

わ

せ

の

１

１

－

１

－

Ｉ

－

－

－

－

－

１

場

所

に

、

は

つ

ら

つ

と

し

た

雰

囲

気

と

と

も

に

Ｉ

・
　
　
　
　
　
　
　
　

－

－

Ｉ

Ｉ

現

れ

た

筒

井

真

理

子

さ

ん

。

瞬

時

に

周

り

を

明

―
　
　
　

－

―－

－

－

―
－

－

―
－

－

―
－

―

る

く

す

る

太

陽

の

よ

う

な

笑

顔

の

女

性

だ

。

―
－

－

―

―
－

－

－
　
　

－
　
　

－

－

－

－

筒

井

さ

ん

は

昭

和
5
4

年

に

甲

府

一

高

を

卒

・－

１

１

１－

Ｉ
ｌ

ｊ

ｊ
１

１

－

－

ｊ

ｊ

－

ｊ－

１
－
ｊ

ｊ
－
－

‐
‐
－

－
－

‐
‐

業

、

現

在

は

実

力

派

女

優

と

し

て

、

舞

台

に

映

－

－

画

に

と

活

躍

し

て

い

る

。

筒

井

さ

ん

に

お

話

し

）
ｔ

臨
Ｊ
一
㈲

ふ
九
い
］

－
1
1
1
1

－

－

－

－

―

―
－
1
1
1
1
1
1

～
1
1
1
1

高

校

時

代

の

こ

と

で

思

い

出

す

こ

と

は

何

で

す

か

？

高
校
時
代
は
と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

１

年
生

の
時
、
―
階
の
教

室
だ
っ
た
ん
で

す

け
ど

、
そ
の
教
室
か
ら
中
庭
の
花

壇
が
見
え
て

ね
、
お
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
た
の
は
、
大
木
先
生

だ

っ
た

と
思
う
ん
で

す
け

ど
、
サ
ル

ビ
ア
の
花

が
い
っ
ぱ
い
咲

い
て
い
て

、
そ
こ
に
、
太
陽

の
優

し

い
光

が
差
し

込
ん

で

き
て

…
そ
の

美
し

い

景

色
が
い
ま
で

も
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す

。
思

わ
ず
午

後
の
授

業
で

は
、
つ
い
う

と
う

と
っ
と

し
て
し
ま
う
く
ら
い
心
地
よ
か

っ
た
で
す
ね

。

強
烈

な
思

い
出

と
い
え

ば
応

援
練

習
で

す

ね

。
と
っ
て

も
怖

か
っ
た

。
午

前
中

か
ら
応
援
団

の
下

駄

の

音

が
カ
ラ

ン
カ
ラ

ン

つ
て

聞
こ

え

て

、
午

後
に

な
る
と

、
竹

刀
で

パ
ン
パ
ン
壁

を

叩

か
れ

て
、
追
い
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
教
室

を

出
て
行
き
ま
し

た
。

応

援
団

が
入
場

す
る
時
の
曲
の
始
ま
り

、
吹

奏

楽

部
の
最

初

の
シ
ン

バ
ル
の

音
に
飛

び
上

が

っ
て
驚
き
ま
し

た
。
あ
の
曲

は
今
も
忘
れ
て

い
ま
せ

ん
。
い
ざ
応
援
練
習

が
始
ま
る
と
、
ず
っ

と
手

を
あ
げ
て
い
な

く
ち
ゃ
い
け

な
く
て

、
そ

り
ゃ
あ
、
も

う
、
本
当

に
厳
し

か

っ
た
ん

で
す

よ
。
ま
さ
に
質
実
剛
健
を
地
で
い
っ
て
ま
す
ね

。

で

も
、
あ
の
厳
し
さ
は
、
振
り
返
る
と
い
い
経
験

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね

。

筒
井
さ
ん
は

ど
ん
な
生
徒
だ
っ
た
の
で
す
か
？

お
友

達
と
は
よ

く
哲
学

的

な
話

を
し
て

い

ま
し

た

。
ち
ょ
う
ど
思

春

期
で
、
自
我

の
芽
生

え
み
た
い
な
も
の
を
意
識
し

た
頃

だ
っ
だ
か
ら

で
し
ょ
う
ね
。
当

時
の
女
子

学
生
は
み
ん
な
好

き
で

し

た
ね

、
価
値

観
の

違
い
と

か
、
デ

カ
ル

ト
の
話
と

か
を
よ
く
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
と
て

も
楽

し
か

っ
た
で

す

。
高
校

時
代

は
、
お

も
し

ろ
い
友
達

が
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。

部

活
動

は
、
フ

ィ
ギ
ア

ス
ケ

ー
ト

部
に
所
属

し
て
い
ま
し

た
。
ひ
と
つ
上
の
先
輩

達
は
国
体

に
出
場
し

た
実
績

が
あ
る
部
活
動
で
す

。
で

も

私
達
の
代
が
潰
し
た

っ
て
噂
も
あ
る
ん
で
す
け

ど
ね
（
笑
）
毎
日
、
甲
府
ア

イ
ス

パ
レ
ス
で
練
習

を
し
て
い
ま
し
た

。

印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
夏
合
宿
で
す
ね
。
他
の

高
校

と
の
合
同
合

宿
だ
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
練

習
メ
ニ
ュ
ー
に
、
砂
浜
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
あ
る
ん

で
す
。
砂
浜
を
走
る
の
っ
て
、
も
の
す
ご
く
き
つ

い
ん
で
す
よ
。
足
は
重
く
な
る
し
、
暑
い
し
…

男
子

が
前
方
、
女
子

が
後
方
に
縦
に
並
ん
で

走

る
ん
で
す
け

ど
、
私

は
女
子

の
一
番

前

だ
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
必
死
に
男
子

に
つ
い
て
い

き
ま
し

た
。
Ｕ

タ

ー
ン
し
て

気

づ
い
た
ら
、
女

子

は
私
一
人
。
は

る
か
後
方

に
女
子

達
が
走

っ

て
い
る
の
が
見
え
ま
し
た

。

そ
の
お
か
げ
か
、
強
行

遠
足
は
３
年

生
の
時

に
は
、
３
位
に

な
り
ま
し

た

。
１

位
は
薬

袋
さ

ん
、
２
位
は
保

坂
さ
ん
、
３
位
が
私
。
そ
ん
な
こ

と
も
今
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
ね
。

て

っ
き

り
文

科

系

だ

と

思

っ
た

筒

井

さ
ん

だ

Ｉ

‐－

１－

Ｉ

が

、
骨

太

な

一
面

が

あ

る
の

に

驚

い
た

。

－

１

３

位

に

大

っ
た

と

い
う

強

行

遠

足

の

話

に

は

Ｉ

ち

ょ

っ
と

か

わ

い

い

余

談

が

あ

る

。
２

位

の

保

坂

さ

ん

と

は

と

て

も

仲

良

し

で

、
ゴ

ー

ル

ま

で

Ｉ

ず

っ

と

一

緒

に

走

っ

て

い

た

ら

し

い

。
い

ざ

―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｌ

ゴ

ー

ル

と

な

っ
た

時

、
彼

女

が

日

体

大

の

推

薦

－

－

Ｉ

－
　
　

－

－

―－

－

－

を

狙

っ
て

い

た

た

め

、
少

し

で

も
上

の
順

位

の

‐
　
　

－
　

－

－

－

－
　

－

－

－

方

が

い

い

だ

ろ

う

と

、
先

に

ゴ

ー

ル

ラ

イ

ン

を

踏

ん

で

も

ら

っ
た
の

だ

と

い
う

。

－

－そ

の

時

の

２

人

の

や

り

と

り

を

想

像

す

る

ｉ
－

－

‐

と

、
微

笑

ま

し

く

思

え

て

く

る

。

―－

ｌ

ｆ‐－

‘

甲

府

一

高

で

の

経

験

が

今

に

活

か

さ

れ

る

こ

と

は

あ

り

ま

す

か

？

甲
府
一
高
の
質

実
剛
健
の
気
質

の
中
で
青
春

時
代

を
過

ご
し

た
こ

と
は
、
劇
団
に
入

っ
て

か

ら
と
て

も
役

立
ち

ま
し

た
。
劇

団

っ
て

、
体
育

会
系

な
ん
で
す
よ
～

。
ラ

ン
ニ

ン
グ
で
２

ｋ
ｍ

走

っ
た

り

、
ヒ

ン

ズ

ー
ス

ク
ワ

″
ト

ー
０

０

回

！

み

た

い

な

。
男

子

も

女

子

も

同

じ

メ

ニ
ュ
ー
を
こ

な
し
ま
す
が
、
私

は
め
げ
ま
せ

ん

で
し

た

。
質
実

剛

健
っ
て

い
い
で
す

ね

。
学
生

時
代
に
し
ん
ど
い
方
が
社
会
に
出
て
か
ら
楽
で

す
ね
。（
笑
）

自
由

な
校

風
の

中
で
育

っ
た

こ

と
も

私
に

と
っ
て
よ

か

っ
た
で
す
ね

。
い
い
意

味
で
の
田
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舎
の

お
お
ら
か
さ
み

た
い
な
。
私
の
女

優
仲
間

で
ｆ

役
を
育
て

る
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
い
る

ん
で
す
け
ど
、
彼
女
い
わ
く
、
田
舎
に
行
け
ば
行

く
ほ
ど
、
子

供
達

が
自

山
で
お
も
し
ろ
い
ん
で

す
っ
て

。
ユ
ニ
ー
ク
な
戸

供

が
た
く
さ
ん
い

る

ん
で

す
っ
て

。
そ
れ

っ
て
な
ん
な

ん
で
し

ょ
う

ね
。
自
然
の
中
で
育
つ
と
い
う
こ
と

が
、
人
間
に

映画｢淵に立つ｣のワンシーン｡筒井さんの圧倒的な表現力にストーリーに吸い込まれていく。

は
大
事
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
思
い
ま
す
。

あ
と
ね
、
ご
局
で
は
「
自
分
で

考
え

る
」
こ

と
を
教
え

ら
れ

ま
し

た
ね

。
一
高
は
白

山
な
雰

囲
気

で
し

た
が
、
そ
の
分
、
何
で

も
自

分
で
考

え
ろ
っ
て
感
じ

で
し

た
ね

。
自
分
で
考

え
る
っ

て
こ

と
は
役
者

に
と
っ
て

、
と
て
も
大

事
な
ん

で

す

。
決
ま

っ
た
答
え

な
ん
て
な
い
で
す
か

ら

ね

。
そ
ん
な
校
風

の
中
で
高
校
時
代

を
過
ご
し

た
こ

と

が
、
今
の

女
優
の
お
什

事
に
役
な

っ
て

い
る
と
思
い
ま
す

。

の

舞

台

を

み

て

カ

ル

チ

ャ

ー

シ

ョ

ッ

ク

を

受

け

Ｉ－
　
　

－

－

－
－
－
－
－
－
－
－

。

。
―
。

Ｉ
。

ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－

－

－
－

－

－

－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

。

―
ｆ
－

－

―ｒ

―
－
－

た

の

だ

と

い

う

。

「

当

時

は

劇

団

っ

て

す

ご

く

Ｉ
　

－

・
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ｊ
‐
ｊ
ｊ

…

…

…

…

‐
ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
－

・
－

－

－

・
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
…

…

…

…

…

…

…
…

元

気

で

し

た

。

そ

ん

な

時

代

だ

っ

た

ん

で

す

‐
　
　
　

‐

‐

‐

‐

‘‐
‘‐‐
‐‐
＝
‐
‐
‐
－

－
　

－

‐
‐
…

…

…
…

…
…
‐
‐‐
‐
‐‐
‐・

ね

、

小

劇

場

が

ち

ょ

っ

と

し

た

ブ

ー

ム

で

し

た

・

：

」

大

学

に

進

学

し

、

東

京

で

の

生

活

が

進

む

Ｉ

－

－

‐
－

。‐
‐

…

…

’
‐

’
ｆ
ｒ
ｌ
ｌ
－
‐
－
‐
‐
‐
‐
－
－
‐
‐
－
－

－
－

－

－
‐
‐
－
－

‐
－
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

…

…

…

…

…

…
…

‐
‐
－
‐
‐
－
－
‐
‐

中

、

周

り

が

、

み

ん

な

同

じ

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

に

身

‐
‐

‐

‐

‐

‐

‐
･

‘
‐

‐

‐
･

‐
‐
‐
‐

‐

‐
‐
‐
‐
‐

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
'
‐
'
…

…

…
…

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
－

‐
‐
－

－

‐
－

‐

を

包

み

、

個

性

が

な

く

な

っ

て

い

く

こ

と

に

違

‐
－

ｌ

ｌ
　
　
　
　
　
　

－

…

…
1
1
1
1

‐
‐
‐
　

－

－

－

和

感

の

あ

っ

た

筒

井

さ

ん

。

そ

ん

な

中

で

出

－
－
－

。

Ｊ
―
。
ｌ
―
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｌ

－

－

－

－

－

－

－
－

－
－
－
－
－
－
―
。
－
－
！
。
―
ｌ
ｊ
ｌ
―
―
―
ｆ
ｌ
ｒ

ｆ
ｒ
－
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・

会

っ

た

演

劇

は

「

余

り

に

お

も

し

ろ

か

っ

た

」

の

だ

そ

う

だ

。
‐
'

‐

‐

‐

‐

‐
　
　

‐

‐
‐

‐
'

‐

‐

‐

‘
‐

“

‐
‐
‘

劇

団

に

入

団

の

時

は

楽

屋

に

直

談

判

、

し

か

Ｉ
－

－

－

－

－

－
－

－

ｊ
ｊ

ｌ

ｌ
―
―
―
ｒ
―
―
ｒ
ｒ
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－

－

－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

―
Ｊ
－

―

”
"
'

‐
‘
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

し

そ

こ

は

本

番

中

の

楽

屋

で

、

筒

井

さ

ん

は

外

に

連

れ
出

さ
れ

て

し

ま

っ
た

と

い

う

の

は
有

名

－

！
－

ｉ
－
－
　
　

－

－
－

１
－
－

－
‐－
　
　

－

な

エ

ピ
ソ

ー
ド

だ

。
そ

の

真

っ
す

ぐ

な

気

持

で

の

入

団

以

来

、
女

優

と

し

て

こ

の

道

を

真

剣

に

歩
い
て
い
る
。

－
－

－
－

－
－
　
　
　

‐・

女

優

と

し

て

大

事

に

し

て
い

る

こ

と

は

何

で

す

か
？

『
芸
も
人
』
と
い
う
。・ｄ
葉
が
あ
り
ま
す
。

女

優
で
あ
る

前
に
、
人

と
し
て
ち

ゃ
ん
と
し

て
い
る

こ

と

が
ま
ず

大
切

だ
と

考
え

て
い

ま

す

。
み
ん
な

透
け
て
見

え

て
し

ま
う
の
で

。
舞

台

に

出
て

も

、
映

像

の

仕

事

を

し

て

も

、
人

柄
っ
て
な
ん
か
に
じ
み
出

ち
ゃ
う
じ

ゃ
な
い
で

す
か
。
も
ち

ろ
ん
演

技
す

る
Ｌ

で

、
そ
れ

が
に

じ
み

出
な
い
よ

う
に

努
力
す
る
ん
で

す
け

ど
、

や
っ
ぱ
り

ベ
ー
ス
に
な
る

部
分
と
し

て

、
「
人

と
し

て
ち
ゃ
ん
と
し

て
い
る
」
こ

と
が
人
占Ｐ
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す

。

そ
れ
と
、
什
事

と
い
う
も
の
は
、
み
ん
な
で

。

緒
に
つ
く
り

卜
げ

る
モ
ノ
な
の
で

、
お
に皿
い
を

惇
屯
す
る
気

持
ち
を
人

切
に
し

て
い
ま
す

。
相

子
の
役

者
さ
ん
や
ス
タ

″
フ
の
皆
さ
ん
な

ど
、

「
人
」
を
大

切
に
っ
て

思
い
ま

す
ね

。
女
優

っ

て

、
一
人
で
は
で
き
な
い
什
事
で
す
か
ら
ね
。

で

は
「

女

優

」
と

い

う
仕

事

の

魅
力

は
？
・

女
優

っ
て

ホ
ン
ト

に
お
も
し

ろ
い
で

す
よ
。

実

は
、
私

は
心
川

学
が

好
き

で

、
カ
ウ
ン
セ

ラ

ー
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん

で
す

。
姉

は
実

際
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す

。

今
で
も
心
理
学
の
勉
強
は
続
け
て
い
る
ん
で
す

よ
。
と
い
う
の

も
、
お
芝
居
っ
て
結
局
「
大
」
を

演
じ

る
の
で

、
心
理

学
と
切

り
離
せ
な
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す

。

例
え

ば
、
私
は
「
性
同

。
性
障

害
」
の
人

を

演
じ

た

こ
と

が

あ
る
ん
で
す

。
つ
ま
り

、
男

な

ん
だ
け
ど

心
は

女
と
い
う
人
の
役
で
す

。
最
初

「
蕎
麦
屋

の
長
女
」
つ
て
聞

い
て
い
た
ん
で
す

け
ど

、
プ
ロ
ッ
ト
（
ス
ト
ー
リ
ー
の
要

約
版
）
が

来
た

ら
女
の

大
が

出
て
い
な
く

て

、
結
局

、
筒

井

さ
ん
の

役

は
実

は
「

蕎

麦
屋

の
長

男

」
で

す
っ
て
言
わ
れ
ま
し

た
（
笑
）
。

こ
の
た
め

、
最
初

は
と
て
も
自

信
な
い
っ
て

悩
ん
だ
ん

で
す

。
そ
う
し

た
人
達
の
「
痛
み
」

が
わ
か
ら
な
い

と
演
じ
ら
れ

な
い
と
思

っ
て
。

そ
れ
に
、
実

際
に
「
性
同

。
性
障

害
」
に
悩
む

人

達
も
、
何
も
知

ら
な
い
私
か
、
そ
の
役
を
演
じ

て
い
た
ら
イ
ヤ
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
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そ
れ

で

、
本

を
読

ん
だ
り

、
「
性
同
一
性

障

害
」
を
理

解
す
る
た
め
に
勉
強
し
て

、
本
当

に

そ
の
人
達
の
深
刻
な
苫
し
み
を
始
め
て
理
解
す

る
こ

と
が
出
来

た
ん

で
す
。
そ
れ
は
自
分
で
リ

サ
ー
チ
し

た
り
、
研

究
し

た
り
し

な
い
と

わ
か

ら
な
い
こ

と
で
し

た
。
自
分
が
普
通

に
生

き
て

き

た
経
験
や
知
識

だ
け

で
は
、
演
じ
る
こ

と
は

出

来
な
い
役
っ
て
あ
る
ん
で
す

。
そ
の
時
は
、
演

じ

る
た

め
に

、
心
理

学
の

本
を

読
ん
だ

り
、
実

際
に
そ
の
大

に
あ
っ
て

お
話
し
を
聞

い
た
り
、

徹
底
的
に
研

究
し
ま
す

。

そ
う

す

る
と

、
今

ま

で

の
自

分

の
価

値

観

や

、
大

っ
て
こ

う
す

る
も
の
だ
ろ

う

と

か
、
自

分
だ
っ
た
ら
こ

う
い
う
セ
リ
フ
は
言

わ
な
い
っ

て
い
う
、
固
定
観
念
み
た
い
な
も
の
が
、
逆
に
恥

ず
か
し

く
な
っ
て

く
る
ん
で
す
ね
。

自
分
と
は
ま
っ
た
く
違
う
思
考
回
路

を
持

っ

て
い
る
大

が
世
の
中

に
は
た
く

さ
ん
い
て

、
そ

の
人
の
気
持
ち
が
わ
か
っ
た
瞬
間
に
自
分
の
脳

み
そ

が
「
メ
リ
ッ
」
と
い
う
感
じ
で
大

き
く
な

匹
Ｏ
探

し
求

の
る

る
気
が
し
て

、
そ
の
瞬
間

が
女
優
と
し
て

。
番

楽
し

い
で
す
ね
。

そ
う
す

る
と
、
セ
リ

フ
を
言
う
時
に

も
「
あ
、

こ
こ
は
こ

ん
な
気
持
ち
な
ん
だ
ろ
う
な
」
つ
て

こ
と

が
自
然
に
湧
き
あ
か

っ
て

く

る
ん
で
す

。

そ
れ
が
女
優
と
い
う
仕

事
の
一
番
の
醍
醐
味
だ

と
思
い
ま
す

。

ひ
と
つ
の
役
を
演
じ
る
た
め
に
は

た
い
へ
ん
な
勉
強
を
す
る
ん
で
す
ね
。

そ
う
し

な
け

れ
ば
「
演
じ
る
」
こ

と
は
出
来

な
い
と
思
い
ま
す

。
大
は
小

さ
い
も
の
で
、
狭
い

世
界
に
生

き
て
い
て
、
い

つ
も
学
校

や
会
社
な

ど
自

分
の
コ
ミ
ュ
三
ア

イ
の

中
で

、
何
か
し

ら

の
役
割

を
持
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
課

長
、
部
長

と

か
　

笑
わ
せ
役

と
か
、
家

庭
で

は
お
父

さ
ん

の
顔
を
し
な
く
ち
ゃ
と

か
ね
、
あ
る
意
味
、
誰
で

も

何
か
「
演

じ
て
い
る

と
」
思
う
ん

で
す
ね

。

心
理
学
で

も
、
心
の

バ
ラ
ン

ス
を

保
つ
治
療
で

「
他

の
人
の
役
割
を
演
じ
る
」
つ
て

い
う
ロ
ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ
の
方

法

も
あ
る
く
ら
い
な
ん
で
す
よ
。
本
肖

に
、
大
っ
て
普
段
は
狭
い
と
こ

ろ
で

生
き
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
演

劇
に
取
り

組
む
と
、

世
の
中
に

は
自
分

と
違

う
人
間

が

い

る
ん

だ
な

っ
て
こ

と

に
気

が
つ

き
ま
す

。
他

人

を
受

け

大

れ
ら

れ

る
っ
て
い
う
の
か
な
。
「
こ
ん
な

意

地
悪

を
す
る

人
の

気
持
ち

な
ん
か

わ
か
ら
な
い
」
で

は
な
く
て

、
「
あ

あ
、
こ
の
大
は
こ

う
い
う
気
持
ち
な

イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
×
筒
井

真
理
子

ん
だ

ろ
う
な
」
と
、
自

分
と
は
違
う
人

が
い
る

ん

だ
っ
て
い

う
こ

と

が
理
解

で

き

る
よ

う
に

な
る
ん
で
す
。
多
様
性
で
す

ね
。

で
も

、
大

げ
さ
で
す

け
ど

、
世

の
中
か

ら
戦

争
や
争
い
を
無

く
す
こ
と
っ
て
そ
こ
だ
と
思
う

ん
で
す

よ
。
お

芝
居

っ
て

、
大
を

理
解

す
る

こ

と

か
ら
始
ま

る
ん
で
す

ね
。
そ
れ
を
知
る
こ

と

が
出
来
て

、
お
芝

居
と
出
会

う
こ

と
が
出

来
て

ポ
ン
ド
に

よ
か

っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す

。
お
芝

居
は
楽
し
い
で
す
よ
。
大
変
で
す
け
ど
ね
（
笑
）

女

優

業

に

真

摯

に

向

き

合

っ

て

い

る

筒

井

さ

Ｉ

－

－
1
1
1
1

－

１

１

１
　
　
　
　
　
　
　
　

。ｊ

ん

。
2
0
1
6

年

に

公

開

さ

れ

た

主

演

映

画

‐
‘
‐
‐‐
‐‐
‐‐
－
－

－

‐
ｌ
ｉ
…

‐
‐‐
－

－

－
‐
‐‐
…
…

‐
‐‐
‐－
－

－

‘
‐‐

‐
１

－

－

－

‐
―

‐
－

。

「

淵

に

立

つ

」

で

は

、

謎

め

い

た

男

性

に

翻

弄

‐
‐
‐‐
＝

‐

‐

‐
｡
｡
｡
｡
｡

‐
‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

さ

れ

る

難

し

い

役

柄

を

演

じ

、

高

い

評

価

を

受

１け

た

。

思

え

ば

こ

の

作

品

で

は

、

母

親

と

し

て

‐－

‐
‐
‘
ｉ

ｌ
－

－

－

‐
‐－

‐
ｌ

。
ｌ
－

－

１
１

１
－
　
　

―

‘
　
　
　

―

’－

の

女

性

、

妻

と

し

て

の

女

性

、

謎

め

い

た

男

性

‐
‐
‐

‐

‐
‐‐

‘‐
‘
”
‐‐
‐‐

‐
･

‐
‐

。‐‐
－
－

－

―

ｌ

。‐‐
－

－

－

―

’‐
－

－

－

Ｉ

Ｉ

に

ひ

か

れ

る

「

女

」

と

し

て

の

女

性

、

そ

れ

ぞ

－

ｉ
　

‐
―

－

１

－

１

１

１

－

１

１

１

れ

の

女

性

の

顔

を

見

事

に

演

じ

分

け

て

い

る

。

－

―

’－

―

‘
１

‘
　
　
　
　
　
　
　
　

―
‐

―

そ

こ

に

は

「

誰

も

が

日

常

で

何

か

を

演

じ

て

い

‐‐
“
"
'
‐

‐

‐

‐
‐
‐

…

…
…
－

―

‘
ｆ
ｌｌ‐

ｊ
。－
‐
‐－

‐
－
ｌ

ｌ

‐
－

－

１

１

－
－

‐

る

」

と

い

う

こ

と

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

が

隠

さ

れ

て

Ｉ

・
―
‐‐
‐‐
’
‐
－

‐‐－

－

－

‐‐
ｉ
ｉｉ
。
’‐

－
－

－

‐‐
‐
ｉ

’
ｊ－

－
－

－

ｌ

ｌ

－

－

―
ｌ

ｉ

ｊ
‐

い

た

の

か

も

し

れ

な

い

。

こ

の

作

品

で

は

、

８

－
　
　
　

Ｉ

‐

‐
　

‐

‐

‐

‐

年

の

歳

月

の

流

れ

を

筒

井

さ

ん

は

自

ら

の

体

－

－
‐
‐‐
１

１
－

－

・
ｌ

。－

－

－

ｌ

ｉ

ｌ

‐
１

－

－

‐
‐
ｉ‐；

‐
Ｊ－
－

－

－

’
１

１

‐

重

を

増

減

さ

せ

表

現

し

た

。

こ

の

体

あ

た

り

の

ｉ；

‐‐－

・－

－

・‐
ｌ

。ｌ

－

－
‐
－
‐
―

－

－

‐－

‐
‘
‐；

１

－
　

－

‐－

‐

。‐
　
　

－

・

演

技

に

、

当

初

は

映

画

に

「

８

年

後

」

と

テ

‐－

ｌ

ｌ
　
　
　
　
　

ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ

ｌ‐
－

ロ

ッ

プ

を

入

れ

る

予

定

が

、

フ

ラ

ン

ス

の

ポ

ス

１

１

１
　

－
1
1
1
1
1

－

‐

Ｉ

プ

ロ

ス

タ

ッ

フ

の

方

が

必

要

な

い

と

テ

ロ

ッ

プ

‐‐
‐
ｉ

…
…

‐
－

‐－

・
―

；

ｉ

・－

‐
－

－

‐
ｌ

ｌ

－

－
－

－

１

１

‐－
　

‐
…

…

ｊｊ‐
‐－

－

不

要

に

変

更

に

な

っ

た

と

い

う

。

筒

井

さ

ん

の

‐‐
１

‐－

‘
－

１

－
　
　

‐；

ｆ
ｌ

ｊ‐
‐－

－

－

ｌｉ

。ｌ

‐
･

‐

‘
'‐
"‐
‐‐

‐
‐

‐

‘‐
‐

女

優

魂

を

感

じ

る

エ

ピ

ソ

ー

ド

だ

。

そ

ん

な

筒

‘

。Ｉ

。－

『

Ｉ

－

１

１
　

１

。－

１

井

さ

ん

の

夢

と

は

何

な

の

だ

ろ

う

か

。

夢

は
た

く

さ
ん

あ

り
ま

す

ね

～

。
も
っ
と

も
っ
と
い
ろ
ん
な
作

品
に
出

た
い
で

す
ね

、
海

外

の

作

品

に

も

挑

戦

し

て

い

き

た

い
で

す

ね

。

だ
か

ら

今
で

生

懸

命

、
英

語

の

勉

強

を

し

て

い

る

と

こ

ろ

な

ん

で

す

よ

。
他

の

国

の

人

と

、
コ

ミ

ュ
ニ

ケ

ー

シ
ョ
ン

が
取

れ

る

こ

と

は

楽

し

い

こ

と

で

す
ね

。
そ

の

た

め
に

、
高

校

生

の
時

か
ら

英

語

を

し

っ
か

り

学

ん

で

ほ

し

い

で

す

ね

。
勉

強

し

て

損

な
こ

と

っ
て

何

も

な

い

。

東

京

国

際

映

画

祭

で

、
私

か

カ

ン

ヌ

映

画

祭

に

行

っ
た

と

き

に

主

演

女

優

賞

を

と

っ
た

フ

ィ

リ

ピ

ン
の

映

画

監

督

さ

ん

の
講

演

会

が

あ

っ
た

ん

で

す

が
、
聞

い
て

い

て
と

て
も

楽

し

か

っ
た

。

「
モ

ノ
づ

く
り

」
に
携

わ

っ
て

い
る

と

、・．ｄ
葉

は

違

う
け

ど

、
話

は

噛
み

合

っ
て

く

る
ん

で

す

ね

。

何

か
を

極

め
た
入

っ
て

お

も

し
ろ

い
。
世

界

に
お

も

し

ろ
い
人

が
た

く

さ
ん
い

ま
す

ね

。
こ

れ

か
ら

も
大

勢

の
人

と

お
会

い
し

た

い
で
す
ね

。

一
高
に
は
探
究
科
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
的
に
活
躍
で
き

る
人
材
の
育
成
が

大
き
な
目
標
で
す
。

探
究
科

が
出
来

た
の
で
す
ね

。
グ
ロ
ー
バ
ル

感
覚
を
持
つ
こ

と
は
こ
れ
か
ら
と
っ
て
も
大

切

な
こ

と
で
す

。
カ
ン
ヌ
映
画

祭
に
も
行

き
ま
し

た
が
、
世
界

の
多

様
性

を
感
じ

ま
し
た

。
探

究

す
る
っ
て
い
い
で
す
ね

、
好
き

な
こ

と
を

徹
底

的
に
掘
り
卜

げ
て
探
究
す

る
っ
て
と
て
も
楽
し

い
こ

と
で
す

。
お

芝
居

も
そ

う
で
す

か
ら
。
演

じ
る
た

め
に
で

人

を
掘

っ
て
い
く

と
い
う
作

業

が
と

て
も
楽
し

い
で
す

ね
。
ど
ん
な
生
い
立

ち
な
の

か
、
ど
ん
な
こ
と
を

考
え
て
い

る
の

か

…

。
「
探

究
科
」
つ
て

、
お

も
し
ろ
い
と
思

う
。

な
ん
か
一
高
ら
し
い
な
あ
（
笑
）
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●
丿ｊ

Ｊ

女
優
以
外
に
も
色
々
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
ね
。

何
を
や
っ
て
も

楽
し

い
で
す

。
な
ん
で

も
お

も
し

ろ
い
で
す

。
私
は
、
考
え

る
こ

と

が
異
常

に
好

き

な
ん

で

す

。
も

し

何

か
失

敗

し

て

も

「
じ

ゃ
あ
、
何

を
し

た

ら
よ

か

っ
た
の

か
」
と

か
「
次

は
、
こ

う
す

れ
ば

う
ま
く
い
く
ん
じ

ゃ

な
い
か
」
と
か
。
失
敗
に
学
ぶ
み
た
い
な
。
そ
こ

か
ら
考
え

る
こ

と
が
大
好
き
な
ん
で
す

。
何
を

や

っ
て

も
そ
こ

か
ら
学
べ
る
こ

と

が
あ
る
し
、

き

っ
と
、
パ
ズ
ル
み

た
い

に
色

々
な
こ

と
を

考

え

る

こ

と

が
好

き

な
ん

で

す

。
だ

か
ら

何
を

や
っ
て
も
「
お
も
し

ろ
く
」
感
じ
ら
れ
る
ん
で

す
か
ね

。

で
も
、
今
の
よ
う
な
お
立
場
で
す
と
、
ま
っ

た
く
の
ゼ
ロ
か
ら
物
事
を
教
わ
る
と
い
う

の
は
大
変
で
は
な
い
で
す
か
？

そ

っ
ち
の
方
が
お

も
し
ろ
い
で
す

。
知

ら
な

い
こ

と
を
覚
え
て

い
く
こ

と

が
楽
し

い
で
す

。

今
も

、
若
手
の
俳

優
さ
ん

だ
ち
と
一
緒
に

な
っ

て
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
し
て

い
ま
す

が
、
「

も

う
何
で

も
け

っ
て
！
」
と
い
う
感
じ
で

臨
ん
で

い

ま

す

。
若

手

の

人

の
方

が

遠

慮

し

て
て

、

ち
ょ
っ
と
さ
み
し
い
な
っ
て
思

っ
て
ま
す
。

甲
府
一
高
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

甲
府
一
高
の
皆
さ
ん
に

は
、
ど
ん
な
こ

と
に

も
好

奇
心
を

持
っ
て
、
な
ん

で
も
取
り
組
ん

で

ほ
し
い
で
す
ね

。
失
敗
し

た
こ
と
の
中
に

も
必

ず

糧
に

な
る
こ

と

が
あ
り
ま

す

。
た
だ

、
そ
の

ま
ま
や
り
過

ご
し
て
し
ま

う
と

、
つ
ま
ら
な
い

か
ら
、
そ
の
時
、
ち

ょ
っ
と
立

ち
止
ま
っ
て
考
え

て
み
る
。
「
次
に
何
か
出
来

る
の
か
」
つ
て

。
そ

し

て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
ほ
し
い
で
す
ね

。

筒

井

さ

ん

か

ら

醸

し

出

さ

れ

る

雰

囲

気

は

、

－
ｊ
－

－

－

・－

‐
ｊ

‐‐‐‐
‐‐‐‐‐

‐
‐
‐
‐‐‐
‐‐
'

大

女

優

の

オ

ー

ラ

と

い

う

よ

り

は

、
常

に

前

進

－

１

‐
－

・
　
　
　

－

－

ｊ

す

る

は

じ

け

る

よ

う

な

ワ

ク

ワ

ク

感

だ

と

感

じ

Ｉ

－

‐

た

。
話

し

て

い

る

相

手

を

元

気

に

す

る

よ

う

な

‐－

－

－

－
ｌ
ｉ
ｊ

１
１

１－

ｊ
－
－
－

－

’
・

不

思

議

な

パ

ワ

ー

だ

。
「
休

ん

で

い

る

暇

が

な

ｉ
ｊ

’
―

｜
ｌ

ｌ

ｊ
ｌ

ｌ

ｊ
ｌ
ｌ

’
―

｜

－
１
１
‐‐－

い

」

と

い

う

筒

井

さ

ん

。
こ

れ

か

ら

も

色

々

な

１

－

１

－

－
－

ｊ

・－

ｊ
－

－

－

－

ｊ
－

－

こ

と

に

挑

戦

し

て

い

く

に

違

い

な

い

。
そ

し

－
ｊ
ｌ
－

ｊ
－

ｉ
－

ｌ

ｉ
ｌ

’－
1
1
1
1

‐
ｌ

。

て

、
そ

こ

に

、
人

生

と

い

う

も

の

に

真

剣

に

向

１

－

―

き

合

っ
て

い

る

女

性

の

姿

を

感

じ

た

。
常

に

自

１

－

分

の

人

生

を

切

り

開

い

て

き

た

人

だ

か

ら

こ

そ

、

こ

ん

な

に

朗

ら

か

に

生

き

方

を

語

れ

る

の
I

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

’
‘‐

‐
‐

だ

と

思

う

。

－

１

’

１

－

－

ｊ

’

１

一

－

－

・
‐
ｊ
ｌ
－

‐
‐‐

高

校

時

代

に

は

哲

学

を

語

り

、

自

由

な

校

風

一

Ｉ

ｌ

ｉ

ｊ

ｌ

ｉ

ｌ

－

‐

‐

－

‐

の

中

で

育

ま

れ

た

精

神

は

、

演

劇

と

い

う

ラ

イ

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

－

Ｉ

フ

ワ

ー

ク

の

中

で

こ

れ

か

ら

ど

う

変

化

し

て

い

－

ｊ

－

－

く

の

だ

ろ

う

。

き

っ

と

、

筒

井

さ

ん

に

も

そ

れ
　

Ｉ

―

は

わ

か

ら

な

い

。
だ

か

ら

筒

井

さ

ん

は

こ

ん

な

－

１

－

１

１

１

－

‐
ｊ

－
　

ｊ
‐

に

楽

し

そ

う

な

の

だ

ろ

う

。

ｉ

‐－

・
ｊ
ｉ

ｌ

‐

―
｜

―

’
―

―

｜

－

ｊ

－

‘
‐－

－

－

‐

筒

井

さ

ん

は

演

劇

を

通

じ

、

自

分

に

何

か

出
I
I
I
=
=

＝
　
　
q
~
1
6

＝
=

来

る

の

か

を

試

し

て

い

る

。

演

劇

が

人

を

救

う

‐
‐‐
‐‐
‐‐

‐

‐

‐

‐

と

信

じ

て

い

る

。

筒

井

さ

ん

も

き

っ

と

「

女

優

－

－

ｊ

筒

井

真

理

子

」

と

い

う

自

分

が

演

じ

る

人

生
　

１

－

ｊ

の

役

柄

に

挑

戦

し

て

い

る

の

だ

。

そ

の

メ

ッ

ー
ー

ー
ーＪ

Ｉ

－

ｊ

－

ｊ
‘
ｉ
ｌ

。‐
―‐
ｌｌ

－

－

ｊ

・
‐
ｉ
－

・－

－

セ

ー

ジ

を

こ

れ

か

ら

も

見

つ

め

て

い

き

た

い

と

Ｉ

・
‐
－

‐
－

一

‐
－

Ｊ
－

－

・
‐
。一

ｆｆ‐
－

’

ｆ
ｉ‐
‐－

‐
‐
ｊ・
ｆ‐
ｉｌ－

‐
‐
‐
‐

思

う

。

ｊ
ｌ

－
－

－
ｌ

ｉ

ｉ

ｌ

ｌ

。ｉ

ｉ

ｌ

Ｊ

ｉ

－

－

‐
‐
ｊ
ｉ
ｌ
－

－

’
ｌ
ｌ

ｌ
－

・‐
ＸＩ
‘
ｆ
ｆ

が

ん

ば

れ

筒

井

真

理

子

－

・

甲
府
１
１
う
皆
々
虞
へ

哨

＆

い一いｊ
Ｓ
＆

ふ

が２

特集

０

軟
休
ｔ

ダ（

幻
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
×
筒
井
真
理
子

24
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「自由」校風に 出会い紡いで138年

この記念誌特集が生まれるまでの半年間､私はドラマティックな日々を過ごした。

多くの方々との出会いが､私達を栗山英樹監督へ､筒井真理子さんへ､内藤博文さん

のご家族､内藤里砂さんへと引き合わせてくれた。それはまるで何か不思議な力に

導かれているような気さえした。

思えば､人生とは､そんな不思議な｢出会い｣の連続だ。もし､内藤博文さんが､友人

の代わりに巨人の入団テストを受けなければ､栗山英樹監督との出会いはなかった。

筒井真理子さんが､あの日､第三舞台の芝居と出会わなければ､彼女もまた今ごろ

違う人生を歩んでいたのかもしれない。

我が校は､故郷山梨の中で､最も多くの｢出会い｣を育んできた学校だ。今日までに40,000

人を超える若者達が､あの学び舎で出会い､笑い､悲しみ､悩み､そして喜び、

感動し､青雲湧き立つ日々を駆け抜けた。

そのひとつひとつが紡がれて今の甲府一高がある。

我 々同窓生一人一人が甲府中学･甲府一高の伝統の伝承者だ。

古へゆ雄心を伝え､いや高き望みを持ちて‥･ 県内屈指のエリート校として君臨

した甲府中学。大きな戦争を経て､甲府一高となった時､新しい校歌や校章には平和

への切なる願いと明るい未来への希望が込められた。

今回､二人の卒業生の生き方に触れ､私は､その気骨ある精神､潔いまでの明るさ、

はじけるような行動力を感じた。その根源が甲府中学･甲府一高の教えにあるとする

ならば､我々にもそのＤＮＡが刻み込まれているはずだ。

今､ 私は 自分にこう問う。

もし､｢あの頃に戻れたら何をするだろう？｣

そして､｢それを､今から始められないのか？｣

と 。

と 。

輝ける青春時代。それは遠い日の灯ではないのかもしれない。

最後に､今回の企画にあたって､全くの見返りを求めずにご協力をいただいた、

栗山英樹監督､筒井真理子さん､内藤博文さんのご家族の皆様にあらためてお 礼を

申し上げます。また､この三名に我 々を引き合わせてくれた､多くのご協力者の皆様に

心から感謝を申し上げます。

やヘ ペ

卜叉

し
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丿亀

匈糾

再岬

ｔ

「
カ
ー
ル
」
が
食
べ
ら
れ
な
く

な
っ
た
…

。

カ
ー
ル
と
い
え
ば
カ
ー
ル
お
じ
さ
ん
の
コ

ミ
カ
ル
な
Ｃ
Ｍ
で
有
名
な
明
治
製
菓
の
定
番

ス
ナ
″
ク
。
い
つ
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
た

カ
ー
ル
。
で
も
、
そ
の
姿
は
も
う
東
日
本
に
は

な
い
。

も
う
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も

の
は
案
外
多
い
。
子
供
の
頃
に
給
食
で
食
べ

て
い
た
ク
ジ
ラ
肉
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
ほ

う
と
う
、
閉
店
し
て
し
ま
っ
た
近
所
の
中
華

料
理
屋
の
ラ
ー
メ
ン
…
そ
し
て
「
日
新
ホ
ー

ル
」
の
メ
ニ
ュ
ー
も
そ
う
だ
。

日
新
ホ
ー
ル
は
、
学
校
創
立
八
十
周
年
を

記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
建
物
で
、
主
に
は
食

堂
と
し
て
一
高
生
に
親
し
ま
れ
た
。（
我
々
の

時
代
は
二
階
が
ブ
ラ
バ
ン
の
部
室
＆
練
習
場

と
空
手
部
の
部
室
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
）

毎
日
、
大
勢
の
生
徒
が
押
し
掛
け
（
ほ
ぼ
男
子

生
徒
）
賑
わ
い
を
み
せ
た
。一
番
の
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ワ
ー
は
昼
休
み
で
は
な
く
、
三
校
時
と
四

校
時
の
間
の
わ
ず
か
な
休
み
時
間
。
人
気
メ

ニ
ュ
ー
（
天
丼
や
か
つ
丼
）
は
ほ
と
ん
ど
そ
の

時
間
に
食
べ
つ
く
さ
れ
て
し
ま
い
、
肝
心
の

お
昼
休
み
に
は
、
カ
レ
ー
か
ラ
ー
メ
ン
し
か

残
っ
て
い
な
い
。
お
昼
に
は
こ
こ
で
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
買
う
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
生
徒

も
少
な
く
な
い
は
ず
だ
。

そ
の
日
新
ホ
ー
ル
は
、
平
成
五
年
の
新
校

舎
建
設
に
伴
い
旧
校
舎
と
と
も
に
そ
の
歴
史

に
幕
を
閉
じ
た
。

－

日
新
ホ
ー
ル
の
メ
ニ
ュ
ー
を
も
う
一
度

食
べ
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
？
ｊ

ド
ラ

え

も
ん

の
タ

イ

ム
マ

シ
ン
で
も

な
い

限

り
不

可

能

に

も
映

る
こ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
、
我

々
、
記

念
誌
部
会

は
挑

む
こ

と
に

し
た

。

数
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
中

か
ら
、
再
現

す
る
メ

ニ
ュ
ー
を
「
カ
レ

ー
」
に
決

定
。

理
由

は
、

①
天
丼
や
カ
ツ
丼
（
実
は
（

ム
カ
ツ
と
い
う

の

が
ふ
さ
わ
し

い
）
な
ど
の
人

気

商
品
は

、

あ
り

つ
け

た
回

数

が
限
ら
れ

て
い
て

味
の

記
憶

が
曖

昧
な
こ

と
。
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②
ラ
ー
メ
ン
は
、
ま
ず
あ
の
細
い
ち
ぢ
れ
麺

－

十

独

特

な

食

感

の
（

ム

の

入

手

が

著

し

く

困

難
で
あ

ろ
う
こ

と

。

③
チ
キ

ン
ラ

イ
ス
は
、
「
魔
法

の
ソ

ー
ス
」
と

言

わ

れ

た

、
常

に

卓

上

に

置

か

れ

て

い

た

Ｉ
‐
‐

謎

の

ソ

ー

ス

を

か

け

る

こ

と

に

よ

っ

て

初

１現
は
不

可

能
で
あ
る
。

・
：
な

ど
消
去

法
に

よ

る
も
の
で

あ
る
。

そ

の

日

か

ら
「
同

窓

会

記

念

誌

部

会

カ

レ

ー

研

究

班

」

の
小

さ

な

戦

い

が
始

ま

っ

た

。
研

究
員

は
、
Ｙ

、
Ｊ
、
Ｍ

の
三
人

で
あ
る
。

日

新

ホ
ー
ル

の

カ
レ

ー
と
い

え

ば

、
あ

の

独

特

な

酸

味
に

特

徴

が
あ

る
。
あ
の

味

は
何

な
の
か
、
ポ
イ

ン
ト

は
そ
こ
だ

。

ま
ず

、
当

時
の

レ

シ
ピ
か

ら
調

査
し

よ

う

と
、
甲

府
一
高

全
面

協
力

の
も

と
、
日
新

ホ
ー

ル
の

経

営
者

で
あ

っ
た
丸

山
良

雄
さ
ん

の
消

息
を

追
っ
た

。



丸
山
さ
ん
は
残
念
な
が
ら
す
で
に
鬼
籍
に

入
ら
れ
て
い
た
が
、
奥
様
が
ご
健
在
で
あ
る

こ
と
が
判
明
。
早
速
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

奥
様
は
ご
丁
寧
に
取
材
に
応
じ
て
く
れ
た

が
、
当
時
の
資
料
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
と
の

こ
と
。
た
だ
、
丸
山
さ
ん
も
、
甲
府
一
高
の
卒

業
生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
丸
山
さ
ん

は
母
校
で
後
輩
達
を
見
守
り
な
が
ら
日
新

ホ
ー
ル
を
運
営
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
感
謝

で
あ
る
。

し
か
し
、
カ
レ
ー
研
究
班
の
調
査
は
、
こ
の

取
材
で
早
く
も
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。
や
は

り
こ
こ
で
頼
り
た
い
の
は
ド
ラ
え
も
ん
の
夕

イ
ム
マ
シ
ン
だ
。

し
か
し
、
ド
ラ
え
も
ん
は
い
な
い
。

考
え
抜
い
た
次
の
策
と
し
て
記
憶
を
頼
り

に
実
際
に
カ
レ
ー
を
作
っ
て
み
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
簡
単
に
物
事
を
あ
き
ら
め

な
い
の
が
、
昭
和
四
〇
年
代
生
ま
れ
の
い
い

と
こ
ろ
だ
。

ま
ず
、こ
う
推
理
し
た
。

カ
レ

ー
自
体
は
サ
ラ
サ
ラ
系
だ
っ
た
の

で
、
カ
レ
ー
粉
を
使
用
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
、
あ
の
酸
味
は
例
の
謎
の
ソ
ー

ス
で
は
な
い
か
？
そ
れ
な
ら
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー

ス
で
代
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
？

早
速
試
作
。
し
か
し
、
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く

違
う
味
の
も
の
が
出
来
上
が
っ
た
。
だ
が
ウ

ス
タ
ー
ソ
ー
ス
は
い
い
感
じ
の
よ
う
だ
。

し
ば
ら
く
、
カ
レ
ー
十
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス

を
基
本
ラ
イ
ン
に
試
作
を
続
け
る
が
、
な
か

な
か
理
想
の
味
に
近
づ
け
な
い
・
…

「
な
ん

か
最

近

カ
レ

ー
多

く
な

い
？

」
と

頻

繁

に

食

卓

に

出

る

カ

レ

ー
に

娘

か

ら
の

ブ
ー
イ

ン

グ
が

出

始

め
た

頃

、
新

た

な
情

報

が
入

る
。

「
業

務
用

カ
レ

ー
を
使

用
し

て
い

た
の
で

な
い

か
？

」
と

。

研

究
員
Ｍ

が
東

京

新
橋

駅
近

く
の
立
ち
食

い
ソ

バ
屋
で

カ
レ

ー
を
食
し

た
と
こ

ろ
、
日

新

カ

レ

ー
の

味

に
似

て
い

る
！

と

直

感
し

た

。

研

究

員
Ｍ

が
ソ

バ
屋

の
店

員
に

聞
い
た

と
こ

ろ
、
「
う

ち
は
業

務
用

カ
レ

ー
だ
よ
」
と

あ
っ

さ
り
言

い
放

っ
た

。
メ
ー

カ
ー
は
「
「

ウ
ス
食

品

」
と
い
う
こ

と
も
わ
か

っ
た
。

そ
こ

で

方

向
転

換

。
業

務
用

カ
レ

ー
を
調

査

し

て
み

る

こ

と
に

。
大

手

数
社

そ

れ

ぞ
れ

業

務

用

カ
レ

ー
は

あ
る

よ

う
だ

が
、
や

は
り

主
流

は
（

ウ
ス

食

品
の

よ

う

だ

。
味

は
三

種

類

あ

る

が
、
バ

ー
モ

ン
ト

カ
レ

ー

か
イ

ン

ド

カ
レ

ー
で

あ
ろ

う

と
あ

た
り

を

つ
け

、
研

究

員

Ｊ

が
購
入
し

、
試

作
し

た

。

出

来
た

カ
レ

ー
は
五

十

人

前
。
さ
す

が
業

務
用

で
あ

る
（
汗

）
。
研

究
員
Ｍ

。
研

究
員
Ｙ

の

も

と
に

は
、
そ
れ

ぞ

れ
二

十

人

前
の

カ
レ

ー

が
届

け

ら
れ
た
。

こ
れ

に

は
家

族
も

唖

然
。
ま

た
カ

レ

ー
か

と

、
不

穏

な
空

気
が
流
れ

た
。

し
か
し

、
も
は
や
後

に

は
引

け

な
い

。
バ
ー

モ
ン
ト

、
イ

ン

ド

、
は

た
し

て

、
ど
ち

ら
が
日

新

カ
レ

ー

に

使

用

さ

れ

て

い

た
の

か
？

カ

レ

ー
と

ウ
ス
タ

ー
ソ

ー
ス
を
混

ぜ
て

は
試

食

の

検
証

が
続
い
た

。
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専雅IJる時陶踏な

べ

秀

●　

●

゛
Ｉ

．

バ
ー
モ
ン
ト

は
正

統

派
の
味

だ

が
何

か

物

足

り

な
い

、
イ

ン

ド
は

逆

に
味

が
し

っ
か

り
し
過

ぎ
て

い
る
。

む

む

っ
、
や

は
り

こ

れ

ら
も

違

う

の

か
・：

と

、
あ
き
ら
め

が
け

た
瞬
間

、
ひ
ら
め
く

。

「
そ
う
だ

、
二

つ
を
混

ぜ
た

ら
ど
う
か
！

」

神

の
お

告

げ

の
よ

う

な

ひ
ら

め
き

が
、
功

を

奏

し

た

。
バ
ー
モ

ン
ト

と
イ

ン

ド
を

混

ぜ

る

と

、
程

よ

い
コ

ク

が
出

て

な

か
な

か

い
い

感

じ
で

あ
る
。
名
付

け
て
「
バ
ー
モ
ー
イ

ン
ド
」
。

こ

れ
は
い
い

。

そ
し

て

幾

度

の
試

行

錯

誤

の
末

つ
い

に

ゴ
ー
ル

に
到

達

し

た

。
導

き

出
さ

れ
た

答

え

は
「

バ
ー
モ
ン

ト
２

十
イ
ン

ド

ー
の
比

率

に

十
ウ
ス
タ
ー
ソ

ー
ス

＝
日
新

カ
レ

ー
」
だ
。

思
え

ば
、
家

族
に

も
負

担
を
か
け

た
。
我

が

家

で

は

こ
れ

ま
で

、
毎

週

金
曜

日

が

カ
レ

ー

と

決

ま

っ
て
い

た

。
潜

水

艦

に
乗

務
し

た
自

衛

隊
員

が
曜

日

感
覚

を
忘

れ
な
い
た

め
に
毎

週

金
曜

日
を

カ
レ

ー
に
す

る
こ

と
を

了
不
し

て
い

る
わ
け
で

は

な
い

。
し

か
し
、
こ

の
と

こ

ろ
、
カ
レ

ー
の
日

が
必

然
的

に
多

く
な
り

、
我

が
家

の
曜

日

感

覚

は
メ
チ

ャ
ク
チ

ャ
に
な

っ

て
い
た
。

こ

こ

ら
で

手

を
打

と
う

。
み

ん

な
も

こ

れ

な
ら

納
得

し

て

く

れ

る
だ

ろ

う
。
我

々
の

努

力

は

こ

こ

に

報

わ

れ

た

の

だ

。
こ

れ

で

終

了

だ

。
残

る

カ
レ

ー

は

数

人

前

。
こ

れ

を

た

い

ら

げ

れ

ば

、
し

ば

ら

く

カ

レ

ー

は

い

ら

な

い

。
我

が

家

の

曜

日

感

覚

も

も

と

ど

お

り

だ

。

翌

日

、
達

成

感

と

と

も

に

残

っ

た

カ
レ

ー

を

い

た

だ

く

こ

と

に

す

る

。
今

日

は

お

祝

い

を

兼

ね

、
贅

沢

に

カ

ツ

カ

レ

ー

に

し

た

。

し

か

し

、
少

し

味

も

変

え

な

い

と

、
正

直

カ

レ

ー

に

は

飽

き

飽

き
し

て

き

て

い

た

と

こ

ろ

だ

。
と

、
カ
ツ

に

は

気

ま

ぐ

れ

に

ケ

チ

ャ

。
プ

を

か
け

て

み

る

。

す

る

と
・：

「

ん
！

」
　「
あ

れ

っ
、
こ

の

味

は

…

！

」
そ

う

、
ケ

チ

ャ

″
プ

が

カ

レ

ー

に

混

ざ

り

、

程

よ

い

酸

味

が

出

た

の

だ

。
「
こ

れ

だ
！
・
こ

っ

ち

だ
！
・
」

そ

こ

に

は

懐

か

し

い

日

新

カ

レ

ー

の

味

が

ひ

ろ

が

っ
て

い

た

。
そ

う

い

え

ば

日

新

ホ

ー

ル

の

定

番

メ

ニ

ュ

ー

の

ひ

と

つ

は

チ

キ

ン

ラ

イ

ス

。
ケ

チ

ャ

″
プ

は

大

量

に

あ

っ

た

は

ず

だ

。
そ

う

か

、
ケ
チ

ャ

″
プ

か
！

我

々

は

、
つ

い

に

ド

ラ

え

も

ん

に

頼

る

こ

と

な

く

、
三

十

年

も

の

時

を

超

え

、
懐

か

し

い

日

新

ホ

ー

ル

の

カ

レ

ー

に

出

会

う

こ

と

が

出

来

た

の

だ

。

五

十

才

男

三

人

の

挑

戦

は

こ

う

し

て

終

わ

っ
た

。
そ

こ

に

漂

っ
て

い

た

の

は

カ

レ

ー

臭

で

は

な

い

、
ま

し

て

加

齢

臭

で

も

な

い

。
挑

戦

者

の

み

が

放

つ

華

麗

臭

で

あ

っ
た

。

同
窓
会
記
念
誌
部
会
カ
レ
ー
研
究
班
の
結

論
は
以
下
の
通
り
。
皆
様
お
試
し
あ
れ
。

嶮な)かぺ
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① バーモントカレー、インドカレー(ハウス)

のルーを２：１で入れる。

２ ：１

⊇訂八 』
③　 自分の分だけでそっと楽しみたい時

カレー一皿にケチャップを
小さじ半分くらい 混ぜて食べる

カレー一皿にトマトジュースを

ひとさじくらい混ぜる

不

入
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1986 年の思い出とともに

懐かしい学校生活を振り返り、

あんなことあったなあという思い出話から、

「一高あるある」をまとめました。

●24 時間テレビのマラソンをみて、｢100 キロな んて、

24 時間あ れば歩い ていける!｣ と家族に豪語する。

●24 時間テレビの マラソンのクラ イマックス、｢あと

残り４ｋｍか、なら 歩いて１時間だな …エンディングに

間にあうな｣と、強行遠足の時間感覚がモノを言う。

●たまに、リンゴ をピカピカに磨き上げ てみる。

●一 高出身だとわかると｢100 キロ歩いたの？｣と、

まず最初に聞かれる。(県内に限る)　　j
………｡=｡､|
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実 剛 健 を 地 で 行 く よ う な 行 事 で す が ､ 女 生 徒 か ら 渡 さ れ る 「

いったかわいらしい風習もあります ○

お守

女 子 生 徒 か ら 渡 さ れ る お 守 り の 中 身 は ､ キ
ャ

ン
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と い

っ

た も の の ほ か に ､ 手 紙 が 入

っ

て い る の で す が ､ そ こ に 書 か
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●｢誰かが口笛吹いた｣を聞くと、身が引き締まる思い

がする。または、背後から応援団が来る気がする。

●｢おまえらはまだ一高生じゃねえ!｣と新入生は

とりあえず最初に言われる。

●社会人になってからも、職場で後輩の声が小さい　

ことなどがあると｢ちっこい!!｣と言いたくなる。?

ヽ
ヽ 、 ０　　 ． ｙ

当時の１年生の最初の試練は何と言っても｢応援練習｣。
-

３日間､体育館に閉じ込められて､みっちりと一高精神を注
一
入されたものです。正座のままの｢わっしょい｣では端になっｰ-----

た人間は悲惨。ずっと片手で｢8 の字｣をかかなければなりま
ー

せん。腕をピンと上に伸ばし､永遠と手拍子を続けることも地

獄の苦しみでしたが､かわいい子は見回りの上級生が手を

持って助けてくれるという｢あるある｣もあったようです。

苦しかった応援練習も終わってみればいい思い出。中学生
－

から高校生へ気持ちを切り替える良いきっかけになっていた

一一一一のかもしれません。

▲ 応援団の舞､ブラバンの音色､一高の応援には草がある。ｙ

＿ ＿ ＿_ ＿_ ＿　　　　　　　　　　　_･ ＿

応 援練 習の 後日 行 われる｢ 新 入生 歓 迎会｣ では､ あ んなに怖-
一 一 一一-

かった 先 輩達 が 別人 のように 優し くなっ てい て､ たい そう驚-

一一 一 一一 一一 一一 一一 一
い たもので す。
一 一 一 一一　　　　　　- 一一----------------　

一 高 応 援の テ ーマ ソン グとい えば､｢ 応 援 団 入 場!｣ の 時 な
一 一　　----･

どに流 れ る｢ 誰か が口 笛 吹い た｣ のメロ ディ ーで すね。この 曲-

一一一 一-
の正式 名 称は｢フ ランス 分列 行進 曲｣ または｢Ｌｅ　ｒ6giment
一 一一 一 一　　　　　　　　-
ｄｅ Ｓａｍｂｒｅ ｅt Ｍｅｕｓｅ ( サンブ ル･ エ･ ムース 連隊 行進

曲)｣ と言 い ます。吹奏 楽 部で は略し て｢フ ラ 分｣と 呼ば れてい

たようで す。野 球 部にとって はこの 曲はまさ に｢神 曲｣。この 曲
－一一

が流 れた 途端 に 勢い を取り 戻し､ 逆 転勝 ちし た試 合が 何回 も

一 一 一一
あり まし た。

女 子 生 徒 の 制 服

か 夏 服 は山 梨 大学 附 属 中学 のそ れ と酷似し てい て､ あ るあ
ｰ---------

る のような体 験 をし た方 も多い はず。
一 一一 一　　　　　 一 一一 一

こ の女 子 の 制服 は､ 驚 くこ とに昭 和25 年 に､ はじ めて 女
一 一 一 一一一　 －　　　 － 一
子生 徒 を受 け 入 れた 時 にデ ザイン され たも ので､ 今 も その

一 一一 一一
まま受け 継が れてい ます。

一一
デ ザ インを 手 掛け たの は､ 当 時女 子 生徒 入 学 ととも に着

任し た家 庭 科の川 久 保( 旧 姓保 坂) 欽子 先生 。こ の制 服 に込
一 一　　　　　　　　　　　　　　　　 －－ －－

めら れ た秘 密 は 第130 周年 記 念 同 窓 会記 念 誌 に 詳し く掲
－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一 一一一一 一
載さ れ てい る ので､ ここ であら た めて 抜 粋し 引 用さ せ てい
ー　　　　　 一 一 一　　 一 一 一
ただき ます。
一 一 一 一一 一 一　　 一一 一一一　

… 白い シャツ･ 太い 吊 の紺 色装 スカ ート･ 紺色ブ レ ザーにｰ-
一 一-一一

蝶ネ クタイ。背 中がＶ にカ ットさ れた 太い吊 は､ 肩 から吊 が
一 一 一 一 一　　　- 一一--

ず れ落 ちに くく脇 が締 め 付けら れ ず通 気 性 が良 い。蝶 ネ ク
一一一 一

タイ はネ クタ イの ように 前 に 垂れ て邪 魔 に なら ない な ど、
一 一一　　 －　　　　　　 一一一 －一

実 用面 で の 配慮 が 随所 に みら れる ほか､ ス カ ート のヒダ は

当 時 ほ と ん ど 見 か け る こ と の な い｢ 追 っ 掛 け ヒ ダ｣ を 採 用 しｰ-　

一 一 一 一　　　　　　　　　　　-- 一一 一

ま し た
。

こ こ に 川 久 保 先 生 ら の 深 い 意 図 が 込 め ら れ て い まｰ--

一 一---　　　　　　　　　-----------

す
。 つ

ま り｢ 前 の 人 を 追 っ 掛 け る｣｢ 次 の 人 も 前 の 人 を 追 っ 掛　

一 一 一一 一 一 一　　　　　--------

け る｣ そ の “ 追 っ か け る も の ” は 学 生 に 最 も 大 切 な｢ 勉 強｣ で

一 一　　 一 一　　　---

す
。

と い う よ う に｢ 前 の 人 を 追 っ か け て 勉 強 す る こ と で､ 皆

一 一　　　　　　 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一

が 勉 強 す れ ば 皆 が 良 く な っ て い く｣ と い う 意 味 が 込 め ら れ　

一 一 一 一 一 一 一　　 一 一 一 一 一 一 － － －－－－

て い た の で す
。 …

四 四-i ←- 加Sr-- ←| ㎞卜獅芦-同心 四阿WWa--slrrf- ぼ〃rr四r 〃r 四 四-- 四 皿 〃 ♂♂♂♂♂♂r♂rr♂r〃

物 資 の 少 な い 時 代 だ っ た の で､ 夏 服 が タ ス キ が け 状 に

← ← ← －J--------- 四-四　　　　 ←･ 〃･- 匹Iim〃--I=---rw----〃- 〃〃=〃=--- ¬

な っ た の は､ 生 地 を 減 ら せ る 工 夫 で も あ っ た の だ そ う で す
。

－ － － － － － －－ － 一一 －－ 一 一 －－ － － － － － － － － － －－ － － － － －……- 一

女 子 生 徒 の 入 学 は､ 新 し い 時 代 の 到 来 の 象 徴 的 な 出 来 事"

り〃 －XXIJ- ♂J♂･IJ〃s』〃〃-Ml ♂sXm 〃mwk 心 ¬I-心|¬阿司-XJ-M¥i-XXJ-IJ 〃-XXIXXXXs 〃- 四 － 四 心¬-･J-----J ㎡-I-J

の ひ と つ で あ っ た こ と で し ょ う
。

女 子 の 制 服 に こ ん な 深 い

四 四-- 心 八 心 〃 ふXJ･-皿s 皿-　　　　　-- 〃-Sa---XXII--wJ- 心皿 ♂四 ♂J♂J

意 味 が あ っ た と は 知 り ま せ ん で し た
。

希 望 に 満 ち た 思 い を

ー － － － － － － － 一 一 － 一 一 一 － － －･----- 一

込 め て つ く ら れ た 制 服 が､ デ ザ イ ン 的 に も 色 槌 せ る こ と なｰ--------------------･-----------

… ……一--------

く､ 今 も な お 着 用 さ れ て い る こ と は 喜 ば し い こ と で す ね
。
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▲ いつもー高生で溢れていた前店と横店
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一 一　　　 一 一 一
一 一一一 一 一 一一一一 一

一 高 生 の オアシ スとも 言え る
場 所が､｢ 前 店｣ と[ 横店] でし た。校

門 の目 の前 にあ った この ２つ の おｰ

一 一 一 一一
一･- 一一------ 一 一･------　

店 は､ 校門 から 正面 にある 前店 は望
月 商 店､ 東側 にあ る横店 は 中 郡商 店 と､

そ れ ぞれ れっき とし た商 店　

一一 一一　　　　 ‥ ●●一一 一 一
一 一 一 一一一 一 一一一 一一 一 一 一

一 一 一

な い 者 も い る に
違 い あ り ま せ ん

。
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横 店 の お じ さ ん
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炭 酸 飲 料の 定 番 は｢ チェリ オ｣ で す
が､ 前 店 で は コーラ やフ ァン クを 紙ボト ル に入 れ てテ イクア ウト

ー－一一 － －－ 一一一一一一一一一－－－－－－ －･－ － － －－－……--一一一----
一--------　　　　　　
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▲F 鳳華楼jは今も変わらない｡懐かしい味をもとめOB が立ち寄るという。
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―高祭は秋に３日間の日程で行われていました。初日は体

育祭､２日目と３日目は文科系の部活動の発表を始め､仮

装 行 列 や 合 唱､ 模 擬 店､ 早 飲 み 大 会､ な ぜ か 女 装､ 男 装

w 一戸r--.-♂-.-りｰ.心5りｰ ゝ---ゝ- -ゝ - w ' ♂♂-'♂♂♂-'--'♂〃ゝww･' ♂♂♂♂' ♂-'♂♂-'〃' ♂rJ'r-"'M ㎞s･‰･ ♂♂ ♂rJ♂♂♂♂♂♂J♂♂♂♂J-♂♂♂♂♂r･-m 〃I 馬φ-.ゝ-M-rlﾍﾟｰl-り ♂♂J ♂

を 競 い 合 う｢ ミ ス タ
ー

＆ ミ ス
一

高｣

、

そ し て｢ 夕 べ の つ

どい｣ という､まるで教育番組のタイトルのよう

な

､

ク ラ ス 対 抗 の パ フ
ォ ー マ ン

ス 競 宴 な ど で 盛 り

㎡･･IJ･♂｡‰r♂XXJ ♂･wJ♂J 心･- ♂八-5-J¬φ15r･¬叫¶り㎡ ㎞I--･I･･-li･|･XI･I-IJ･kJ･J心IXJゝr･-IJ ♂r･IJ〃-rl-|･r|-I- ¶-------I ふゅI ―%J-I･XIXi』-IXJ-I㎡-

上 が り ま し た

。

♂r八･心---r--･-rrr ♂♂〃 りｰ･ゝ- -ゝ ㎞s‰¶･-･s ♂･- a･-･XJ ♂♂･･r八-･--･-♂･- ♂-･-♂-r-I･-･-♂♂J-♂≒ゝゝ 阿ゝ -ゝ ㎞'dr-wXII♂sra♂r ♂♂r♂ ―-♂♂♂♂♂J-･r♂｡

｢ 夕 べ の つ ど い｣ の よ う に､ 古 い 言 い 回 し の 言

葉が､時折登場するのも､伝統ある甲府－高のＣ 八`　. ？ ？7

χt-
ヽ｡

ノ　　 「 ４f i

Ｏ

｢あ るある｣ なのか もし れませ ん。

学 園 祭 に 使 用 し た 大 道 具 や ら な に や ら の 全 て を

ｰ-=|･= ゝ･|･I･Jゝ･I･IM ‰-|-r-･I-|--rlrrl-〃-I=-=---|=-|=-=-I=k. ㎞II･ゝI･laXI･XnrJ-r -||rrJ-rゝn-|- rゝ〃I ¬-=I rゝ = I -  I ･ - ･ ･ ･ = - -･I- ㎡･㎞･･I‰s馬‰¶♂･ゝ -6 ･¶♂

燃 や し て､ 終 わ り ゆ く
一

高 祭 を 惜 し む の で し た

。　

爛

-J･IIXI I･-IJ-IXMXM ♂||r♂? ¬I=¬I州-=･J==-=･･ 一･J-a･IXJ･IJ･･|㎡･IXa･IMIrlarMIral--?r ¶r=r?==----=-J=-･---J･I-XXXal-nll･nl 晒IsIraIvIIⅥlar 門-=･　

フ ァ イ ア
ー

ス ト
ー

ム は､ 弓 道 部 の｢ 火 矢｣ で の 引 火

で 幕 開 け､ 最 初 は フ ォ

ー

ク ダ ン ス で か わ い ら し く 始 ま る

-r-r 一 戸r 一戸--r-J5-- ㎞5--り-I心 ♂･-･ゝ-- 八ゝ-♂♂r♂J♂♂･r♂♂♂･-♂〃･--･- 〃- 呂戸-----I 〃 心w 心¶♂-s 〃J ♂･r･-♂♂♂♂♂♂♂♂♂♂〃 心- ゝゝ-〃 戸aゝ -r|φS｢ やs-」･|♂ ♂･-♂J♂

の で す が､ 応 援 団 長 の 引 き 継 ぎ が 行 わ れ る と 最 高 潮

。

応 援

歌や｢わっしょい｣で水を浴びながらの大騒ぎ。高校の学園祭の

1瞭 ’

行事・学園祭

｀¶

″･S
。

●1 学期に1 万メートル走、２学期に強行遠足…で３学期

に駅伝大会をやると聞き｢走ること多いなあ｣と思う。

●｢ ―高祭｣というストレ ート な学園祭の名前に入学当

初、違和感を覚えるも、慣れる。

●学園祭エンディングの｢ファイアースト ーム｣のフォー

クダンスは始め恥ずかしがるが、結局、楽しんで踊る。

●で、結局プールに飛び込む。

……　　　　Q

ノ

エンディングがあんな｢バンカラ｣な形で盛り上がるのは､県内で

がネ ットにあり ました。 い１

． 。 、 、。｡ 。 。－－

※ストームとは､日本の旧制高等学校や大学予科旧制専門学

バン カラの一 種。｢ｓtｏｒｍ｣( 嵐) を 語源 とする｡｢ バカ 騒ぎ｣ を基 本

もう｣ とい った類 の連帯 意 識が底 流にあ る。

… 納 得 で す
。

♂-|ゝ - ------I--戸--- --- --　- -- - ♂%･%･-･---･- ♂----･---r-|----- --- -　-- -- -

で も こ の 気 持 ち っ て､ 大 切 で す ね
。

▲ クラスごとの出店､白熱の棒倒し 一高はとにかく走る

壽

▲ 華やかな一高祭のフィナーレを飾ったファイアーストーム

･'S。

究極の
●強行遠足がいくらつらかったとしても…　

応援練習がどんなに苦しかったとしても…

やっぱりみんな甲府一高が好き
これはもう説明の必要はありませんね。

l;ぶ〆
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私
は
、
平
成
2
2年
に
甲

府
一
高
に
赴
任
し
、
以

来
今

年

で

勤

務
９

年

目

を

迎

え

ま
す

。
平

成
2
3
年

か
ら
３

年

間

、
英
語
科
2
1期

生
の
担

任
を

務
め
ま
し
た

。
ま
た
、
平

成
2
6年
、
2
8年
、
2
9年

に
は
英

語
科
主

任
を

務
め
、
私
の

甲

府
一
高
勤

務
は
英

語
科

と
と
も
に

あ
っ
た

と
言
っ
て

も
過
言
で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
英
語
科
は
、
昨
年

度
2
5期
生

を

も
っ
て

な
く
な

り
、
探

究
科

に
発

展
的

に
改

編
さ

れ

ま
し
た

。
私
か

英
語
科
に

関
わ
ら
せ
て
頂
き
な
が

ら
、
英

語

科
に
期
待
し
て
き

た
こ

と
、
ま
た
、
今

後
探
究
科

に
受

け

継
い
で
ほ
し

い
こ

と
に
つ
い
て
述

べ
さ
せ
て
頂

き
た

い

と
思
い
ま
す
。

英
語
科
で
は
、
英

語
で
の
発

信
力
を
強
化
し
、
英
語
に

よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能

力
を

高
め
る
こ

と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ

と
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な

視
野
を

持

ち
様

々
な

社
会

問
題

に

も
興
味
を

持
っ
て
、
そ

れ
ら
の

解
決

策
を

模
索

す
る
こ

と
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
し
た

。
私
は
、
英
語

科
の

生
徒

と
関

わ
る

と
き
に
、
常
に
こ

う
し

た
こ

と
を

念
頭

に
置
い
て

き
ま
し
た

。
そ
の
上
で

、
よ
く
言
わ

れ
る

こ

と
で

す
が
、
英
語

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
に

過
ぎ

ず
、
「
何

を
伝
え
る
べ
き
か
」
と
い
う
こ
と
の
方
が

よ
り
大

切
で
は
な
い

か
と

考
え
て
き
ま
し

た
。
ま

た
、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

点
を

持
つ
上

で
、
不

可

欠
な
こ

と
は
何

か
と
い
う
こ

と
も
常
に
心
に
留

め
て
き
ま
し
た
。

こ

れ
ら

を
踏
ま
え

て
、
私
か

英
語

科
２１

期
生

の
担

任

を

任
さ

れ
た
と
き
、
３

年
間

生

徒
達

に
伝

え
続
け
て

き

た
こ

と
が

あ
り

ま
す
。
１

つ
は
、
「
主
体

的
に

考
え

、
行

動

す
る
」
こ
と
。
も
う
１

つ
は
、
様
々
な
問

題
に
直
面

す

る
時
に
発

揮
し
実

践
す
べ
き
「
寛
容
さ

と
対
話
」
の
重

要

性
で
す
。

私
か

英

語
科
２１

期
生

の
担

任
を
さ
せ
て

頂
い

た
時
、

入
学
式
で

、
ま
た
、
２

、
３

年
生
の
始
業

式
の
時
に
、
「
主

体
的

に

考
え

、
行
動

す

る
」
こ

と
の
大

切
さ

に
つ
い
て

話
し

た
こ

と
を

覚
え
て

い
ま

す
。
知
識

や

情
報
を

得

る

こ

と
は

確

か
に

大
切
で

す
が

、
知
識

や
情

報
は

時
間
の

経
過

と
と
も
に
陳
腐
化
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
知
識
や
情

報

は

考

え

る

ベ

ー

ス

と

し
て

は

大

切

で

す

が

、
よ

り

大

切

な

こ

と

は

、
知

識

や

情

報

を

生

か

し
て

自

分

自

身

の

頭

で

考

え

、
ど

こ

に

課

題

や
問

題

が

あ

る

の

か

を

見

出

し

、
そ

の

解

決

の

た

め

に

具

体

的

に

行

動

で

き

る

こ

と

で

す

。
自

ら

進

ん

で

行

動

す

る

時

、
人

は

大

き

く

成

長

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

し

、
本

当

の

楽

し

さ

や

達

成

感

を

味

わ

う
こ

と

も

で

き

ま

す

。

ま

た

、
「
寛

容

さ

と

対

話

」
の

重

要

性

に

つ

い
て

も

、

折

に

触

れ

て

生

徒

に

話

し

ま

し

た

。
こ

れ

か

ら

の

グ

ロ
ー

バ
ル

社

会

を

生

き

る

上

で

は

、
異

な

る

人

種
・
民

族

の

人

々

と

の

共

存

が

欠

か

せ

ま

せ

ん

。
思

想

、
政

治

体

制

、
宗

教

、
価

値

観

が

異

な

る

世

界

中

の

様

々

な

人

々

と

理

解

し

合

う

よ

う

に

努

力

し

、
共

存

を

目

指

す

た

め

に

は

、｛
ｏ
｝の
ぶ

丿
回

吸
丿
Ｑ

Ｒ

Ｒ
ｏ
叩（

寛

容

さ

と

対

話

）

が

強

く

求

め
ら

れ
ま

す
。｛
ｏ
｛
ａ

吸
丿
回

収
コ
ａ

Ｒ

Ｒ
ｏ
叫

（

寛

容

さ

と

対

話

）
の

精

神

は

、
平

和

な

貿

易

立

国

を

目

指

す

「
小

日

本

主

義

」

を

提

唱

し

た

、
母

校

甲

府

一
高

の

大

先

輩

で

あ

る

元

首

相
・
石

橋

巫

山

氏

の

考

え

方

に

も

通

じ

る

も

の

で

も

あ

る

と

も

思

い

ま

す

。

こ

う

し

た

「
主

体

的

に

考

え

、
行

動

す

る

」
こ

と

や

。

「

寛

容

さ

と

対

話

」
が

求

め

ら

れ

る

精

神

は

、
新

し

い

探

究

科

に

確

実

に

引

き

継

が

れ

て

い

ま

す

。
生

徒

が

主

体

的

に

選

ん

だ

テ

ー
マ

を

、
自

分

た

ち

で

探

究

し

、
そ

れ

を

英

語

で

発

信

し

て

い

く

と

い

う

探

究

科

の

コ

ン

セ

プ

ト

は

、
ま

さ

に

英

語

科

に

お

い
て

も

重

要

視

さ

れ
て

き

た

考

え

方

が

、
具

現

化

さ

れ
た

も

の

で

す

。
ま

た

、
探

究

す

る
こ

と

を
通

し
て

、
様

々

な

考

え

方

や

見

方

、
価

値

観

が

あ

る

こ

と

に

気

づ

い

て

い

く

プ

ロ

セ

ス

は

、
ま

さ

に

多

面

的

な

も

の
の

見

方

や

複

眼

的

な

視

野

を

身

に
つ

け

る
こ

と

に

他

な

ら

ず

、｛
ｏ
ほ
ロ

コ
の
の
　
ｐ
ｏ
ａ
　

Ｒ

Ｒ
ｏ
叫

（

寛

容

さ

と

対

話

）
を

発

揮

し

実

践

す

る

上

で

も

、
生

か

さ

れ

る

も

の

で

あ

る

と

確

信

し

て

い

ま

す

。
今

後

の

探

究

科

の

さ

ら

な

る

発

展

と

、
探

究

科
で

得

ら

れ

た

様

々

な

知

見

が

普

通

科

に

も

還

元

さ

れ

る
こ

と

を

、
心

か

ら

祈

っ
て

い
ま

す

。
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一
昨
年
の
年
末
、
甲
府
一
高
の
教
員
を
し

て
い
る
野
渾
俊
英
君
か
ら
合
同
ク
ラ
ス
会

の
電
話
が
あ
っ
た
。
昨
年
末
、
今
度
は
同
窓

会
記
念
誌
へ
の
原
稿
依
頼
が
記
念
誌
部
会

長
の
小
田
切
太
郎
君
か
ら
届
い
た
。

甲
府
一
高
同
窓
会
で
、
学
年
主
任
が
出
席

し
た
り
、
原
稿
を
寄
せ
た
例
を
知
ら
な
い
。

「
甲
府
一
高
ま
た
は
昭
和
6
1年
卒
業
生

と
の
思
い
出
な
ど
」
と
の
こ
と
、
少
々
困
惑

気
味
で
は
あ
る
が
、
原
稿
依
頼
へ
の
責
め

を
果
た
す
こ
と
に
し
た
。

私
か
甲
府
一
高
に
在
学
し
た
の
は
昭
和
2
5

年
か
ら
2
8年
迄
今
か
ら
6
0数
年
前
の
こ

と
で
あ
る
。
6
1年
卒
業
生
諸
君

に
と
っ
て

は
未
だ
こ
の
世
に
居
な
い
歴
史
上
の
時
代

で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
、
三
百
万
人
を
超

え
る
犠
牲
者
を
出
し
て
日
本
の
惨
僣
た
る

敗
戦

に
終
お
っ
た
数
年
後
で
、
未
だ
連
合

国
（
米
国
）
の
占
領
下

に
あ
っ
た
。
米
空
軍

の
爆
撃
機
B
2
9
の
空
襲
で
日
本
全
土
が
焼

け
野
原
、
甲
府
も
例
外
で

は
な
か
っ
た
。

そ

し
て
、
世
の
中
が
昭
和
2
0
年
８
月
1
5
日
を

境
に
価
値
観
の
転
換
な
ど
大
き
く
変
わ
っ

ｊ

ｉ

貳l

34

思
え
ば

遠
い
昔
の
事

て
い
っ
た
時
代
で
あ
る
。

甲
府
一
高
の
前
身
甲
府
中
学
へ
入
る
心

積
り
で
居
た
が
、
直
前
に
学
校
が
無
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
米
国
の
指
導
に
よ
り
学
制

が
変
わ
っ
て
、
新
制
中
学
校
が
出
来
た
。

男
女
共
学
で
全
員
を
入
れ
て
く
れ
る
、

と
言
う
よ
り
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
義
務
教

育
一
期
生
と
な
っ
た
。

甲
府
一
高
へ
は
中
学
で
受
け
た
県
下
一

斉
テ
ス
ト
の
成
績
に
よ
っ
て
入
学
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
新
制
甲
府
一
高
の
実
質
一
期

生
に
、
男
女
共
学
の
一
期
生
と
な
っ
た
。

当
時
の
学
校
の
学
習
環
境
は
劣
悪
で

あ
っ
た
が
、
雰
囲
気
は
非
常
に
自
由
な
も
の

で
あ
っ
た
。
占
領
下
の
不
自
由
よ
り
も
、
物

資
不
足
の
不
自
由
よ
り
も
、
。全
体
主
義
・

軍
国
主
義
”
の
息
苦
し
さ
か
ら
開
放
さ
れ

た
こ
と
の
方
が
大
き
か
っ
だ
の
か
も
し
れ

な
い
。

も
う
一
つ
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
が
校

長
の
Ｓ
先
生
の
こ
と
で
あ
る
。
甲
府
中
学

大
正
８
年
卒
業
の
同
窓
生
で
私
達
の
入
学

の
年
に
広
島
大
学
か
ら
着
任
し
た
カ
ン

ト

の
哲
学
の
研
究
者
で
あ
っ
た
。
物
静
か
で
、

格
調
高
い
含
蓄
に
富
む
話
を
し
て
く
れ
た

先
生
と
の
印
象
が
残
っ
て
い
る
。

今
で
も
覚
え
て
い
る
言
葉
が
「
自
己
の

確
立
」
、
「
人
間
性
の
尊
重
」
、
「
誠
実
と

努
力
と
辛
抱
強
さ
」
な
ど
で
あ
る
。

そ
し
て
更
に
「
物
事
の
真
実
に
生
き
て

い
き
た
い
」
、
「
自
己
に
は
厳
正
に
ひ
と
に

は
寛
容
で
あ
り
た
い
」
、「
真
に
人
間
的
で

あ
る
た
め
に
は
勇
気
が
必
要
だ
と
思
う
」

な
ど
の
言
葉
を
残
し
て
、
私
達
の
卒
業
翌

年
の
早
春
、
現
職
5
2歳
で
別
の
世
界
へ
逝
っ

て
し
ま
っ
た
。

ご
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
″
で
は
あ
る

が
、
教
員
生
活
を
続
け
る
中
で
時
に
身
を

正
す
の
に
活
用
さ
せ
て
貰
い
な
が
ら
、
Ｓ

先
生
の
よ
う
に
後
々
迄
生
徒
の
印
象
に
残

る
。
先
生
″
で
あ
り
た
い
も
の
だ
と
時
々

思
っ
た
。

担
任
は
毎
日
生
徒
と
接
す
る
の
で
濃
い

人
間
関
係
が
出
来
易
い
。
学
年
主
任
は
学

年
行
事
、
授
業
で
接
す
る
だ
け
で
あ
る
。
印

象
に
残
る
よ
う
な
事
も
そ
う
多
く
は
な

い
、
そ
の
中
か
ら
二
つ
。

ス
キ
ー
教
室
で
定
刻
に
遅
れ
て
来
た
優

学
年
主
任

高
見

ﾌ

ﾌﾟ
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秀
と

目
さ
れ
る
３
名

の
生

徒
を
お
い
て
　

ご……

殆
ど
遅
刻
者
が
無
く
効
果
は
凱
面
で
あ
っ

い

っ
た

。
翌

朝

の
集

合

は

い

つ
も

と
違

っ
て

Ｘ
～
＆
。
．Ｓｌｄｌ
¥
．ａ
　
。

た
。
唯
、
見
せ
し
め
的
で
普
段
の
私
な
ら

な
い
だ
ろ
う
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
っ
た
。

少
々
冷
静
さ
、
慎
重
さ
を
欠
い
た
か
な

れ
た
よ
う
な
痕
が
残
っ
て
い
た
。
学
年
主
任

と
は
因
果
な
仕
事
だ
な
と
思
い
な
が
ザ
、
こ

の
事
を
知
っ
て
い
る
の
は
私
と
も
う
一
人

し
か
い
な
い
の
だ
と
心
の
奥
へ
仕
舞
っ
て

来
た
、
遠
い
昔
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

人
生
の
あ
る
時
期

に
３
年
間
を
共
に
過

ご
し
た
こ

と
は
。偶
然
の
出
会
い
”
と
は
言

え
、
そ
の
事
実
は
大
き
く
重
い
事
の
よ
う

だ
。
そ
れ
へ
の
思
い
が
出
席
要
請
、
原
稿
依

頼
に
応

じ
よ

う
と
す

る
大
き
な
動
機

に

な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。



名
も
な
き
道
を
説
く
な
か
れ

記
憶
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
1
9
8
6

年
は
一
高
が
総
合
選
抜
４
校

に
な
っ
て
数

年

が
経

っ
て
い
た
頃
で
、
私

に
と

っ
て
は

甲
府
一
高
の
最

後
の
学
年

担
任

の
年
で

あ
っ
た
。
一
高
祭
の
フ
ァ
イ
ア
ー
ス
ト
ー
ム

に
弓

道
部
員
に
よ
る
火
の
矢
に
よ
る
点
火

が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で

に
古
い
校
舎
、
音
楽
堂
、
武
道
場
、
講
堂
、
体

育
館
と
次

々
に
あ
っ
と
い
う
間
に
壊
さ
れ

て
な
く
な
っ
た
現
場
を
見
て
き
て
、
今
で

も

そ
の
光
景

を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
一
昨
年
か
ら
、
3
0年
ぶ
り
に
理
科

の
非

常
勤
講
師
と
し
て
、
甲
府
一
高
に
戻

っ
て

き
た
。
当
時
と
変
わ
ら
な
い
の
は
正
門
の

前
に
立
つ
５
本
の
イ
ト
ヒ
バ
と
生
徒
く
ら

い
の
も
の
だ
。
イ
ト
ヒ
バ
は
Ｔ
先
生
が
元
の

甲

府
中

学
、
今

の
県
庁

構
内

に
植

え
て

あ
っ
た
の
と
５
本
の
位
置
感
覚
が
違
う
と

い
っ
て
植
え
直
し
を
し
た
も
の
だ
。
時
代

は
移
り
、
新
し
い
校
舎
を
象
徴
す
る
よ
う

に
当
時
の
生
徒
が
教
師
と
し
て
帰
っ
て
き

て
頑
張

っ
て
い
る
姿
は
と
て
も
嬉
し
い
も

の
だ
。
生
徒
数
は
男

女
比
が
逆
転
（
４
対

５
）
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
の
生
徒
の
雰
囲

気
を
今
も
残
し
て
い
る
（
特

に
女
生
徒
）
。

当
時
流
行
っ
て
い
た
歌
は
「
Ｗ
ｅ
　
ａ
ｒ
ｅ

ｔ
ｈ
ｅ
　

ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
」
だ
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
の
有
名
な
歌
手
が
こ
ぞ
っ
て
収
録
に
協

力
し
た
『
ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
と
貧
困
の
救

済
に
た
ち
あ
が
ろ
う
』
と
い
う
メ
″
セ
ー
ジ

ソ
ン
グ
だ
。

W ｅ ａｒｅ the ICHIK0 ， ｗｅ ａrｅ the childr ｅｎ， Ｗｅ

ar ｅ tｈｅ ｏｎｅs ｗ ｈｏ ｍ ａｋｅ ａ ｂｒight ｅr day So letsst

ａrt gi ｖing ， Ｔ ｈｅrｅ's ａ ｃｈｏｉｃｅ ｗ ｅ'rｅ ｍ ａｋ
ｉｎｇ ，

Ｗ ｅ'rｅ sａｖing o ｕr ｏｗn li ｖｅs ， lts tr ｕｅ ｗｅ'１１ ｍ ａｋｅ

ａ ｂｅttｅｒ day J ｕｓt y ｏｕ ａｎｄ ｍ ｅ，

と
続
い
て
い
る
。
大
学
に
こ
れ
か
ら
進
み

行
く
君
た
ち
に
向
か
っ
て
何
の
メ
″
セ
ー

ジ
も
な
い
ま
ま
一
高
の
教
壇
で
1
0年

が
た

ち
、
私
は
3
0代
半
ば
に
な
っ
た
。
私
は
、
自

分
の
未
熟
さ
や
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
を
悟
ら

れ
な
い
よ
う
に
、
ひ
た
す
ら
「
受
験
の
生

物
」
を
教
え

る
毎
日
だ
っ
た
。
日

々
教
師

と
し
て

の
利
得
や
ア
ガ
ペ
ー
を
求
め
な
が

ら
常
に
頭

に
あ
っ
た
の
は
、
島
崎

藤
村
の

「
酔
歌
」
の
一
節
に
あ
る
「
名
も
な
き
道

を
説
く
な
か
れ
」
と
い
う
く
だ
り
だ
っ
た
。

教
師
と
し
て
未
熟
で
あ
っ
た
自
分
が
何

か

か
わ
か
っ
た
。
何
で
も
で
き
る
よ
う
な
錯

覚
を
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
戒
め

だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
Ｏ

先
生
の
指
示

も
あ

り
、「
教
師
は
背
中
で
教
育
す
べ
し
」
と
い

う
話
に
感
動
し
て
校
内
の
植
栽
の
手
伝
い

を
す
る
こ
と
に
し
た
。
草
花
を
植
え
、
毎
日

の
水
や
り
を
す
る
う
ち
に
生
徒
も
手
伝
う

よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
そ
し
て
正
門

前
の

通
路
左
右
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
か
枯
れ
た
た
め

に
、
そ
こ
に
（

ナ
ミ
ズ
キ
の
苗
木
を
植
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
入
り
口
の
土
は

と
て
も
硬
く
、
穴
を
掘
る
の
に
難
儀
し
た
。

造
園
の
人
に
手
伝
い
と
指
導
を
し
て
い
た

だ
き
、
紅
白
の
（

ナ
ミ
ズ
キ
を
植
え
た
。
夏

休
み
か
近
か
っ
た
た
め
そ
の
後
の
水
や
り

に
は
と
て
も
苦
労
し
た
。
土
日

に
は
ホ
ー

ス
の
水
を
出
し
っ
放
し
に
し
て
事
務
室
か

ら
水
の
無
駄
遣
い
と
し
て
注
意
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
し

信
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

が
2
0セ
ン
チ
を
超
え
立
派
な
並
木 で て

とｊ ね私
な 直 は
っ 径 自

て
毎
朝
コ
局
生
を
迎
え
て
い
る
。
紅
葉
が

美
し

い
こ
の
通
路
を
通
る
た
び
に
、
。朝
早

く
登
校
し
て
水
や
り
を
し
な
が
ら
、
「
名

も
な
き
旅
を
行
く
な
か
れ
、
甲
斐
な
き
こ

甲府中学･甲府一高同35



11

1

1

1

1

1

］

こ

の
ご
ろ
思

う
こ

と

同
窓
会
担
当
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
在

籍
し
て
い
た
当
時
の
教
室
は
、
油
を
塗
っ
た

木
の
床
で
窓
枠
も
木
製
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。
梅
雨
時
の
教
室
は
思
い
の
ほ
か

薄
暗
く
、
後

ろ
の
席
か
ら
は
黒

板
の
文
字

が
は
っ
き
り
見
え
な
い
よ
う
な
状
態
だ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す

。
耐
用
年
数
を

過

ぎ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
今

の
校
舎

に
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
正
面

の
校
章
と
「
賛
天

地
之
化

育
」
の
文
字
版

は
、
そ
の
ま
ま
昔
の
も
の
で
す
。
先
般
、
担

当
学
年
の
皆
様
に
よ
る
予
備
的
な
会
が
持

た
れ
て

、
当

時
担
任
で
あ
っ
た
先
生
方

も

招
待
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
久
し
ぶ
り
に
、

社
会
の
中
心
力
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
卒

業
生
に
お
目
に
か
か
り
、
活
力
脹
る
様
子

に
、
大

い
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
と
こ

ろ

で
す
。

話
し
か
わ
っ
て
、
平

成
2
3年
の
東
日
本

大
震
災
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に
ま

だ
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
大
き

な
地
震
で
し

た
か
ら
、
地
震

に
伴
う
災
害

が
大
き
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自
然
へ
の
畏

怖
と
し
て
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
私
か
「
そ
ん
な
馬

鹿
な
！

」
と

思

っ
た
の
は
、
津
波
に
よ
る
原
子
力
発

電

所
の
事
故
で
し

た
。
原
子
力
利
用
の
現

場

に
お
い
て
は
、
万
が
一
の
事
故
も
起
き
て
は

な
ら
な
い
の
は
、
担
当
す
る
科
学
者
は
も

ち
ろ
ん
、
国
民
全
体
が
承
知
し
て
い
た
は

ず
で
す
。
海
水
に
よ
る
水
没
で
緊
急
用
発

電
機

の
機
能
が
失
わ
れ
、
冷
却
水
が
注
入

で
き
ず
に
炉

心
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を
防

止

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
原
子
炉
を
包

む
建
物
の
圧

力
上
昇

を
避
け
る
た
め
の
、

排
気
ベ
ン
ド
の
作
動
も
不
十
分
で
、
原
子

炉

の
建
物

が
爆
発
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

想
定
外
の
津
波
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
科

学
者
の
言
い
訳

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
想
定
外

を
克
服
す
る
の
が
科

学
の
力
な
の
で

は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
科
学
力

は
、
世
界

的
に
も
信
頼
で
き

る
レ
ベ
ル
に

あ
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。こ
の
事

故
の
以
前
に
、
ロ
シ
ア

ー
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
事
故
の
こ
と
は
大

き
く
報
道
さ
れ
、
そ
の
事
故
の
深
刻
な
こ

と
は
、
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

ま
さ
か
、
日
本
で
こ
の
よ

う
な
事
故

が
起

こ

る
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
は
こ

の
こ
と
を
契
機

に
、
「
世

の
中
少

し
変
だ

ぞ
」
と
意
識
し
始
め
た
の
で
す
。

そ
し
て
最
近
、
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
、
不
適
切
な
完
成
車
安
全
検
査
、
金
属
素

材
メ
ー
カ
ー
の
規
格
に
関
す
る
粗
雑
な
品

質
管
理
。
こ
れ
ら
の
事
案
は
、
今
ま
で
の
社

会
的
信

頼
を
裏
切

る
大
企
業
の
所
業
で

す
。
日
本
製
品
に
対
す
る
信
頼
が
、
大
き
く

損
な
わ
れ
る
出
来
事
で
す

。
こ
の
よ
う
に
、

い
ま
ま
で
疑
う
こ
と
な
く
受
け
入
れ
て
い

た
こ
と

が
、
否
定
さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
工
業
規
格
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
や

食
品

規
格

の
Ｊ
Ａ
Ｓ

に
つ
い
て
も
、
疑
い

始
め
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
気
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
国
の
財
政

に
つ
い
て
で
す
。
平
成
2
9
年
の
時
点
で
国

の
借
金
は
１
千
兆
円

に
達
し
て
い
る
と
い

う
の
で
す
。
国
民
一
人
が
8
0万
円
以
上
の

借
金
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
そ
う

で
す
。
こ
れ
の
解
消
の
た
め
の
国
の
政
策
は

有
る
の
で
し
ょ
う
か
。
数
年
前
か
ら
巷
で
声

高
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
、
日
本
人
の
品
格

と

か
、
政
治
家

の
政
治
力
が
低
下
し
て
き

た
の
か
な
ど
と
も
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

３
年
３
組
担
任

斉

日
本
社
会
の
平
和
に
埋
没
し
て
、
人
間
性

と
か
社
会
性
が
劣
化
し
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
、
と
て
も
心
配
で
す
。
　
　
　
　
　
　

】

今
年
同
窓
会
の
当
番
に
当
た
っ
て
い
る

皆
さ
ん
は
、
社
会
に
お
い
て
ち
ょ
う
ど
中
堅

の
実
力
の
世
代
、
そ
し
て
多
分
野

に
お
け

る
リ
ー
ダ
ー
の
世
代
で
す
。
原
発

の
問
題

や
、
国
の
借
金
の
処
理
に
つ
い
て
は
い
是
非

も
な
く
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。
今
の
世
代
の
負

の
が

項

を
、
皆
さ
ん
の
世
代

に
お
任
せ
し
乙一
し
ま

う
の
は
、
な
ん
と
も
申
し
訳

な
い
偲
い
で

す
。
と
は
言
え
、
今
回
の
同
窓
会
担
当
の
皆

さ
ん
が
、
社
会
に
お
い
て
大
い
に
活
躍
さ
れ

る
こ
と
、
平
和
な
世
界
が
続
く
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　
ゴ
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私
は
昭
和
5
8年
４
月
に
峡
北
高
校
（
現

在
の
北
杜
高
校
）
か
ら
甲

府
一
高
に
異
動

に
な
り
ま
し

た
。
峡
北
高
校
で
は
２
年
生

の
担
任
だ
っ
た
の
で
、
３
年
生
に
持
ち
上

が
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た

め
、
甲
府
一
高
へ
の
異
動
は
私
に
と
っ
て
不

本
意
な
異
動
で
あ
り
ま
し
た
。

甲
府
一
高
で
は
Ｉ

学
年
に
配
属
さ
れ
７

組
の
担
任
と
な
り
ま
し
た
。
入
学
式
の
後
、

ク
ラ
ス
で
保
護
者
と
生
徒
を
前
に
し
て
自

己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
「
甲
府
一

高

は
県
下

一
の
伝

統

校
で
す

が
、
私

に

と
っ
て

は
家

か
ら
2
9キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
僻
地
校
だ
」
と
思
わ
ず
言
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
家

か
ら

遠
く
て
通
う
の
が
大
変

だ
と
の
意
味
で
し
た
が
。
僻
地
校
と
い
う

言
葉
が
一
人
歩
き
し
て
話
題

に
な
っ
た
と

聞

い
て
い
ま
す
。
こ
の
７
組
に
は
明
る
く

活
発
な
生
徒
が
多
く
、
楽
し
い
ク
ラ
ス
で
、

山
梨
で

開

催

さ
れ
た
、
か
い
じ

国
体

の

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で
優
勝
し
た
女
生
徒
も
在

籍
し
て
い
ま
し
た
。

翌
年
は
国
立
文
系
の
２
年
４
組
女
子

ク

ラ
ス
の
担
任
と
な
り
ま
し
た
。
韮
崎
高
校

に
勤
務
し
た
と
き

に
３
年
生
の
女
子
ク
ラ

思

い
出
す
ま
ま
に

３
年
―
組
担
任

島

口

邦
昭

た
、
私
が
推
薦
し

た
峡
北
高
校
時
代
の
優

秀
な
教
え
子
に
決
ま
り
ま
し
た
。
二
≒

甲
府
コ
局
勤
務
は
４
年
と
短
い
も
の
で

し

た
が
、
沢
山
の
教
育
熱

心
で
優
秀
な
先

生
方
と
知
り
合
う
こ
と

が
で
き
ま
七
た
。

そ
の
後
も
私
の
長
い
教
員
生
活

を
通
じ
何

か
と
親
し
く
し
て
い
た
だ
き
、
今
で
も
そ

｛

の
絆

は
貴

重
な

財
産
と
な
っ
て

お
雇

ま

す
。
私
の
母
方
の
祖
父
・
清
水
鉄
次
郎
が
修

身
の
教
員
と
し
て
甲
府
中
学
に
勤
め
た
ぶ

と
が
あ
る
の
で
。
今
で

は
祖
父
と
同
じ
学

校
に
勤
務
で
き
た
幸
せ
を
か
み
し
め
て

お

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
準

場

に

立

っ
て

活

躍

し

、
人

生

で

一

番

脂

の

ふ

乗

っ
た

充

実

し

た

日

々

を

送

っ
て

い

る

こ
　

作

と

と

思

い

ま

す

。
こ

の

度

、
甲

府

一

高

同

窓
　

｀

会

総

会

を

成

功

さ

せ

る

た

め
の

準

備

を

す

る
中

で

、
同

窓

意

識

が
強

固

に

な

る

と

と

づ一一・

も

に

皆

さ

ん

の

友

情

か

さ

ら

に
一

層

深

ま

り

ま

す

こ

と

を

願

っ
て

お
り

ま

す

。

甲府－甲府中学

ス
を
担
任
し
た
こ
と
か
あ
り
ま
し
た
か
、

そ
の
と
き
は
結
婚
し
て
１
年
目
で
2
9才
と

若
く
女
生
徒
の
扱
い
に
も
な
れ
な
く
て
大

変
苦
労
を
し
ま
し
た
。
今
回
は
4
1才
と

な
っ
て
い
た
の
で
余
裕
で
担
任
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
も
女
子
ク
ラ
ス

に
あ
り
か
ち
な
対
立
や
揉
め
ご
と
も
な

く
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
個
性
豊
か
な
集
団

で
し
た
。
３
年
生
ま
で
持
ち
上
が
り
ま
し

た
。
学
園
祭
で
は
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い

る
者
も
、
し
て
な
い
者
も
一
緒
に
な
っ
て

準
備
に
没
頭
し
、
大
学
受
験
は
大
丈
夫
か

な
と
心
配
に
な
る
く
ら
い
燃
え
ま
し
た
。

学
園
祭
を
通
じ
て
達
成
感
を
味
わ
い
、
ク

ラ
ス
の
連
帯
と
帰
属
意
識
を
高
め
ま
し

た
。
山
梨
県
高
等
学
校
英
語
暗
唱
弁
論
大

会
の
暗
唱
の
部
で
、
英
和
高
校
の
生
徒
を

お
さ
え
て
優
勝
し
た
英
語
の
得
意
な
生
徒

も
い
ま
し
た
。

２
年
目
か
ら
は
係
文
掌
が
生
徒
指
導
係

と
な
り
３
年
間
副
主
任
を
し
ま
し
た
。
生

徒
指
導
主
任
と
な
っ
た
先
生
方
は
毎
年
教

頭
と
し
て
昇
任
し
ま
し
た
の
で
３
人
が
替

わ
り
ま
し
た
。
い
つ
し
か
生
徒
指
導
係
の

内
容
等
に
も
っ
と
も
詳
し
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
早
朝
の
登
校
指
導
や
無
許
可
単
車

通
学
の
取
締
り
、
校
舎
内
外
で
の
喫
煙
補

導
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

先
生
方
の
中

に
は
、
他

の
高
校
で
一
緒

に
勤
め
た
先
生
も
何
人

か
い
ま
し
た
。
学

年
主
任
の
高
見
渾
稔
先
生
は
私
か
新
卒
で

母
校
峡
北
高
校

に
勤
務
し
た
時
に
、
同
じ

１
年

生

の
担
任
と
し
て
机

を
並

べ
ま
し

た
。
教
員
と
し
て
の
イ
ロ（

を
教
え
て
い
た

だ
い
た
先
生
で
し
た
の
で
大
変
心
強
く
感

じ

た
も
の
で
し

た
。
甲
府
一
高
最
後
の
年

に
は
、
望
月
正

広
先
生
が
校
長
と
し
て
着

任
し
ま
し
た
。
都
留
高
校
で
は
１
年
目
に

は
進
路
指
導
室
で

ご
一
緒
し
、
翌
年
は
Ｉ

学
年
主
任
の
先
生
と
担
任
で
あ
る
私
は
机

を
並
べ
ま
し
た
。

甲
府
一
高
は
生
徒
も
先
生
方
も
文
武
両

道
を
旨
と
す
る
校
風
を
良
く
実
践
し
雰
囲

気
も
良
か
っ
た
の
で
、
学
年
末
の
人
事
異

動
で
転
出
希
望
を
出
す
先
生
は
毎
年
ほ
と

ん
ど
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
か
韮
崎
高
校

へ
異
動
し
た
昭
和
6
2年
も
転
出
希
望
を
出

し
だ
の
は
私
を
含
め
て
２
人
だ
け
だ
っ
た

と
記

憶
し
て
い
ま
す
。
私
の
後
任
は
郡
内

の
高
校
で
４
年
間

の
僻

地
勤
務
を
終
え



も
求
め
ら
れ
ス
ト
レ
ス
も
正
直
あ
っ
た
。
人

に
任
せ
て
お
け
な
い
と
ば
か
り
に
、
昼
の
Ｓ

予
想
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

統
」
を
現
代
の
生
徒
の
教
育
に
ど
う
生
か

43 ど 修
難

前

難

私
か
甲
府
一
高
を
卒
業
し
た
の
は
1
9
6
2

年
。
有
難
く
も
母
校
の
教
員
と
し
て
1
9
7
8

年
か
ら
1
9
8
6

年
ま
で
８
年

間

勤
務

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
畏

れ
多

く
も
母
校
の
管
理
職
と
し
て
2
0
0
1

年

か
ら
2
0
0
4

年
ま
で
３
年
間
在
職
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
思
い
出

は
尽
き
な
い
が
、
特
に
甲
府
一
高
の
「
百
周

年
記
念
誌
」
の
執
筆
委
員
の
一
人
に
な
り
、

大
島
正
健
校
長

の
頃
を
担
当
執
筆
さ
せ
て

も
ら
っ
た
の
は
良
き
想
い
出
で
あ
る
。
貴
重

な
経
験
で
あ
っ
た
。

1
9
8
6

年
（
昭
和
6
1）
３
月
の
卒
業
生

を
送
っ
た
の
は
3
1年
前
に
な
る
。
こ
の
年
度

の
生
徒
は
、
１
年
次
か
ら
３
年
次
ま
で
３

年
間
の
お
付
き
合
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
度

の
学
年

の
ス
タ
ッ
フ
は
一
高
へ
来
ら
れ
て

間
も
な
い
先
生
方
が
多
か
っ
た
よ
う
に
記

憶
し
て
い
る
。
１
年
次
の
愛
宕
山
宿
泊
研
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第
１
３
８
周
年
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高

同
窓
会

の
開
催
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

。
テ
ー
マ
「
想
い
、
未
来
に
紡
ぐ
～

桜
の
誇
り
、
四
葉
の
望
み
～
」
に
、
甲
府
中

学
か
ら
甲
府
一
高
へ
と
連
綿
と
続
い
て
き

た
歴
史
・
伝
統

の
重
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
ま
す
。

私
は
昭
和
5
8（
1
9
8
3

）
年
か
ら
６
年

間
（
最
後

の
１
年
は
中
国
四
川
大
学
で
日

本
語
指
導
）
甲
府
一
高
に
お
世
話

に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
間
お
二
人

の
校
長
先
生
に

仕
え
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
村

鉄
夫
先
生
と
望
月

政
廣
先
生
で
あ
り
ま

す
。
山
村
先
生
と
は
同
じ
年

の
赴
任
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
先
生
は
着
任

式
か
何
か
の
折
に
全
校
生
徒
を
前
に
、

春
風
や
闘
志
い
だ
き
て
丘
に
立
つ

高
浜
虚
子

の
句
を
引

い
て
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
今
も

そ
の
事
が
懐

か
し
く
想
い
出
さ
れ
ま
す
。

望
月
先
生
に
は
Ｉ
学
年
の
主
任
と
し
て
ご

指
導
を
、
時
に
は
厳
し
い
ご
指
導
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

生
き
る
こ
と
は
一
と
筋
が
よ
し
寒
椿

五
所
平
之
助

往
時
茫

々

思

い
出
す
ま
ま
に
Ｉ

窓
会
を
寿
ぐ
内
容
か
と
考
え
ま
す
。

さ
て
、
第
１
３
８
周
年
同
窓
会
の
当
番

幹
事
の
皆
さ
ん
、
皆
さ
ん
と
は
昭
和
5
9（
1
9
8
4

）
年

か
ら
３
年
間

の
お
付

き
合
い

で
、
学
級
担
任
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

個
性
豊
か
な
皆
さ
ん
と
共

に
３
年
間
、
私

も
そ
れ
な
り
に
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の

か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
学
年
主
任

は
高

見
洋
稔
先
生
で
、
先
生
に
は
多
方
面
に
わ

た
っ
て
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

甲
府
コ
局
勤
務
ま
で
、
私

は
ど
ち
ら

か

と
言
う
と
い
わ
ゆ
る
町
場
の
学
校
勤
め
を

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
初

め

て
の
町
な
か
の
学
校
が
、
質
実
剛
健
、
自
主

自
律
、
日
に
新
た
を
標
榜
す
る
甲
府
一
高

で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
″
ク

を
受
け
る
の
も
当
然
の
事
の
よ
う
に
思

わ

れ
ま
し
た
。
学
級
担
任
の
最
初
は
１
年
１

組
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

お
り
ま
す

。
「
甲

府
一
高
一
学
年
一
組
、
出
席
番
号
一
番
」
な

ど
と
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
よ
く
言
っ
て
い

た
も
の
で
し
た
。
教
科
は
国
語
で
し
た
が
、

勉
強
せ
え
、
勉
強
せ
え
と
ば
か
り
言
っ
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

Ｓ
年
６
組
担
任

斉
藤

幸
三

部
活
動
で
は
（

ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
顧
問

を
専
門
の
千
野
恒
夫
先
生
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
千
野
先
生

に
指
導
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
素
人
の
私
は
女
子
と
共

に

（

ン
ド
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
総

合
体
育
大
会
で
Ｉ
、
２
回
戦
勝
っ
て
３
回

戦
は
総
体
２
日
目
、
こ
の
２
日
目

と
い
う
の
は
部
員
た
ち
に
と
っ
て
。もμ こ

顧 公

間 欠

の
私
に
と
っ
て
も
愉
快
な
こ
と
で
し
た
。
｛

ま
だ
ま
だ
想
い
出
さ
れ
ば
な
ら
ぬ
、
書

か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
沢
山
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
強
行
遠
足
、
卒
業
後

の
進
路
、

個
人
的

に
は
自
宅
の
焼
失
な
ど
な
ど
。
甲

府

コ
局
は

私

の

教

員

生

活

に

豊

か
な

彩

り

軋

ｓ
ａ
ｉ
　
　
　ｊ

Ｘ
　ａ

を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。
何
も
か
も
ひ
っ

く
る
め
て
甲
府
コ
局
に
、
そ
し
て
第
１
３

８
周
年
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
同
窓
会
当

番
幹
事
の
皆
さ
ん
に
栄
え
あ
れ
と
記
し
て

筆
を
掴
く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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１３８周年 甲 府中 学・甲 府

こ
の
句
は
望
月
先
生
が
先
生
方
の
あ
る
会

で
の
挨
拶
で
引
用
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時

強
烈
な
印
象
を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

お
二
人
の
校
長
先
生
の
引
か
れ
た
二
つ

の
俳
句
は
、
教
員
と
し
て
も
人
間
と
し
て

も
若
く
未
熟
だ
っ
た
私

に
、
後

に
肥
や
し

と
な
っ
て
じ
わ
じ
わ
と
効
い
て
き

た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

も

う
一
句
。
同
窓
会
と
い
う
と
き
ま
っ

て
想
い
出
さ
れ
る
作
品
に
、

と
も
ど
も
に
月
日

ぱ
る
け
き
小
春
か
な

飯
田
龍
太

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
句
に
は
「
卒
後
五
十

周
年
、
同

窓
諸
友
の
求
め
に
」
と
い
う
前

書
き
が
付

い
て
い
ま
す
。
言
わ
ず
も
が
な

の
事
で
す
が
、
龍
太
先
生
は
甲
府
中
学
の

同
窓
生
。
昭
和
1
3（
1
9
3
8

）
年

に
卒
業

さ
れ
て
い
ま
す
。〈
卒
後
五
十
周
年
〉
と
い

う
と
昭
和
6
3（
1
9
8
8

）
年
、
龍
太
先
生
6
8

歳
の
頃

の
こ

と
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
一

句
は
、
中
学
卒
業
後
永
い
月
日
を
皆
元

気

に
過
ご
し
て
き
た
こ

と
だ
。
ぽ
か
ぽ
か
と

暖

か
い
初
冬
の
小
春
日
和
が
そ
の
こ
と
を

祝
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ
と
い
っ
た
同



｜

･

i

l

３
年
７
組
と

甲
府
一
高
の
こ
と

「
３

年

７

組

の
こ

と
」

昭

和
6
0
年

４

月

、
母

校

で

あ

る
甲

府

一

高

に
赴

任

し

、
担

任

と

な

っ
た

の
か

３

年

７

組

で

し

た

。
自

分

も

生

徒

た

ち

も

、
ま

っ

た

く

の

初

対

面

同

士

と

い

う

こ

と

で

す

が
、

新

入

生

と

の

初

対

面

同

士

と

は

違

い

ま

す

。
こ

れ

ま

で

２

年

間

の

高

校

生

活

を

経

験

し

て

き

た
1
7
歳

の

若

者

と

し

て

の
思

慮

も

あ

る
生

徒

た

ち

で
す

。

生

徒

は
4
4
名
（

男

子
2
1
名

、
女
子
2
3
名

）
、

担

任

か
ら

見

る

と

Ｉ

対
4
4
、
し

か
し

、
生

徒

か

ら
見

る

と

１

対

１

で

あ

る

と

い
う

関

係

を

忘

れ

な

い
よ

う

に

し

ま
し

た

。
そ

の
た

め

に
、
で

き

る

だ

け

早

く

生

徒

た

ち

の
名

前

と

顔

を

一

致

さ

せ

る

よ

う

努

力

し

ま

し

た

。
数

日

は

顔

写

真

を
見

続

け

ま

し

た

。

既

に
２

年

間

生

徒

だ

ち

と

接

し

て

き

た

先

輩

の

先

生

方

か

ら

、
７

組

の

生

徒

の

い

ろ

い

ろ

な

情

報

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。
男

子

生

徒

の

情

報

が

多

か

っ
た

よ

う

に
思

い

ま

す

。
あ

り

か

た
い

こ

と

で

し

た

が
、
そ

の

情

報

を

も

と

に
生

徒

た

ち

を
見

る
こ

と

は

し

ま

せ

ん

で

し

た

。
白

紙

の

関

係

か
ら

出

発

し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
こ
の
こ

と
は

初
め
に
生
徒
た
ち
に
も
話
し
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
も
私

の
反
応
を
試

し
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
家
庭
謹
慎

に
な
り
そ
う
な
秘
密
に
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
も
打
ち
明
け
て

く
れ
ま
し
た
。
秘
密
の
共
有
で
す
。

わ
ず
か
１
年
間
の
生
徒
だ
ち
と
の
関
係

で
、
７
組
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
担
任
と

し
て
の
私
か
ど
ん
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か

知

る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
卒
業

直
後
、
何
人
も
の
男
子
生
徒
が
自
宅
に
来

て
く
れ
た
こ
と
、
同
級
生
同
士
の
結
婚
の

仲

人
を
務

め
さ
せ

て
も
ら
っ
た
こ

と
な

ど
、
７

組
の
担
任
で
あ
っ
た
こ
と
と
し
て

忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

昨
年
、
同
級
会
が
あ
り
招
待
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
人

数
は
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し

た
が
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
人
格

を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
満

た
さ
れ
た
思

い
を
抱
い
て
懐
か
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
甲

府
一
高

の
こ

と

」

昭
和
3
5年
３
月
に
卒
業
し
て
か
ら
2
5年

ぶ
り
に
一
高
の
校
門
を
く
ぐ

る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
正

面
か
ら
見

る
本
館
の
眺
め

は
当

時
の
ま
ま
で
し
た
。
教
師
と
し
て
の

就
任
期
間
は
昭
和
6
0年
か
ら
の
９
年
間
で

し

た
。
こ
の
間

の
出
来
事
で
印
象
的
な
こ

と
か
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
強
行
遠
足
の
こ

と
で
す
。
多
く

の
一
高
の
卒
業
生
が
思

い
出
と
し
て
語
る

の
が
強
行
遠
足
の
こ
と
で
す
が
、
私

の
場

合
は
因

縁
と
も
言
え

る
よ
う
な
こ

と
で

す
。
私
の
高
校
時
代
と
現
在
と
で
は
コ
ー

ス
、
ゴ
ー
ル
の
あ
る
な
し
、
交
通

事
情
な

ど
、
条
件
も
状
況
も
違
い
は
あ
り
ま
す
。
高

校
時
代
、
長
い
伝
統
を
も
つ
強
行
遠
足
は

こ
れ
ま
で
中
止
が
た
っ
た
１
度
し
か
な
い

と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
高
校
３
年

の
時
、
２
度
目
の
中
止

に
遭
遇
し
ま
し
た
。

台
風

に
よ
る
県
内
の
甚
大
な
被
害
の
結
果

で
し
た
。
３
度
目
は
一
高
に
在
職
中
で
天

候
不
順
に
よ
る
中
止
で
し

た
。
こ
の
中
止

は
納
得
で

き
な
い
生

徒
た
ち
が
歩
き
始

３
年
７
組
担
任

荻

衣一
二
｝・肩

欄

濁

め
、
そ
れ
を
支
援
す
る
保
護
者
た
ち
も
い

て
、
後
日
、
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。
生

徒
で
あ
っ
た
時
と

遭

遇

し

た
の

は
不

思

議

な

因

縁

で
す

。
庶
４
‐
1
1
1

2

つ
目

は

少

年

時

代

の

憧

れ

で

あ

り

懐

か
し

い

本

館

の

解

体

に

立

ち
会

え

七

こ

λ

が
日
々
形
を
失
っ
て
い
く
の
を
見
る
ご

と

は
寂
し
い
こ
と
で
し
た
。
あ
の
薄

内
と
東
西
の
狭
い
階
段
は
Ｉ
高
の

の
も
の
で
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員

の
も
の
で
し
た
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
役
員

の
方
々

と
相
談
し
、
本
館
の
模
型
を
残
す
ご
と
に

し
た
の
も
こ
の
時
で
す
１
　
　
　
　
４

新
し
い
校
舎
は
明
る
く
い
か
に
も
近
代

的
な
感
が
あ
り
ま
し
た
。
多
目
的
使
用
の

室
の
名
称
を
決
め
る
と
き
、
当
時
は
カ
タ

カ
ナ
の
名
称
が
流
行
し
て
い
た
の
で
す
が
、

日
本
語
の
名
称
に
し
て
く
れ
る
よ
う
意
見

を
述
べ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

今
と
な
っ
て
一
高
を
思
い
出
す
と
き
、
い

ち
ば
ん
先
に
浮
か
ん
で
く

る
の
は
、
校
章

の
輝
く
正
面
か
ら
見
る
本
館
の
姿
で
す
。

の･ 歴 。､､暗

方 史 い

々 そ 館
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第
１
３
８
周
年
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高

同
窓
会

総
会

の
開
催
、
誠

に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
6
1年
卒
業
生
の

皆
さ
ん
、
当
番
幹
事
ご
苦
労
様
で
す
。
総
会

の
成
功
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
私
は
、
一
高

に
1
0年
間

勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
３
学
年
の
担
任
を
４
回
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
回
は
私
の
近
況
と

当
番
幹
事
の
皆
さ
ん
と
過
ご
し
た
３
年
間

の
自
分
の
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
記
憶
を
美
化
し
て
い
る

点
や
曖
昧
な
点
な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
）

中
富
伝
説
破
れ
た
り

－

近
況
と
あ
の
頃
の
自
分
の
こ
と
Ｉ

青
年
教
師
だ
っ
た
私
も
、
定
年
退
職
後
、

３
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
は
、
家
庭
菜
園

程
度
の
農
業
と
ゴ
ル
フ
と
旅
行
を
楽
し
み

に
余
生
を
送
っ
て
い
ま
す
。
農
業
は
、
先
祖

代

々
の
土
地
を
耕
作
放
棄
地
に
し
て
お
く

わ
け
に
も
い
か
ず
、
再
就
職
を
断

っ
て
始

め
ま
し
た
。
微
農
薬
を
基
本
に
、
花
と
野
菜

を
ほ
ん
の
少
し
、
妻
の
名
で
「
道
の
駅
と
よ

と
み
」
に
出
荷
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す

。

３
年
８
組
担
任

中
込

富
夫

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
強
行
遠
足
の
時
の

３
年
８
組
の
垂
れ
幕
の
言
葉
で
す

。
彼
ら

の
認
識
で
は
過
去
２
年
間
、
私
の
ク
ラ
ス

の
完

走
率
は
低

か
っ
た
。
そ
の
歴
史
を
覆

す
）
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
（
教
師
）
が
生
き

る
」
と
い
う
こ
と
教
え
ら
れ
た
体
験
で
し

た
。
そ
の
他
に
も
、
８
組
は
進
路
面
で
も
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
現
役
で
進
学
・
就
職
を

決
め
て
く
れ
ま
し
た
し
、
部
の
方
は
ぶ
年

の
時
、
高
校
総
体
で
ベ
ス
ト
４
に
ま
で
進

出
し
て
く
れ
、
私
を
後
押
し
し
て
く
れ
ま

し
た
。

今
思
え
ば
、
私
自
身
な
に
が
で
き
た
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
教
師
と

し
て
の
ス
タ
ン
ス
が
見
え
始
め
て
き
た
の

が
こ
の
時
期
で
し
た
。
そ
の
意
味
で
思
い

出
深
い
３
年
間
で
す
。

教
員
生
活
８
年
目
で
し
た
。

甲府一高同

赤
字
経
営
で
す
。
ゴ
ル
フ
は
、
仲
間
と
の
親

睦
が
主

の
下
手

の
何
と

か
で
す
の
で
、
こ

こ
で
は
こ
れ
以
上
書
け
ま
せ
ん
。
旅
行
は
、

子
ど
も
も
一
人
前
に
な
っ
た
の
で
、
「
不
為

児
孫
買
美
田
」
と
決
め
て
、
元
気
な
う
ち

に
厳
し

い
と
と
こ
ろ
を
と
い
う
こ
と
で
、

一
昨
年
は
チ
ベ
ッ
ト
側
5
4
0
0
m

か
ら
、

昨
年
は
ネ
パ
ー
ル
の
3
8
0
0
m

か
ら
ヒ

了
フ
ヤ
を
眺
め
て
き
ま
し
た
。
次
は
サ
（

ラ

砂
漠
で
駱
駝
に
乗
り
た
い
な
、
な
ど
思
っ
て

い
ま
す
。
健
康
な
う
ち
に
と
思
い
、
少
し
の

無
理
と
わ
か
ま
ま
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

一
高

の
思

い
出
（

最

初

の
３

年

間

）

私
は
、
当
番
幹
事
の
皆
さ
ん
が
入
学
さ

れ
た
年
に
、
2
8歳
で
、一
高
に
赴
任
し
ま
し

た
。
当
時
は
、
教
員

の
仕

事
か
自
分
に
は

合
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
悩
ん
で

い
ま
し

た
。
今
思
え
ば
私
か
わ
が
ま
ま
で

要
領
が
悪

か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す

か
、
居

心
地

の
悪

い
日
々
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
例
え
ば
、
赴
任
し
て
す
ぐ
、
部
で
不

祥
事
が
あ
り
ま
し

た
。
生
徒
は
被
害
者
で

し
た
か
、
あ
る
先
輩
の
先
生

か
ら
「
内

々

に
処
理
す
る
の
が
顧
問
の
力
だ
」
と
面
と

向
か
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
と

学
園
祭
の
準
備
を
し
て
い
て
別
の
先
生
に

呼
び
出
さ
れ
「
学
園
祭
は
生
徒
が
や
る
も

の
だ
」
と
言
わ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
そ
の

上
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
ア
ン
テ
ナ
を
付
け

た
赤
い
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
車
に
乗
っ
て

い
た
の
で

、
校
長
室
に
呼
ば
れ
「
君
は
暴

走
族
か
い
」
と
言
わ
れ
る
始
末
で
し

た
。

学
年
主
任
の
高
見
渾
先
生
に
も
「
中
込
さ

ん
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
、
頑
張
っ
て
い
る

か
ら
生
徒
と
一
緒
に
進
級
さ
せ
よ
う
」
な

ど
と
冗
談
半
分
に
言
わ
れ
な

が
ら
、
何
と

か
３
年
８
組
の
担
任
に
な
れ
た
と
い
う
状

況
で
し
た
。
教
員

に
な
り
た
く
て
な
っ
た

の
で
す
が
、
こ
の
状
況
が
続
け
ば
、
辞
め
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
３
年
８
の
１
年
間
が
終
わ
っ

た
後
、
事
態
は
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
私
自
身
成
長
し
た
と
い
う
実
感
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
教
師
を
続
け
る
か

ど
う
か
の
迷
い
は
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
契
機
の
１
つ
と
な
っ
た
の
が
表
題

の
「
中

富
伝

説

破
れ

た
り
」
だ
っ
た
と



ｽ１゙

私
か
甲
府
一
高
に
在
職
し
た
の
は
、
1
9
8
0

（
昭
和
5
5）
年
４
月
か
ら
1
9
9
1

（
平
成
３
）
年
３
月
ま
で
の
Ｈ
年
間
、
ち
ょ

う
ど
、
3
0代
の
後
半
か
ら
4
0代
の
後
半
に

か
け
て
で
、
3
0余
年
経
ち
、
7
2歳
と
な
っ
た

今
思
え
ば
、
教
員
と
し
て
、一
番
充
実
し
て

い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

教
え
て
い
た
教
科
が
、
社
会
科
・
日
本
史

だ
っ
た
の
で
、
主
に
３
年
生
、
２
年
生
を
担

当
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
1
9
8
6

（
昭
和
6
1）
年
卒
の
君
た
ち
と
は
、
日
本
史

の
授
業
を
通
し
て
、
ま
た
、
３
年
９
組
の
担

任
と
し
て
１
年
間
の
付
き
合
い
だ
っ
た
か

と
思
う
。

3
0余
年
前
の
君
た
ち
は
…
を
思
い
出
そ

う
と
自
宅
の
一
高
時
代
の
段
ボ
ー
ル
を
開

け
て
み
た
ら
、「
1
9
8
5

年
度
・
３
の
９

ク
ラ
ス
ノ
ー
ト
」
が
出
て
き
た
。
ノ
ー

ト
の

最
初
は
、
１
番
の
石
川
充
君
の
「
コ
ロ
ン
ブ

ス
が
卵
を
お
っ
た
て
る
ず
っ
と
前
か
ら
、
物

事
を
最
初
に
始
め
る
こ
と
は
難
し
か
っ

た
」
の
書
き
出
し
で
始
ま
り
、「
高
倉
健

さ

ん
が
か
っ
こ
い
い
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
な

か
な
か
読
ま
せ
る
文
章
で
あ
る
。

Ｉ

・

Ｉ

甲
府
一
高
と
私

そ
し
て
、
石
橋
湛
山

以
下
、
次
の
市
川

憲
司
君
か
ら
・・・
4
5番

の
渡
辺
春
美
さ
ん
ま
で
、
だ
い
た
い
が
Ｉ

人
１

ペ
ー

ジ
だ
が
、
中

に
は
、
絵

も
入
れ

て
、
３

ペ
ー
ジ
も
書
き
連
ね
る
達
筆
家

も

い
る
。
自
己
紹
介
や
進
路
の
こ
と
、
勉
強
が

思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
悩
み
、
部
活
や
友

だ
ち
の
こ
と
、
強
行
遠
足
の
こ
と
等

々
、
い

ろ
い
ろ
書
い
て
あ
り
、
3
0余
年
前
の
一
高
時

代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
気
分

に
な
る
。
同
窓
会
当
日
、
ノ
ー

ト
を
持
っ
て

い
く
の
で
、
ど
う
ぞ
、一
高
時
代

の
自
分
と

対
面
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
、一
高
の
生
活
で
忘
れ
が
た
い

の
は
、
君
た
ち
を
送
り
出
し
た
年
の
1
0月
、

百
周
年
記
念
館
２
階
の
資
料
室
で
、
石

橋

湛
山
の
中
学
時
代
の
文
章
に
出
会
っ
た
（
発

見
し
た
）
こ
と
で
あ
る
。
1
8
9
5
～
1
9
0
2

（
明
治
2
8～
3
5）
年
、
山
梨
県
中
学
（
甲

府
一
高
の
前
身
）
の
生
徒
だ
っ
た
湛
山

は
、

当

時
の
『
校
友
会

雑
誌
』
に
「
石

田
三

成

論
」
「
湛
山
随
筆
」
な
ど
７
つ
の
文
章
を

執
筆
し
た
。
そ
れ
ら
の
文
章
の
、
中
学
生
離

れ
し
た
鋭
い
視
点
と
明
快
な
主
張
に
驚
き
、

以
後
、
晨
山
に
傾
倒
、『
石
橋
湛
山
全
集

』
全

1
5巻
を
買
い
求
め
て
読
み
進
め
た
。
ま
た
、

県
内
各
地
の
湛
山
に
ゆ
か
り
の
場
所
（
富
士

川
町
の
昌
福
寺
、
南
ア
ル
プ
ス
市
鏡
中
条

の

長
遠
寺
、
身
延
山
の
久
遠
寺
等
）
を
訪
ね
、

資
料
を
集
め
る
な
ど
、
今
日
に
至
る
、
湛
山

と
の
長
い
つ
き
あ
い
が
始
ま
っ
た
。

石
橋
湛
山
は
、
一
高
出
身
で
、
札
幌
農
学

校
出
身
・
大
島
正

健
校
長
の
「
Ｂ
ｏ
ｙ

ｓ

ｂ
ｅ
　

Ａ
ｍ
ｂ
・
ｌ
ｔ
・
ｌ
ｏ
ｕ
ｓ
ｌ
」
の

薫
陶
を
受
け
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
政
治
家

（
5
5代
首
相
）
と
し
て
活
躍
し
た
人
物

と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
、
さ
ら
に

評
価

が
高
ま
り
、
「
2
0世
紀
日
本

の
言
論

界
・
思
想
界

を
代
表
す
る
稀
有
の
人
物
」

（
鴨
武
彦
元
東
大
教
授
）
「
日
本
国
憲

法
の

精
神
の
先
駆
者
」
（
松
尾
尊
兇

京
大
名
誉

教
授
）
と
ま
で
、
評
価
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
湛
山
に
つ
い
て
各
地
で
話
を

す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
、
ま
た
、
自
分
な

り

に
ま
と
め
た
も
の
を

、
1
9
9
3
（
平

成

５
）
年
に
は
『
若
き
口
の
石
橋
湛
山
』（
近
代

文
芸
社
）
、
2
0
0
8
（
平
成
2
0）
年

に
は

『
偉
大
な
言
論
人

石
橋
晨
山
』（
山
梨

日
日

新
聞
社
　
山
ロ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
と
し
て
上

３
年
９
組
担
任

梓
し
た
。
関
心
の
あ
る
方
は
お
読
み
く
だ

さ

い

。

は
、
甲
府
空
襲
の
実
相
や
甲
府
連
隊
の
歴

丿

史
、
戦
時
下
の
暮
ら
し
な
ど
、
戦
争
と
平
和
ｔ

に
関
わ
る
展
示
、
２
階
に
は
、
石
橋
湛
山

の
ｙ

生
涯
と
思
想
が
展
示
さ
れ
て
お
り
｀
全
国

唯
一
の
石
橋
湛
山
資
料
館
と
し
て（

県
内

は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
各
地
か
ら
見
学
者

が

Ｉ

ま
た
、
2
0
0
7
年
５
月
に
は
、
甲
府
市

朝
気
―
丁
目
に
、
８
０
０
人
に
上

る
有
志

の
寄
付
・
浄
財
で
、
民
立
民
営
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
・
山
梨
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
～
石
橋

湛
山
記
念
館
が
開
館
し
た
。
そ
の
Ｉ
階
ド

訪
れ
、
こ
の
1
0年
間
で
１
万
５
千
人

を
超

え
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申

ご

開
館
前
か
ら
準
備
会
事
務
局
長
と
し
て

関
お
っ
て
き
た
私
は
、
現
在
、
開
館
Ｈ
周

年

を
迎
え
る
山
梨
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
理

事
長
と
し
て
、
老
骨
に
む
ち
打
ち
、
楽
し

み

な
が
ら
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。
甲
府
一
高

に
ゆ
か
り
の
当
記

念
館
を
、
ま
だ
訪

れ
て

い
な
い
諸
君
、
足
非
、
遊
び
が
て
ら
、
見
学

に
お
い
で
下
さ
い（
火
・
水
以
外
の
週

５
日

間
・
午
後
開
館
）
。
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す
っ
か
り
黄
ば
ん
で
よ
れ
よ
れ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
数
冊
の
大
学
ノ
ー
ト
。
3
0余

年
も
前
に
あ
な
た
達
と
私
と
の
間
を
行
き

交
っ
た
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

ク
ラ
ス
担
任
と
し
て

あ
な
た
達
と

出

会
っ
た
私
は
3
0代
も
終
わ
り
か
け
た
頃
で

あ
る
。
古
く
は
甲
府
中
学
と
呼

ば
れ
た
男

子
校
、
多
く
の
卒
業
生
は
県
内
外
で
活
躍

し
て
い
る
山
梨
の
伝
統
校
で
あ
る
。
そ
こ

で
教

壇
に
立
つ
と
い
う
こ

と
は
教
員

に

な
っ
て
か
ら
の
遠

い
憧

れ
で

は
あ
っ
た

が
、
い
ざ
現
実
と
な
っ
て
み
れ
ば
、
こ
こ
で

や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
の

ほ
う
が
大
き

か
っ
た
の
で
あ

る
。
女
性
教

員
の
数
も
前
任

校
と
比
較
す
れ
ば
ず
っ
と

少
な
く
、
職
員
会
議
な
る
も
の
も
な
ん
と

な
く
威
厳
に
満
ち
て
い
て
、
新
参
者
に
は

意
見
な

ど
い
え
る
空
気
は
微
塵

も
流
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
が
、
ジ
ョ
ク
ラ

（
女
子

ク
ラ
ス
）
な
る
も
の
の
存
在
に
少
し

思

い
出
の
ク
ラ
ス
ノ
ー
ト

は
ほ
っ
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

窮
屈
な
思
い
を
感
じ
な

が
ら
も
、
日
が

経
つ
に
つ
れ
、
懐
の
深
い
と
も
呼

ん
だ
ら

よ
い
よ
う
な
大
様

さ
、
包
容
力
、
そ

ん
な

も
の
に
私
自
身
が
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
な

心
地
よ
さ
を
感
じ
て
い
た
。
人
一
倍
束
縛

さ
れ
る
こ
と
の
嫌
い
な
私
は
自
分
の
信
念

に
従
っ
て
（
今
、
思
い
返
す
と
全
く
赤
面
の

至
り
で
あ
る

が
）
担
任
と
し
て
こ
ん
な

ク

ラ
ス
に
し
た
い
と

か
、
教
科
と
し
て
の
英

語
で
は
こ
ん
な
ふ
う
に
授
業
を
し
た
い
と

か
（
1
0
数
年

の
経
験
の
中
か
ら
実

践
し
て

き
た
も
の
を
）
考
え
て
い
た
こ
と
を
恐
る

恐
る
だ
し
て
い
っ
た
。

先
輩

の
先

生
方

に
何
か
言
わ
れ
る

か

も

し
れ
な
い
と

ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て

も
い

た

が
：

…

嘴
の
黄
色
い
私
は
怖
い
も
の
知

ら
ず
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
す
っ
か
り
変
色
し
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

破
れ
か
け
た
ノ
ー
ト
に
は
、
あ
な
た
達
と

私
の
あ
の
時
の
生
身
の
姿
、
生
身
の
思
い

が
詰
ま
っ
て
い
る
。
初
め
の
お
ど
お
ど
し

た
た
ど
た
ど
し

い
や
り
取

り
は
、
初
々
し

い
ラ
ブ
レ
タ
ー
の
よ
う
で
も
あ
る
。
私
も

も

ち
ろ
ん
緊
張
し
て
い
る
。
こ
の
ノ
ー
ト

に
一
体
何
か
書

か
れ
て

く

る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
私
は
何
と
返

え
し
た
ら
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。
何
日
経
っ
て
も
そ
の
ノ
ー

ト
が
届
け
ら
れ
て
こ
な
い
時
は
そ
れ
は
そ

れ
で

心
配

の
種
で
も
あ
っ
た
。
あ
な
た
達

に
と
っ
て
は
一
方
的
に
押
し
付
け
ら
れ
た

よ
う

な
も
の
で
本

当

に
い
や
な
も

の
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
ん
と

か
あ

な
た
達
と
私
の
間
を
ノ
ー
ト
が
ブ
ー
メ
ラ

ン
の
よ
う
に
飛
び
交
っ
て

い
る
う
ち
に
、

私
自
身
は
だ
ん
だ
ん
楽
し
く
な
っ
て
い
っ

た
。
今
度
は
誰
が
ど
ん
な
こ

と
を
書
い
て

く

る
の
か
。
ク
ラ
ブ
活
動
の
こ
と
、
趣
味
の

こ
と
、
友
達

の
こ
と
、
将

来
の
こ

と
…

。

そ
し
て
だ
ん
だ
ん
あ
な
た
達
自
身
も
こ
の

ノ
ー
ト
を
通
し
て
互
い
の
知
ら
な
か
っ
た

ｓ
年
1
0組担
任

保
坂

す
み

一
面
を
知
る
よ
う
に
な
り
、
ノ
ー
ト

ち
遠
し
く
思
い
、
ノ
ー
ト
を
読
む
の

を
待

を
楽

し
み
に
し
て
い
る
の
が
手
に
取
る
よ
う
に

こ
と
に
よ
り
、
自
分
自
身
を
も
よ

こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
他
人
の
思

読
み
取
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に

と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
知
る

i

……叉=:='

｀?ll

仝･

でy “ji ’i

に 人 も る

な
る
。
今
思
え
ば
、
こ
の
ノ
ー
ト
は
生
徒
の

為
と
い
う
よ
り
、
教
員
と
い
う
仕
事

に
つ

い
た
私
に
と
っ
て
よ
り
大
き
な
収
穫
を
与

え
て
く
れ
た
と
思
え

る
。
　
　
　

齢
咬

甲
府
一
高
で
教
壇
に
立
て
た
と
い
う
こ

と
は
か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
諸
先
輩
の

先
生
方
に
出
会
え
た
と
い
う
こ
と
は
も
と

甲府一高同窓会記念誌

ド

ヤ

パ

ド

貼

付

▽

。

身
の
大
切
な
宝
物
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ま
　

゛
　
　
4
3

作づ
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タオルは､日常の暮らしの
中で使用してもらい､ ふと

した瞬間に一高で過ごした日々を
思い出すきっかけ

となってほしいという思いから制作
しましたO
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“記 念 誌 を 作 る の は 最
初 で 最 後" こ の 言 葉 と

共 に 私 は 記 念 誌 部 会

を 引 き 受 け たO 楽 し そ う
だ､ や り 甲 斐 が あ る､ と い

う 想 い 以 上 巳 失

敗 で き な い､ 人 に 迷
惑 か け ら れ な い､ 形 に な る

の だ ろ う か､ と い う
不

安 の 方 が 上 回 っ て い た 。

記 念 誌 部 会 が キ ッ ク オ
フ さ れ た 当 時 は､ 米

倉 涼 子 さ ん 主 演 の ド

ク タ ー × と い う ド ラ マ が 放 映 さ れ て い
てF 私､ 失 敗 し な い の でO｣ と

い う フ レ ー ズ が 毎
週 私 の 頭 に ガ ツ ン と 響 い

て い た 事 を 思 い 出 すO
仕

事 も あ れ ば 家 庭 も あ る｡
そ ん な 中 で の 大 役 は パ ッ タ リ で も “失 敗

し

な い の で" と は 言 え な か っ たO

し か し な が ら､ そ の 不 安 も 徐 々 に 解 消 さ れ て い
く｡ 心 強 い 部 会 の

メ ン バ ー に 恵 ま れ た か ら
だO 数 十 年 ぶ 引 こ 再 会 し

た 旧 友 は､ 私 の 想

像 以 上 に 頼 も し か っ たO
私 は 心 許 な い 部 会 長 で

は あ っ た が､ き ち ん

と 同 じ 目 標 に 向 か っ
て 共 に 歩 ん で く れ たO

そ の 成 果 が こ の 記 念
誌 で

あ る｡｢ い い 記 念 誌 に
し よ う ねO｣｢ が ん ば ろ う

ねO｣ 記 念 誌 部 会 開 催

の 度 に お 互 い を 称 え､
時 に 固 い 握 手 を 交 わ

す な ど､ 苦 し い 状 況 に あ

り な が ら も 結 果 的 に
は み ん な 最 初 で 最 後 の “非 日 常" を 楽 し め た と

思 う｡ い つ の 間 に かF 記
念 誌 を “作 る"j か ら[

記 念 誌 を “ 創 る"] に 変

わ っ て い た｡ 単 な る
作 業 で は な く､ 想 い を 込

め て 創 造 す る 部 会 に
関

わ る 事 が で き た 事｡
本 当 に 嬉 し か っ た し 誇 り に 思 う 。

同 窓 会 総 会 が 終 れ ば､ こ
の 記 念 誌 も 歴 代 の

記 念 誌 の 中 に 混 じ り 、

言 い 方 は よ ろ し く な い
が､ 長 い 同 窓 会 の 歴

史 の 中 に 埋 も れ て い くO

し か し な が ら 我 々 旧
年 卒 生 に と っ て は 生

涯 特 別 な 一 冊 で あ り 続
け

る｡ こ の 先 歳 を 重 ね
て､ 一 高 を､ そ し て こ

の 平 成30 年 同 窓
会 総 会 を

思 い 返 す き っ か け は
我 々 同 級 生 と い う “

人" ど 証( あ か し) ≒ こ
の

記 念 誌 や､ 今 回 の 同 窓
会 総 会 記 念 と し て 女

性 有 志 が 苦 労 し て 制
作

し て く れ た マ フ ラ ー タ オ
ル､ 鈴 木 実 行 委 員 長 の

会 社 の ど ら 焼 き な
ど

同 窓 会 グ ッ ズ は､ 私 達 旧
年 卒 同 窓 生 が 再 び 一 高 へ の 思 い を 馳 せ る

時 の 特 別 な “証( あ か し)"
で あ る こ と に 違 い な い 。

記 念 誌 創 り を 終 え た
今 で も 私 はF 失 敗 し な い

の で｡ ｊと は 言 え な

い が( 笑) 、

F
み ん な の お か げ で､

失 敗 し な か っ た よ りに

の 記 念 誌 に 関 わ っ て
く れ た 全 て の 皆 様 に

心 か ら 感 謝 申 し 上
げ

ま す 。

第138 周 年 甲 府 中 学･
甲 府 一 高 同 窓 会　 記 念 誌 部 会 長

小 田 切 太 郎

マフラ ータ オル

・甲府中学と甲府一高の校章と創立年を入れ､ 学校の

歴史､伝統を表現しました。

・『Boys, be ambitioｕs !』
年齢を重ねても､ 夢や目標を持ち､ 一歩ずつ前進で

きるような励ましの校是。

･緑色(タオルの地の色)
昭和61 年卒業生の学年色( 体育着) に合わせ､ 夜間

でも目に立つような明るい「ライトグリーン｣ に。

同窓生から現役生まで､ 強行遠足､試合観戦､ スポー

ツ､ウォーキングなど､ 様々な場
面で使ってもらいた

いと思います。

匪両両莽頑
商品名: ジャカードマフラータオル(

本体:ライトグリーン／文字:ネ
イビー)

サイズ: 横１１０ｃｍＸ縦２
０（ ｍ

ミ ニタ オル

・リンゴのモチーフ
卒業生が共有する強行遠足の思い出､ 青春の思い出

です。

・Ｒｅｕｎｉｏｎ( 同窓会)
この言葉には､Re( 再び)ｕｎｉｏｎ(結合) の意味もあ

り、同 窓会の活動を通じて卒業生が 縦､横に再び 結

ばれたこともイメージできる響きを持ちます。

商品 名:ジャガードミニタオル(

本体:ネイビー／文字:レッド)

サイズ：２０ｃｍ
ｘ２０ｃｍ
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想 い 、未 来 に 紡 ぐ 。

～桜の誇り四つ葉の望み～
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138 周 年同 窓 会 の鈴 木 浩文 実 行 委員 長 が 社長 を 務

める鈴 木 製菓で 作った 記 念の
どら 焼きで す。

鈴 木 実行 委員 長 が焼 印 を特 注して､ 一つひ とつ 手作

業 で 製造｡ 昨 年の 同 窓会 で 販
売し､ ゴ ルフ 大 会な ど

でも配 布し ました。
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